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クロ　ア　ゲハの異常型

2年　　田　中　洋　海

1969年8月20日，鹿児島県加世田市武田の竹田神社の裏株巾で，ジヤコウアゲ

ハ，モンヰアゲハ，ナガサキアゲハといったアゲハ類にまざって飛んでいたクロアゲハ

（Papilio protenor demetrius）の異常型1番を採集した。趣表は正常

であるが，後項裏面の赤紋がいちじるしく発達している。遺伝的なものかどうかの調査

を依頼するために，生きたまま南山大学の阿江茂博士に送ったが，教授よりの通信によ

れば，到着時すでに弱っていたため交配することはできなかった。採集時片方の後麹の

大部分が破損したが，左右相称であるので遺伝呵なものである可能性も考えられる。

〔参考〕

保育社の「好色日本蝶類図鑑」によると，「クロアゲハは後麹の斑紋の変化が著しく

Fペニモンクロアゲハ』と命呂きれる異常型は，美しい代表的なものである。」とある。

（最後に，いろいろ御指導下さった阿江茂博士ならびにその連絡を世話して下さった出

来和江きんに深く感謝いたします。）

く弄祇説明＞

ヰイレツチト．）モチ（Balanophora tobiracola MA．KINq

これは，さる10月28日　目969年）に徳永貞氏（市内の旧朝日旅

館経営）が，金峰山頂付近で，採集してこられたものである。

本種は，ツチトりモチに似ていて高さ5～10cmの大ききで，トベラ，

シャリン′ヾィ，ネズミモチといった植物によく寄生している。ツチトリモ

チとの違いは，ツチトりモチの万は，茎が赤色で，雌雄異株であるのに対

し，本種は，茎の色は淡黄色でどこかツクシに似たところもある。また，

雌雄同株で，頭に雌花を密生し，所々に梢大形の雄花を散生する。和名の

千丁レは喜入　蘭宿郡）で最軌こ発見されたためであり，ツチトりモチは

根の部分を鳥もちにするからである。分布は，亜熱帯〔九州　傾部），琉

球，台湾〕に産する。加世田市近辺では，佐万先生の話によると，金峰山

長屋山，磯闇山などにみられるそうである。

（表紙の図は，徳永氏からいただいたものをそのまま，部員の阿久根君が

書いたものである。また，寄生していた根はシャリン′ヾイで下方にのぴて

いるのがそれである。）



クロアゲハの異常型
右；異常型表　‾

右下；異常型裏
・下；正常型裏

1969年度に採集した迷蝶

（上；カバマダラ　中；アオタテハモドキ　下；ウスイロコノマ）



八瀬尾滝採集会スナップ

八瀬尾滝 ヒノキシダ
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ネムの木に来るアゲハチョウ類（第3報）

2年　　∴田中洋海・・1浜川知博・∴本坊故保

今年も図書館前のネムノキが，薄桃色の花をねころばしはじめた6月7日，我々3人でネムの

木に飛来するアゲハチョウ類について，今年もひきつづいて行なって，更に詳しい結果を追求し

ようと観察をはじめた。

しかレ，実際観察を開始してみるとなかなかたいへんで，我々では精一杯やったつもりでも，

その結果を見るとあちこち記録もれがあったりして，非常に残念です。

まず，目的は前回とほとんど同じく，．次のようである0　′

①　本年隈の各アゲハチョウ類の発生個体数の概要を知り，さらに前回のものと比較してみる。

②　各年度の各アゲハチョウ類の発生個体数割合より，どのアゲハチョウ類が，嶺も加世田市

近郊に多いか調べる。

③・・・各アゲハチョ・り類の飛来数ヰり，発生時昭を圃べる0

④　朝，昼，夕方の時間の違い，天候の変化，などの違いやその他のことから，飛来個体数が

変化するか。また，変化するとすれば，その面接的原田は何かを調べる。また，これよりさ

らにその習性を検討してみる。

また方法は，できるだけ1967年脛のものに合わせて，比較しやすくしてみたが，その結果

にだいぶ変動がみられることは非常に興味深く，さらにこれからの継続的観察を希望したい。

一く観察方法＞

。期間；196‾9年∴も月7日～7月5日

の疇情＝　〔A〕　　8：30－　8；35

〔B〕　13：00、∴13：05

〔C〕　16二　50－16：55

0芋・設：　ネムノキ（8、9　ページ参照）の花に飛来したアゲハチョウ類を，肉眼または双

！眼鏡で観察する。

＜観察対象アゲ′、チョウ＞

ナミアゲハ　　　（Papi・lio xuthus）

ジャコウアゲハ　（Byasa alcinous）

クロアゲハ　　　rPapilio protenor demetrius）

ナガサキアゲ′、fPapiliomemnon thunber訝ii）

モンキアゲハ　　rPapilio helenus nicconicolens）

（なおその他のアゲハチョウは，ネムの木に飛来することがきわめてまれなため除外した。）

－3－



（1）本年度の，各アゲハチョウ類の6－7月にかけての発生個体数の概要と，前回との比較で

あるが，飛来したものは下記の通りである。

＜1969年度＞　　＜1967年度＞　∴＜1966年度＞

ナ　ミアゲハ

ジ◆：コウアゲハ

クロアゲハ

ナガサキアゲハ

モンヰアゲハ

108頭　　　　　124頭

104・頭

14頭

28頭

5頭

43頭

48頭

15頭

10頚

59頭

19頭

3頚

2頭

3頭

＜考察＞

三回の記録の比較であるが，1966年贋は12日間しか記録していないため，比較の対象と

しては不適当であるか，1967年笹と今度の記録は26日間と23日間で，ほとんど同じであ

るため比較してもかまわないと思う。まず，気づくことは，ジヤコウアゲハが非常に多いことで

ある0　それに，クロアゲハの減少である。

月　　 日
牙

1 1 】2 1 3 1 4 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 3 2 4 12 5 2 6 3 7

天　　　　 ．気

A ○ ◎ ・．録

○

○ ◎ ㊨ ◎） ⑳ （D ㊥ （D の） 髄 ◎） q）

B ○ 帥 ● ○ ① ・ ⑳ ゆ 廟 ○ 確 ¢） ゆ 窃 ◎） ◎

C ◎ ⑳ ● ○ ○ （D 磁 ◎ 母 ● ㊥ ○ ● 額 ◎ ◎

気 ． ．温む こ

A 2 1 2 2

2 5

2 2

2 7

2 4 2 2 －王立 2 2 乞0 2 3 2 3 ・2 3 2 4 2 4 2 4

B 2 5 2 4 2 8 2 3 2 冬 2 2 2 6 ．2 4 2 6 2 8 2 7 2 5 2 6

C 2 3 2 4 2 6 2 6 2 3 2 5 2 2 2 6 2 4 2 7 2 2 2 7 3 7 2 7
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佗）各年度の各アゲハチョウ頬の発生賠体の割合は，下記に示す通りである。

1966句三・（総飛来個体数　89頭）

6r8 認
鵠 拙

つ

凍、．
∵ヽヽ、ち・ン紫、

車1・

凍，

3．i．

蘇

1967年　（総飛来個体数z40頭）

5 2 筋
守 8 鰯 熔 ′

J Jr、．－

、、，・、も ．ヽ

、⑯ 、．膚 ：．、．‾ヽ

．＿鱒

I 一一

1969年　（締飛来個体数273頭）

1
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◎

◎
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◎
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4 1
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2 5

2

2

1

3

3

5

4

1

2

】 7

4

3

6

3

3

2

1

1

1

1

4

1‾

4 ユ

串．

1 1

ロナミアゲハ

匹詔
圏

ジヤ　コウアゲハ

クロアゲハ

堕迅ナガサキアゲハ
モンキアゲハ

＜考察＞

ナミアゲ′、の割合が年々減少しているが，個体数はだい

たい，毎年同じぐらいであるから少なくなるのではなく，

一定の割合で発生していて，最も安定したチョウらしい。

ジキコウアゲハは，年による差が非常に大きい最も不安

定な発生をするらしく，なぜかその厚因はよくわからない。

それに今年の割合がナミアゲハをしのいで，一番なのは非

常におもしろいことである。

クロアゲハは，1967繹魔異常に多く発生したらしい

か，1966年に3筋，そして今年が5男と，やはりこの

あたりに割合はおちつくのではないかと思う。

ナガ、サキアゲハは，そんなに大壷な変化は見られないが

4草々記録が少しずつふえている。

モンキアゲハは，ナガサキ同様そんなに大きな変化は見

せないで，また個体数も少ない。

－5一



以上のことより，加世田近郊に最も普通に分布するアゲハチョウは，ナミアゲハであるらしい

か，今年ジヤコウアゲハが多かったことからさらに詳しいデータがないと，そう一概に言えない

かもしれない。また，クロアゲハ，ナガサキアゲハ，モンヰアゲハはまれではないが，ナミアゲ

ハ，ジヤコウアゲハよりは少ない。（その他に加世田市近郊には，キアゲハ，アオスジアゲハ，

ミカドアゲハ，カラスアゲハが分布しているが，今回の観察ではキアゲハ3頑，カラスアゲハB

頭が記録されている。）

（3）各アゲハチョウの飛来数を臼別にグラフで表わすと次のようになる。

個

ー6－



グラフより発生時朝を推量してみると，

ナミアゲ′、　6月20日～7月　2’日ごろ，ジヤコウアゲ）、　6月20日－7月2日ごろ

クロアゲ′、　6計26日～6月28日ごろ　ナガサキアゲハ　6月26E「－7月3日ごろ

に，各アゲハチョウ由個体数が最高に達しているが，天候やネムの木の花の塁によってもだいぶ

影響されているようである。

軸）飛来個体数の変動について，さらに調べてみることにする。

0時間（A，B，C）による違い

種類 ナ　　 ミ ジャ　コウ ク　　　 ロ ナガ1ナヰ モンヰ

年 ．時間 A 8 C A l‘B・ C ・A B C A ． 8 C A B C

1 9 6 駈 4・畠．3 9 2 1 4 5 3 1 4‾8 ∴7 5 2 °・ユ4 ：9 5 2 2 1

1 9 6 7 年 3 2 5 白 3 9 5 1 4 2 3 3 1 6 2 9 4 4 5 3 3 4

0天候による違い

左図より天険lCより，ものすごく影響されることが，どのアゲハにも共通するようである。

0その他の影響

（3）でもふれたが，花のこ咲きぐあいによっても大きく影智がある。また現なども影韓するよ

うである。

以上のことなどから，各アゲハチョウについて気づいた習性をのべると，アゲハチョウは時間

によっては，さほど変化は少ないか，やはり夕方は多少減少する。また雨が多少降っても，たま

に飛来するのに気付いた。ジヤコウアゲハは特に軌、たことは，雨かどしノPぶりでないかぎり，

飛来していたことである。またこのことと関連してか，日中の記録よりも朝夕の万か多いことな

どから，陰性がかったチョウである。その他については飛来数が少ないため，はっきりしたこと

はいえない。

＜感想および問埴点＞

簡単に考えてとりかかったが，予想以上に根気か必要で，1967年度よりやや雑なものにな

ってしまって残念である。また経験不足のため，アゲハとキアゲハをたまにはまちがえたかもし

れない。しかし前回と違った結果も少なくなく，今後の観察に大いに期待したい。もっと工夫し

てやったら，もっとおもしろい結果かえられると思うし，また今後これらのアゲハチョウ類か，

どのように変貌していくか，まったく興味あることである。
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ネムノキの花と果実

2年・小野田章子　田実初子1

生物部屋から見えるネムノキが，6月上旬から桃色の美しい花をほころばせ始め，6月巾旬に

なるとその花が，毎日雨のように落ち始めた。私達はその現象を見て，今のような状態で花が散

っていったら，はたしていくらの果実かできるものかと疑問に思い，先竺万や，他の多くの部員

の協力をもらって，毎日落花敬を調べてみることにしました。

0ネムノヰについて

マメ科植物で落葉高木で本州以南の山野に自生する。高さは約9血になり，葉は2回羽状複葉

で互生し，裏面は灰色を帯びる。“ネムノil”という呂は夜間に励、薬が閉じて，眠るようだと

してこの呂かついたそうであるが，初夏には，枝先に美しい淡紅色の抱をつける。花は夕方開き

ふつう1つの花と思われるものは，約4センチ15－18個の小さな花からなりたっている。そ

の花は約29本のおしべ，1本のめしべ，約7　ミリの花びら，2ミリのがくからできている。そ

してその29本のおしべは下部で筒状にくっついている。また15－18個からなるその小さな

花の巾に1個だけ他とちがって長いのがあるが，それがどう関係しているのかわからない。でも

爆像したところによると，それが果実になるのではないかと思う。また果実は長いもので15セ

ンチ，短いもので7センチぐらいである。そし．てその中には約ユセンチめユ0数個の種子からで

きている。

なお，私達の調べた花と果熟は下に示してあります。

C⊃
種子×1

ぴ
く

一
l
・
八
・
、
・
、
・
－
‥
－
1

ら

媛
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〔経過〕

5月、上旬にネムノキの細い枝に黄緑色の新芽が一斉にふきはじめた。

6月　4日，始めて淡紅色の花が開いた　f花弁は筒状で少きく，花糸は約5センチである0）

下旬になると毎日．500－′800も落花しはじめた。刀形で長さユセンチの小葉を7・－1z

対もった葉（2回羽状授業）も青々と茂ってきた。

7月　1日につき，、j O‘007－80、・0・0．も落花し，日によっては3000以上も落花した。

（ただし，ヰ～9日，1淵日以降は正しく鶉べなかっ．たのではっきりしない。）

また，ジヤコウアゲハ，クロアゲハなどのアゲハチョウ類や，アブラムシなどが飛び交っ

ていた。

8月　今まで非常にたくさん落花したため，花も少なくなり落花数も100にも満たなくなった。

9月　少ししかない残花にまじ：つて，結実した約7セ、ンチのすヤかきばらに目立ってきた0完全l

な果実敬191，不完全な果実数ユ39，合計330であった。

〔ネムノヰの落花数調べ

息25　26　27　28　2。3。4　2　3　1。1112　才。

前夜○　傭　鐘　◎　◎　廟　　　　　　　　　　　　敵い命　　○　○

当日①　命　◎　①　◎　料　由　◎　◎　◎　　◎　◎　◎　　0　0
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〔結果と反省〕

拾って敬えたネムノキの数は合計14485であり，結実したサヤの数が330であるから，

結実歩合を計算すると，わずか芝2男だった。でも，その果実がすべて完全なものとは限らない

ので，私達はこれに驚いてしまった。また，果実を見てi　ネムノキが碓かにマメ科植物であるこ

とがわかったことがうれしかった。そして，その果実の大きいことにはびっく・りした。

毎日，落下数を調べて′ゆくのはきつかったが，佐万先生をはじめ，その他の部員に協力しても

らったのでありがたかった。雨の日や，休みやその他のために正解な観察ができなかったことが

残念である。今後も，機会があったら，続けてゆこうと思います。

発光バクテリ　アの研究

2年　　大　迫・樟　三

バクテリアのうちで，発光性をもつバクテリアがいることを知ったので，食塩水と水でカを使

用して，その存在を確かめてみることにした。

〔実験方法〕

。まず，水イカを水洗いしないままで準備しておく。

0次に，3％食増水を作る，．

0食海水に水イカをつけて，食塩水にちょうどひたるくらいにしておく。

〔実験結果〕

1日後

食塩水は水イカの体液のために赤く濁っていて，吐気をもよおすような悪臭がする。1力の素

面に白い不透明な膜がはって，イカの体表全休が白っぽくなっている。これを暗室に侍って行っ

て調べると，この白い膜がら上うどリンみたいな青白い光を敬っている。

2日後

昨日よりだいぶ光らなくなった。そして悪臭が一没とひどい。

3日後

食塩水巾のイカは，白く変色して，塔つていた。もう発光バクティァはいないらしく，光らな

い○

〔反　省〕

この実験は，ひどい悪臭が伴なうために実験しにくかった。それに，イカ全体を食塩水に侵さ

なくても，1カの体寿に食塩水を少量滴下して，その部分を観察してもよかったのではないかと

思うOだが，やさしい実験のためよくできた。きちに，この発光バクテ11アを頃微鏡で観察した

いものである。

－10－



あ‾ふノちの木に着生する植物

2年‘大　埠∵梓　三

城が加世田高佼の巾庭に大きくそびえる“おうら”の木には，どんな種類の植物が着生するも

のだろうか。調べてみることにした。

種 子植 物 呂称 方 向 地 矛 か らの 高 さ 本 体 の 長 さ そ　 の　 他

サル トリ　イパ ラ a　 南東 2 5 ／紹 5　0C机

穂有 り

・ソメ クサ 両君 2 5 〝1 不 明

ネズ ミモ チ b　 北 2 5 ／〝 5　0C机

ノヰ シ ノブ

コメ　ヒシバ

クロガ ネモ チ

C　 北 a O ／乃 1 5C耽

d　 北 西 ． 2 5 招 1 0（Ⅷ

e　 南西 且 0 ／乃 木 明

北 2 5 ／乃 不 明 敵 な し

f　 北 東 a o J〝 5　0cm

ヒメ ムカ シヨ モギ 北 頁 a O J〝 3　0C机

ム ラサキ シ キブ g　 北 6 0 1〝 ’ 1 1乃

トコ　ロ h　 北 西 4 0 cm 1 0C机

イノ　コズ チ 商乗 不 明 不 明

注：アルフTペ，トは，下図での所在位霞を表わす。なお，コケ類も教権あった。

傾昌末謹）

注；破線の記号は木の喪側を表わす。

（反省）これらの種物は鳥類その他

によって庸子を運ばれたもの

らしい。今後も続けて調べた

い。

昭和44年8月現在



カマ
′
ヤ

．
ヽ
、
、 ラスアゲハの飼育
（Papilio maackii tutanus）

2年　田　中　洋　海．

岐阜県本巣郡根尾村水島谷で，阿江茂氏が採られたミヤマカラスアゲハによる卵を，田釆相法

さんより半分（16個）を分けていただいて，飼育する機会を得たので，その飼育を試みた。

〔飼育方法〕

9月7日から9月28日の間は，主にカラスザンショウを与えてみたが，死亡するものが多か

ったため，9月29日から10月14・日までは，ハマセンダンにし，た。

。1令から4令まではシャーレの碑で飼って，終令ごろになった所で，小さな水そうにガラスの

ふたをして飼って，蠣化前に飼育箱に移した。

03匹を選んで，それぞれA，B，Cとしてその記録をとった。

〔飼育記録〕

Ⅸ． 7 Ⅸ 1 1 Ⅸ 1 7 Ⅸ］1 8 料 2 2 Ⅸ 2 7 ．Ⅸ 2 8 Ⅸ 2 9 X 1 3 X 1 4－

A 純 化 2 令化 3 令化 3 令 4．令化 柊令化 終令 終令 蠣化 輌

B ／′ 2 舎化 2 令 3 令化 4 r令化 4 套 総合化 終令化 終舎 蛸イヒ

C 〝 2 令化 2 令 3 令化 41台化 4 令 死亡 死亡 　＼

〔結果と問題点〕

0大体の各令期は，次のようであった。

1合駒　　4－　6日　　2令期　　　5　～　7日　　3令靭　　5　～　6日

4令瑚　　5　－　8日　　終令瑚　15－17日

以上のことより，1～4含までは大体数日であるが，終令籾が非常に長いのは，アゲハ執こ共

通しているようである。

0食草については，カラスサンショウとハマセンダンの2つセ行なってみたが，ハマセンダンの

万を，より好むようである。またカラスサンショウが，すぐに枯れてしまうことも大いに国係し

そうである。

上記のようなことがわかったが，文化祭と重なったせいでハマセンダンの万が，よく食べると

わかっていても近くにないため，カラスサンシヨウで間にあわせ，しかも少々枯れたままにして

おいたことで，やや栄養不足だったかもしれないから，結果に多少くるいがあるかもしれない。

なお鴫は，現在もなお羽化せず越冬するものと見られているが，出釆さんが飼育したものは3項

羽化したそうである。

－ユ2－



わがはいは“もぐら1”である‘’ユ

歯間　　新　山　毘　久

わしの仲間はコ一口ッ・ヾとアジアと北アフリカに住んでいるらしいが，本家がどこで分家がど

こなのかについては人間のようにもったいぶって家系図など書き残してないためきだかではない。

わがはいのスタイルのスマートきは，人間共のあこがれの的らしい。その証拠にかねてすまし

こんで乗りまわしている革の型は，わしのスタイルをまねたものだ。（いわやる流線型き）人間

共めスタイルの良さは知っているが，土の由のわしの体を非常にきたないと思っているやつが，

多いらしいのでことわっておくが，ビロードにも似たそのつやつやした毛並は，人間の女共が，

有難がって首にまいたり，コートにしてはおっているキツネやミンクのそれなどとても足下にお

よばねはど豪華なものき。えへん！　眼は永い地面生活のため退化してしまったが，軌ま人間共

がたよりにしている警察犬のそれよりよっぽど敏感で，土の由のずっと先の仲間や好物のミミズ

をみつけることなどたやすいことなんだ。それにわしのたくましい足を見たことがあるかな？

人間の間では手が長いというとドロボーの代呂繭になっているようだがその点わしらは正両者

の代矛みたいなものさ。短いが事も足も執ま5本ずつちゃんと揃っている。スコ，プ型の手足の

甲はいづれも外向きで，人間が歩くより速く土の巾を進むことができる位土掘りに適している。

その勇姿は平泳ぎの選手の力泳ぶりを想像してもらえばよいだろう。水泳といえばわがはいも本

当に上手に泳ぐこともできるんだよ。

カッコ1イことばかり並べたが，わしは実に大食漢なん7霊「ヤセタ1，ヤセタイ。」と思って

いる人間の女性が軌ナばたぷん「まあそんなに食べるの！」とあきれかえるだろうが】日に自分

の体重と同じぐらいミ　ミズや虫の肉を食べるんだよ。それもこれも食べるものをきかすために士

の巾を掘ってまわる重労働にたえるためには，やむをえないことなんだ。えものを求めて掘りま

わり捕えて食べたあとはぐったりとなって湘ってまわった時間の二倍位の時間はぐっすりねむる

んだ。わし自身時には，「食うために生きているのか，生きるために食うのか。」と1人前に悩

むこともあるんだ。そこで一句浮んだので紹介しよう。「はたらけど，はたらけど，わがくらし

菜にならず，じっとスコップ型の手を見る。」だいぶ字あまりだがゆるしたまえ。

きてわしの家はれ　もらまえの技術を生かして作ったそれは，それは，ふくざつな家なんだ。

ちょうど炭鉱の坑道を思わせるように廊下をあちこちに通して敵のしゅうけきから避難するのに

適した型にしたためなんだ。複雑な利こもちゃんと飲料水にする雨水をためるたて穴を掘ったり

池や沼などにぬける道も作ってあるんだよ0まあ1度あそびに来たまえ。「百聞一見にしかず」

と言うからね。最後に仲間の呂前を紹介しよう。
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モグラ科　ヒメミ　ミズ属

ヒ　ミズ属

ヒメ　ミ　ミズ

キュ　ウシュ　ウヒ　ミズ

ミズラモグラ属　ミズラモグラ

モグラ属

フジミズラモグラ

シナノ　ミズラモグラ

ヒワ　ミズラモグラ

モグラ

アズマモグラ

ヤクシマモグラ

コモグラ

日本産巾最も小さく尾長し灰色

尾比較的長くチヨbレート邑

日本のモグラの巾で最も少い灰色

やや大形吻の幅が広い尾の毛灰白色

吻の幅狭い小形黒色

吻の幅狭い小形蒋い灰色

巾形々いし小形吻長く太い，茶色

巾形吻やや幅広，茶色

アズマモグラの南方亜種小，尾長い

小形吻の幅狭く　茶色

参考資料　　石川千代松著　動物園　　保育社　日本哺乳類図鑑

短報‰1

ツマペこチョウを求めて　　日）

二年　　間　中　洋　海

ッマベ二の発生時朗にいよいよはいったので，三年生の平川きんにいままでの調査された場所

を教えてもらうことをかねて，本坊，ぱくの3人で，坊一久志－。秋目というコースで出かけて顛

た。しかし，残念ながら坊，久志では何の収穫もなかった。ただ秋目で新鮮なツマベニチョウ1

8を採集できたのがせめてもの慰めであった。

＜採集および目撃蝶＞

、ソマベニチョウ　　1古COll　ジヤコウアゲハ　サ　　ルりシジミ　　≠

ァサギマダラ　　　l coll　ァオスジアゲハ　十　　アオバセセリ　≠

クロコノマチョウ　　敬頭coll　モンキアゲ′、　廿　　ウラギンシジミ　十

ツマベニチョウを求めて　　＝I）

二年　　間　印　洋　海

6月15日　晴れ

枕崎から坊，久志と行って上津貫へ出るコースを′ヾ1クで回ってみた。4月に出かけたとき，

全然発見できなかったツマべニチョウがやはり目的であった。しかし，今日も1匹も発見するこ

とができず帰らなければならず残念でもあり，今年はツマベ二の発生が少ないことか心配でもあ

る。

＜採集蝶＞

モンヰアゲハ　1♀coll　　ルリタテハ　l coll
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〔文化祭研究〕

酵素に関する諸研究

〔I〕酵素のはた‘らき・に影響する要因（その1）

2年　大！追　祥

＜準備＞

0器具　　試験管　アルコールランプ　ビーカー　三蜘　石綿金網　シャーレ　温度計

かきませ棒　ろ紙　ロート

0材料　　脱脂綿　ベネディクト液デンプン溶液　ヨウ素溶液　氷

〔実験A〕　いろいろな温度での酵素アミラーゼのはたらき

実験1；室温における酵素アミラーゼを調べる。

＜方法＞

a）　デンプンを水とませる。

岐）　この液について，デンプンとブドウ糖の有無を調べる。なお，デンプン検出に

は去り素溶液を加えて加熱する。ブドウ糖検凪には，ベネデクト液を加えて加熱

する。

C）　aの液にだ液（アミラーゼ）を加えてロ過する。それに，少量の温水を加えて

ブドウ糖とデンプンの有無を調べる。

＜結果＞

Ob）　デンプンはあるか，ブドウ糖はない。

OC）　ブドウ糖はあるが，デンプンはない。

実験2；酵素アミラーゼは，何度で最もよくはたらくか。また，何度で破靡されるかを調

べる。

＜方法＞

a）　だ液　rアミラーゼ）をそれぞれに分け，あるものは煮沸し，あるものは冷却す

る。

b）　それぞれにデンプンを加える。

C）　各温隈で約10分間たってからブドウ楓　並びに，デンプンの有無について調

べる。

＜結果＞

温　　 度 0℃ 1 0 ℃ 3 7℃ 5 0 ℃ 7 0℃

糖 全くない 全くない だいぶある 少々ある 少々ある

デンプン だいぶある だいぶある 全くない だいぶある 少々ある

－15－



〔実験B〕　酵素アミラーゼのはたらさと速さ

日田；酵素アミラーゼのはたらきは人間の体温約36ト37℃）に保ったとき，時間が

経過するにしたがってどのように変化するかを調べる。

＜方法＞

a）　37℃に保ってある温水巾に，デンプンを入れた試験管を立てる。

b）　この巾にだ液（アミラーゼ）を加えて，2分間おきに糖ならびにデンプンの有無

を調べる。

＜結果＞

時　　 間 2　 分　 後 4　 分　 後 6　 分　 後 8 r一分 ：後 1 0 分 後

糖 あ　 る 　 あ　 る あ　 る あ　 る あ る

デ ンプ ン あ　 る 少 々な く‘な った な　 し な ・し I 全然 な し

〔Ⅲ〕酵素のはたらきに影響する要因（その2）

2年　崎山順子　阪本京子

酵素のはたらきと漢度の実験

＜準備＞

0器具　　試験管　メスシりンダー　ア′レコールランプ　ピペット　三郷　石綿金網

ビーカー　温度計　スライドガラス　かきまぜ棒

0材料　　脱脂綿　ベネディクト液　デンプン液　ヨウ素溶液

＜実験方法＞

rl）500柑′のビーカーに1／6ほど水を入れて，体現約37℃）ぐらいにおだやかに熱する0

（2）だ液を約1融試験管にとる。

指）6本の試験管に1～6まで番号をつける。各試験管に水約9瑠′ずつを入れる。．試験瞥1に

だ液1融を入れる。それをよく振って混ぜる。

（4）試験管1から液を1融ピペットで取り，試験管2に移してよく混ぜる。洗っ年ピペットで

1虎gを試験管2から試験管3へ移す。よく混ぜピペ1ットも洗う。二ここの方法を輝けて試験管6

まで1甜Jずつ移していく。

〔ダ液〕　＿1融l（上目祀＋801膠g　8001凋g nOUOl榔g　800001凋′

′へ＼ヽ櫨



r5）各試験管にデン耳ン液1頑ずつ加えてよく握ぜてから　り）で周忌しな，湯せんに入れる0

（6）10分後，各試験管から試料を少量取り出し，ヨウ素溶液でデンプンの存在を検出する。

けンプンの検査には，1滴をスライドガラスに取り，ヨウ素溶液を1滴加える。その結果

生じた白土その特徴を記録する0寧螢間隔で検査していき，デンプン反応を示さなくなる時間

を調べる。）

（7）各試験管から試料を1融ずつ取り，糖を検査する。（ブドウ糖検査には，小試験管にデンプ

ンとだ液との混合液を］摺gと，ベネディクト液数滴を取る。試験管をよくふって混和し加熱す

る。）

（8）デンプンと糖の検査を実験開始から20分後に，もう一便行なう。

＜結果＞

デ　ン　プ　ン　検査

＋
2．分後 　2 0 分後

1 濃い黄色 うすい黄色

2 黄．嶺 うすい緑

3 うすい黄緑 〝
′′

㌃ 「
′′

5 ′′

一ほ ．引 2 2 4 6 20 zz ．24

l ユ うすい紫 ×
＼ ＼ ＼

［ 2 だ
ん

うすい赤紫 × ＼ 卜 ＼＼

： 3 だ ○ ○ うす紫

1　4 牽 ○ ○ ○ C） ○

－　　5 な
る ○ ○ ○ ○ （⊃

6 壌い紫 ○ ○ d r ○ C）

（○…‥・反応あり　　×‥…・反応を示さない

＜反省＞

私たちにはあまりむずかしすぎて，よくわかりませんでした。また，準備に時間を要して器具

などもそろわず，スムーズにいきませんでした。結果は上の表のようになりましたか，参考にす

る本などもなくて，正しい結果なのかわかりません。これからは，私たちに理解できる範囲内の

実験や観察をしたいと思います。

他佼交換生物機再議紹介

「生物の世界」　　Vo126　福岡県立鯵献館高佼生物研究部

「轟．凍」　　　　　No．　26　静岡県立掛川西高等学佼生物部

「しぴっち上」　　旭．　　2　魔児島県立出水高等字佼笠物部

「わかあゆ」　　軸．　10　千葉県立銚子高等学校生物クラブ

「城粟生物」　　　第8号　　　徳島県立城府高等学佼生物部

「甲南生物」　　　第4号　　　原児島県立甲南高等学佼生物研究部
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〔Ⅶ〕トケモロコシの種子中の酵素

2年　　樋渡祥子　前田久美子

＜実験の目的＞

トウモ【1コシの種子の巾にデンプン分解酵素があることを明らかにする。

＜器具と材料＞

0デンプン寒天を流し込んだシャレー3個

0寒天を流し込んだシャーレ1個

0水につけておいた（3日間）トウモロコシ種子

0ホルマリン，アルコール，酢酸などで殺し，水につけておいたトウモロコシ庸子

0ヨウ素溶液

0カミソリの刃

＜実験順序＞

同　水に浸して発芽させたトウモロコシの種子をとり，カミソリの刃で，縦断し，切断面をヨウ

素溶液で調べる。

結果；　この場合青く変わったので多重のデンプンが存在することがわかる。

官］デンプン寒天のシャーレと寒天のシャーレを1つずつ取り，ヨウ素溶液を表面に流す。

結果；　テンプン寒天は青く変わる。寒天だけの万は色の変化はないからデンプンは存在し

ない。

同　発芽したトウモロコシが　おいてあった寒天面にどのような違いが見られるか。

結果；発芽したトウモロコシの組織に，形成された酵素は，種子の切断面から寒天の巾に

拡散していき，デンプンを分解するらしく，寒天のこの部分には，デンプンがなくデ

ンプン検出用のヨウ素テストを試みても変化はなかった。

回　発芽稲子を，ホルマl）ン，酢酸，アルコールに24時間位つけて殺し，さらに縦断面をデン

プン寒天両にふせておく。デンプン寒天にふせてあった種子をとり，その上にヨウ素溶液を流

してみる。

結果；　ホルマリン，酢酸，アルコールで殺した種子も，やはり青変した。このことより薬

品で没した庸子にもやはり，多苛のデンプンが存在することか示された。また寒天面

も青変しノたので，デンプンほ分解しない。

恒I乾いた種子も，湿らせて発芽させた種子と同じような働きをするだろうか。（ヨウ素膚液を

流してみる。）

結果；　青変するがうすい。
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◎酵素について…‥…・にの実廉を機会に酢素について勉強して次のことを知りました。）

体内の触煤はタンぺク貫でできてし「る酵素で，その素面に反応をおこさせる物質（これを基質

という）を吸着させることができる。基質は酵素という金属でできているわけではなく，やわら

かいタン・ヾク質でできているので，適当な温度や，適当な酸性度がなければうまく基質の形をつ

くらない。∴

食物を酢につけておくとあまりくきらないのは，腐敗菌の酵素のはたらきが酸のためにはたら

かないからである。

0酵素の種類

酵素にはいろいろの種類のものがある。大きく分類すると六種類にわけられる。

1）　酸化還元酵素（我々の体にエネルギーを与える）

2）　運搬酵素

3）　加水分解酵素（アミラーゼやトリプシンのような消化酵素の類で，食物のデンプンやタ

ン・ヾク質に水を加えて分解し，もっと小さな化合物にするはたらきがある。）

4）　分解酵素　　伽水分解でなく，ある化合物から炭酸などをとりさるはたらきかある。）

5）　異性体酵素　（構造の輿なる化合物をつくる。）

6）　合成酵素　　（多分子を結合して大きな化合物をつくる。）

0薬としての酵素

潅　胃腸薬として市販きれているものの巾には，デンプンやタン・ヾク質を加水分解する酵素か

ふくまれていることが多い。また傷口をきれいにしたり，膿をとかしたりするためにも酵素

は薬として同いられる。

弊　料理問の酵素として，硬い肉を柔かくするためにタン・ヾク賢分解酵素が用いられる。熱帯

の果実の・ヾ・ヾ†ヤからとった酵素で，比較叩熱に強いので，かなり熱い湯の巾でもきくのか

特徴である。
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〔文化祭研究〕

カエルの脊髄反射の実験

1年　　山口秋生　山下志郎

〔実験日田〕

脊髄反射の実験は，脊椎動物の脳を取り除いても，カエル自体の意に脾係なく反射のおころこ

とを調べる。

〔噂用器具〕

。せんたくバサミ　　0ピンセット　　0スポイト　　0解剖ばきみ　　0脱脂綿

0スタンド　　0解剖ざら　　0ビーカー　　0酢酸（5％，30雰）　0リンガー液

実験の方法

1．ウシガエル（麻酔をしていない）の頭部を延髄と脊髄の間で切り取る。

之　そして，ショックからきめたころ（5分位後），下かくをせんたく′ヾサミでつるす。

a　それをスタンドにつるす。

鼓
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実験の結果

1．ピンセットでB点を刺激した。

0反応なし。

a A点をピンセ，トで押えたこ

0かすかな反応を示す。

a　5％の酢酸をビーカーに入れて足をその巾に入れた。

0勢いよく足を上げたq

4．30分後，30彩の酢酸で反応を調べた。

0勢いよく足を上げた。

良　それ以後は反応なし。

注；　酢酸に入れた足は，蒸溜水でよく洗う。

〔反省〕

この実験では，リンガー液を作るのに時間がだいぶかかり，脊髄がエルを作る喝注意深く実験

しなければならなかったので苦心した。また，ウシガエルを見つけてくるのにだいぶ苦労した。

そして，もっと詳しくやってみるべきところかあるようである。たとえば

イ　酢酸の凄度と，反応の時間との関係。

ロ　酢俄のほかのいろいろな薬品に対する反応。

といったようなものである。今後，機会があったら行なってみたいと思う。

ツマベニチョウを求めて（Ⅲ）〔秋目編I〕

二年　　春　成　正　和

8月4日　晴れ

休み巾に一度は秋目へと思い足を運んだ。自転車で急ぐこと一時間あまり大浦に着いた。ここ

では以前調査した・ソマベ二チョウの食樹ギョポクの所に行った。盛夏で木々は茂り，くもの巣は

いっぱいだった。ち⊥つと背たけより高い所で4個の卵を見つけた。それからさらに一時間あま

り坂道を急ぎ狭い秋目の砂浜に焼酎こ出た。ガードレール側のギョポク群をE地から2個の卵を見

つけただけで秋目での収棲はあとツマベここ♀同一と思われるのを数回目撃しただけだった。府

シナ海の澄んだあくまでも青い海づたいに久志，坊と行ってみたが他に何も収確はなかった。大

浦での卵を1個だけ持ち帰り飼育し　9　月　2　日が羽化♀し．た。
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〔文化祭研究〕

光合成に及ぼす波長の影響（その2）

1年　　本田ゆみ子　前田栄子　古市ヨリ，子

〔ト］的〕

「まのせ6号」にひき続き，光合成に加ぎす放環力関係を調べる伽と，種々の色溶液の温度

芝÷宣した由で，光の距離のちがいよって水草の光合成速度を比較することから，気ほう発

生数による間接的方法をとった。

＜材料と実験方法＞

0材料

水草　rクロモ）　牛乳ビン（5本）　着色液　は邑）‘電球（暗義のもの）

※着色液　　　　赤色（赤†ンク）　青色（硫醜銅「恕邑イピクリン酸）

緑色（ライトグリーン）　無色（水道の水）

0方法

水草を非着色，赤色，青色，黄色，緑色傾度を一定にしたもの29℃）の叫こ．入

れ電燈の光をあてて，盛雄のちがいから．塵ずる気はう発隻数を調べや0　価離，‾45

〔潤，60C叫

表1　45〔鼎偶匿29℃）

＿堅 塁 1 2 3 平均

無 ．色 4 3 5 4

赤一　色 2 5 3 白

青　 色 3 4 4 3

黄　 色 5 3 3 3

緑　 色 3 2 2 2

寿Ⅱ　　60C乱（温贋z9℃）

ゝ 旦

1 ウ 3 平 均

無　 色 2 4 3 3

轟 ・色 2 ．1・ ’3 之 2

、青　 色 2 ・3 2 2

黄　 色 2 1 2 1

緑　 色 2 2 1 l
i

催）弄I，義正とも時間は2分間ずつである。

＜結果＞

発生した気はう敬

上図の菱から，無色の水がもっとも光合成速度が速く，次に赤色や青色が続いていることも
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わかりました。そして，着色液の温度か下がると気はう発生をしなくなりました。

にれは表にホしていない。）これらのことにより，光合成に必要な条件として光の波長

や温度が，関係することが，わかりました0

〔反省〕

先輩の後をついて行なったのですが，残っていた実験を全部やることができませんでし

た。また残畏れた問題の墾こ“種々の水草による個体差”というのがありますか，これは
－‾▼

周辺の川や池の水が汚れて，水草がなくなってしまったので行なうことができませんでし

た。私たちがこれからやりたいと希望するものは次のようなものです。

〔り　非着色である水を，他の水，用の水，井戸の水と変えたことに，結果がどう変

ってくるかどうか。

〔2〕　日光による種々．の着色液の光合成速厚のちがいはどうか。

〔3〕　なかに気はう発生がないのがあるが，水草の部分によってちがうかどうか。

〔4〕　温贋によって，どれくらいまで気はう発生数が変もてくるかどうか。

＜参考資料＞

菱Ⅲ

ク．ロロフィルの呼吸スペクトル

“緑色植物の生理”より

弄Ⅵ

光の波長と光合成の渕係

再　　　縁　　黄一種　　　赤　　　300

400　　　500　　　600　　　　　700
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〔文化祭研究〕

イネ科植物の花穂はどこからぬけるか

1年　　西川路孝子　森永香代子

〔目的〕

「まのせz号」にひきつづいて，稲科植物の楯を引っばれはぬける。これはどこから，どうい

う仕組で離れるのだろうかというのを，さらに考察したものです。種類ごとの穂茎の長さや，時

には穂の幼老別に静かに引っぼってぬいてムる。ぬけたらどこからぬけたかを調べて，聾しよう

に包まれた節の上方何相方のところで切れるかをはかってみた。その結果をグラフに示すと別菱の

ようになる。

〔惰考〕

この種の調査に開いた材料はすべて本校附近の野生種で昭和44年の9月中旬（コップキンエ

ノコロ，トダシ′ヾ，メヒシバ）に調査実験したものである。

〔分離点の仕組について〕

引っぼれば抜けるというのは，その部分の細胞組織は永久組織に比べて結合力が弱いはずであ

って考えてみると，この科の植物の茎の邦画上部に伸長する生長帯があり，これが老熟するにし

たがい，活動は漸次おとろえて，細胞分裂しなくなれば，伸長はとまる。ノビエの1例でみると

出憶巾の各疇朋は分離点が1－10脚の間にあるが，小樽　r果粒）の脱落したもので1、4欄の

間にちぢまっている。これは，分裂が節に近づいて釆た為であろう。（「まのせ2号」より）

〔イネ科でぬけにくいもの〕

アキメヒシ′ヾ　野外の路傍，′丘陵の山地等に多く生じる一年生草本　分布；温帯十熱帯

高さ30～90cm　長さ8、20C肌　花の咲く噂鋤9・－11月

ネズミノオ　　向陽の原野・路傍に生じる多年生草木　小破は密着している。

高さ40－80cm　長さ20－－30C机　花の咲く噂靭9－11月

ギョウギシバ　日当りのよい略ばたや堤・海辺などに生える多隼空拳本　分布：温帯ん熱帯

高さ15－30C机　長さ5・｝8C耽　草の咲く時間6～8月

潅「まのせ2号」では，アキメヒシ′ヾはぬけているが，これをとったのが10月下中旬である。

したがゥて，喝朗によって，ぬけたり，ぬけにくくなると考えられる。これから考えられること

は，幼年のほうかぬけやすく，老年になるとぬけにくくなる。これは，なにか組織の変化からで

はないかと考えられる。

〔1ネ科でぬけやすいもの〕‥‥‥実験以外のもの

キンエノコロ，ノビエ，ニワホコリなどである。（「まのせ2号」より）
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．＼－：1・　＿

30　〔紺訂〕

＜コップキンエノコロ＞

＜ト　ダ　シ　′ヾ＞

n
U

l

（
本
数
）

0上のグラフのような結果になったので，分離点は下寿のようになると思われる。

ヒ　 メ　 シ ／ヾ コ、ソブキン工 ノコロ ト　 ダ　 シ　 バ

調　 査　 本　 数　 r本 ） 1 0 2 9　2 1 0 2

分 離 点 の 分 布 幅 （棚 ） 2　 一一　 2　9 ユ　　　 ーー　 3 2 ユ　　 ・）　 2 7

分　　 離　　 点 （棚 ） 8　 、－　 ユ　3 】 8　 －－　 1 9 1 7　 －一　 1 9
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ゴキブり　のお話し

2年　　春　成　正　和

昆虫の出現は今から4億4000万年以上苗のことで地球は今とはたいへん異なっていました0

大陸は，ローレンシ7，アンガラ・，ゴンドワナの3つだけでした。ローレンシアは今のカナダ，

ヨ一口ッぺにまたがるあたりであって，そのころは熱帯のような暑い気候でしたから，大きなト

クす，ヒゲノカズラ，シダなどの大森林が茂っていました。このような熱帯の海岸のどこかで海

中生活する祖先から，陸上で生活する最初の昆虫が出現したのです。シルー）ア朋とよばれる時代

で，は虫類の2倍，哺乳類の3倍，人間の1000倍以上もの雁史をもっているといえます0

ゴキブリはこれより進化して後8000万年たって，石炭朗とよぷころになって羽のはえたトン

ボ，カゲロウ，ゴキブリ，バッタの祖先とに分かれて出現してきました。

ゴキブリは羽をたたむことができましたので，狭い所での生活もできました。この時代は昆虫

を獲って食べる島や獣もいませんでしたので，大森林をわがもの顔に飛んだり走ったりしていた

にらがいありません。日本のゴキブリ，その他の昆虫はアンガラ大陸とゴンドワナ大陸の粟部で

発達したものだと言われています。

さて数億年前とほぼ同じような形をしたこのゴキブリは家の巾に住む代寿的昆虫として知られ

ています。ネズミなどと同じように私たちから嫌われ，姿を見るとすぐに殺虫剤でもかけたくな

るくらいの嫌われ者です。しかし腐った木や，石の下，木の上などに住む種類が多く繭に行くほ

ど種類がたくさんいます。ところでこの『ゴキブリ』という呂前ですが『御器かぶり』からだと

言われます。『かぶり』は『かみつく』の意です。

私は採集会のたびにきまってゴキブリに会いました。ゴキブリはじっと止って長い2本のアン

テナをきかんに動かして，少しでもこちらが動きようものなら，ぺ，！と消えてしまうようなも

のもいます。私は集めているうちにこのゴキブリに愛着か持てるようになりました。自分からそ

うありたいと思ったわけではないのに自然にゴキブリの姿，動きが，すごくかわいくなりました。

0次に新しい種類ののを見つけて′ゆくとますますそんな気がしました。

天ききは体長3～4ミtlぐらいから3－4センチぐらいまでさまざまで，雌雄によっても大変

ちがっています。まず家の巾にいるクロゴキブリ，チャバネゴキブリ，屋外にいるキスジゴキブ

リ，サツマゴキブリ，オガサワラゴキプり，オオゴキブリなどです。このオオゴヰブリは去年

＝969托）の夏に2頭採倭しました。1頭は何も食べさせないで2週間も生きました。これ

は人間とくらべてみても大変なことです。私は攻めて生命力の力強さを感じさせられました。
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1969年4月27日　曇り
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2年　　大．追　祥　三

0コース　加世田発（8：25）－（汽車）一上津貫（8：50）～（9：・50）－

（徒歩）一大哺（3：10）－　r4：10）－　いヾス）一加世田（5：00）

0参加者　　佐万先生　　新山先生

3　年　　西村和之　　福島文徳

2　年　　大迫祥三　　田巾洋海　　疾川知博　　春成正和　　本坊敏保

1　年　　阿久根雄二　山口秋生　翻Il路孝子　本田′ゆみ子　前田栄子　森永香代子

19．69年・針目27日，あいにくの曇り空だったが，新入部員歓迎の意味で本年度最初の採

集会を行なう。2年の女子が全然参加しなかったのは大変残念だったが，参加者16人と，まず

まずの人数で，大浦の蝶を全部採もてやらんぞとばかりはりきって出かけた。1句三笠は，はじめ

ての探集会であるためか，はじめのうらはおとなしくしていた。

大部分が加世田発8時25分発の枕崎行きの汽車に乗り込んだ。まるで小学生のようにはしゃ

いで，つつじなどの春の花を胤こしなから，約20分間汽車にゆられ　はれは，レールがひん曲

っているため）ようやく上津貫駅に到着した。上津賢駅で採集器具などの点検，並びに大切な弁

当の整理，コースの再点検などを行ない，きみ　いよいよ出発だ。

植物班はまず，レール沿いの植物から採貸し始めた。今まで見たこともない，珍しい植物が多

い。それらをつきつきとドウランの巾へつめこんで行くと，このぶんでは午前巾にいっぱいにな

りそうだ。一方，昆虫班は，珍しい蝶が出てきたら，今にもつかまえようとはかり張りきって駆
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けだした。

人家がぽつんぽつんと立つ，幅2朋ぐらいのじやり道を歩きながら，何か凱ノい植物はないか

捜した。そしてかたっぱLから呂前覚えのために採集していった0か勾てよく目にしていても見

のがしがちである小さな草花も，こうして採集していくと，大変おもしろいも亘である。春のす

ばらしい日和のためか，草花もいっぱい咲きはこっている。（きんぽうけ）（げんのしようこ）

忙つなみそう）などといろいろ集めていくうちに，しだいに人家もまばらになってきた0途由

で赤紫色のたけの高いしゥとりとした花が目についた。きっそく佐万先生にたずねてみた。

「死生．／あらあ何んちゅう花な？」「あんたあゼニアオイよ．′」と一発0「そうかあ，あれがゼ

ニアオイか。たしかおれんちにもあったよなあ。」と思いつらほれは人家のものだったが）ち

ょっと失敬。またしばらくゆくと美しいカノコユリが目についた0これまた同じく失敬0こうい

うふうに道はたの草木をおもに，また，だまには，「失敬」もやって，いつの間にか山道にはい

っていた。、山道へはいると，コケ類，シダ類，木本類が多い。採ったものは一つ一つ佐万先生や

新山先生にたずね，その植物の特徴などをメモにとった。杉の立ち並ぶ山道を，ミズスギやゼン

マイなどを採集しながら行くと，スイカズラを見つけた。これはかねてからよく見かける植物だ

が，スイカズラの花は，はじめ白であるが，やがて桃色に変色して′ゆくそうである0おもしろい

ので採集しておいた。ところが同じ場所で，サルトりす′ヾラを採ろうと＿し千手を出しノたとたん，

僕のモミジのようなかわいいこの事を竹の切りかぶでブスリ。ああでテェ．′○そこにやさしくお

とずれたのが要の女神ならぬ本坊君。さっきまで自分の体よりも大きいリュックを背負って－笠

懸ゐ蝶を追っかけていた彼が，ちェうどよいところに，薬とテープを持ってきていた。おかげで

僕のかわいいこの事も助かった。

出発してから2時間余りたった。ここはちょうど津貫一大浦の串間で峠の頂上である0　さすが

に風は強かったが，汗をかいた膚にはここちょい。ところがしばらくすると，蝶班の痕川君が短

い足を巧みに交互に動かしながらものすごいスピードで突進してきた。その方向を見るとアオス

ジアゲハを見つけたらしい。高さ2－3〝1の土手の上のシャリンパイの花にとまっている。しか

し疾川君の健闘もそこまで。そこからは一年生の阿久根君に′ヾトンタッチ。阿久板書は，裁こそ

は山猿なるぞとばかりすばやくその土手に登り，10分位の苦心のすえ，ようやくつかまえた。

ある人たちはそこで周を足し，またテクテクと“てふてふ”を追いかけながらゆるやかにつづく

くだり坂をおりていった。

またしばらく′ゆくと，杉の密林の巾の腐葉土に，かって見たこともないあざやかな黄色のラン

に似た花を見つけた。ちょっぴり誇らしげにして，ていねいにはり起こし，土をつけたまま亀笠

のところに侍っていった。先生や窮鳥先輩の話によると．，キ上ビネ，というものだそうだ。これ

ばかりは了．葦にドウランの叫こ入れ，歩き出すと突舞「発破やっどお一〇はよ走ら在か。まだま

だずっと向こうずい走らんか。こら．／さっきとせんか，！」と責がした。採石場の岩山をくずすた

めのダイナマイトであった。その笛があんまり大きく，さらにまた，1万サイクルにも近いよう

な声だったので，後を追いかけられているニワ，トりのように駆け出し．た。そして，はつとため息
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をついたところで，ドカーン。危機一髪だった。

さっきから．蝮がダウプアうな・っているも何かを求めているらしい○時計を見ると腹時計と・ぴっ

たりし2蝉。乾山を・くずしたあとのようなすずしいところで弁当を軌、たらあちこち走り回った

後の弁当は，さすがにうまかった。人の分までたいらけてしまったほどである。その場所で採集

品のおおまかな盤理をして，さらにそこでガンゼキランなども見つけ．た。春成君はそこで珍しい

ゴキブリ，車固つけて採集したように0、40分樫休んでから，再び大橋へと下っていった0このあ

とはあまり採集品はなかった0

昼食後出発してから，約日時間半歩くと，そこは大浦であった。このときはもう足は樺のよう

になっていた。バスの時刻がはっきりとわからないため，大浦の公園へ行き，そこで休息しなか

ら採集品を分担した。その公胤こは美しいフジが咲きはこっており，そのあざやかな，′紫色かそ

の公園をいっそう明るくしているようだった。また珍しいサクラツツジもあった。そこで＝時間

余り休息すると，′ヾスの時刻がやってきた。大酒の停留所からバスに乗り，加世間へと向かった。

みんな帰りの′ヾスの巾では，一日の疲れのためかぐったりとしていた。このクラシック′ヾスに璃ら

られて約40分，ようやく加世田に帰り着いたのである。

この日は採集に適した日和ではなかったため，蝶の採集が少なかったことが，少々残念であっ

た。この日は主に次のような植物並びに昆虫を採察した。植物は約110種もあった。

〔双子要〕

＜合弁花＞　きく科　ノアザミ・ジシ′ヾり・ヤクシソウ・イズハ′、コ・キツネノアザミ・ノゲシ

ニガナ　おみなえし科　オミナエシ　すいかずら科　ハクサンボク・ガマズミスイ

カズラ　あかね科　ヤエムゲラ・ヨツハムグラ・ごまのはぐさ科　オオヤヌフグリ

しそ科　タツナミソウ　つまつづら科　オオムラサギシキブ・ハマクサギ・

えこのぎ科　エゴノキ　やぶこうl奇斗　イズセンリョウ・夕日ンタチ′ヾナ

つつ均斗　サクラツツジ・シャシャンポ

＜雄弁花＞　せり科　ミツバ．うこぎ科　タラノキ　ぐみ科　ナワシログミきぶし科　キブシ

つばき科　ヒサカキ　ぶどう科　ビンポウカズラ・エビゾル　みつばうつぎ科　ゴ

ンズイ　うるし科　ヌルデ　とうだし、ぐさ科　アカメガシワ　ひめはぎ科　ヒメハ

ギ　みかん科　ハマセンダン・カラスサンショウ　にがき科　ニガキ　ふうろそう

科　ゲンノショウコ　ま嘲斗　カスマグサ・クズ　ばら科　ヤマブキ1栽培）・ナ

ワシロ1チゴ・クマイチゴ・シ々リン′ヾイ・ヤエ・ヤマブキ・コデマり・ホウロク

イチゴ・ナガ′ヾモミジでチゴ・キンミズヒヰ　とべら科トベラ　まんさく朝「

イスノヰ　ゆきのした科　マル′ヾウツギ・コンテー）ギ　くすのき料　タブ・↓ロダ

モ　つづらふじ科　ハスノハカズラ　あけび科・ムベ　きつねのぼたん科　ヒメウ

ズ・キ、ソネノボタン　すべりひゆ科　ノミノ、ソブリ　たで科　ッルソ′ヾ・†ヌタデ

いノソ′ヾ・ニワヤナギ　うまのすずくさ科　ウマノスズクサ　いらくさ科　ヤブマ

ー29－



オ・ヤナギイチゴ　くわ科　イヌビワ

〔単子葉〕らん科　キエビネ・エビネ・ガンゼキラン　ゆり（ほととぎす）科　ヤプラン．ノ

ビル．ツルボ・・ノクシンラン・サルトリイ′ヾラ・ホトトギス　さといも科　ムサシ

アブミ　し、ね科　シマヨシ（栽培）・カモジグサ・イチゴッナギ．カズノコグサ

〔シダ類〕うらぽし科　ノヰシノブ・アマクサシダ・コモチシダ・クリ′†ラン．ヒ．トッ′ヾ．マ

メツタ・オこシダ・ホラシノブ　うらじろ科　コシダ・ウラ、ジロ＿　ぜんまい科　ゼ

ンマイ　いわひば科　タチクラマゴケ　ひかげのかずら科　ミズスギ

〔地衣類〕　ヤゲラゴケ

＜採集及び目撃蝶＞

ジヤコウアゲハ　　拝

アオスジアゲ′＼　サ

モンキアゲハ

ヒメウラナミ　ジヤノメ

クロヒカゲ

クロコノマチョウ

ルリタテハ　卵，1令幼虫敬匹採集

短報袖13

ヰマダラヒカゲ　　　1♀　coll

クロセセリ

キチョウ

モンシロチョウ

コ　ミ　スジ

アオバセセリ

廿
サ
≠
廿

ツマベニチョウを求めで（Ⅳ）〔秋目編2〕

2年　　浜　川　知　博

8月9日　快晴

自転車で秋目まで出かけた。

まず防波堤価にある人家の上にあるギヨポクの群生地を調べたが何も’発見出来なかった。そこ

でガードレール沿いの所から上る谷川のギョポクの群生地に行った。まずッマベニ1♀（大破）

を採集した。それから附近のギヨポクで，終令1，三令1を採集した。さらにその上流の万で卵

を十数個見つけたが，そのままにしておいた。

＜採集蝶＞

、ソマベニチョウ　1♀　coll　卵十数個

終令幼虫1匹－ナ8月4日（？）　蛸化一→8月24日　♀　羽化

3令幼虫1匹－ナ8月23日　蛸化一一　　〉9月3日　8・羽化
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1969年10月19日（Sun）曇り　第2回採集会

八i癖尾滝

2年、・阪　本　京．子

児

0コース　加世田駅発（9：ユ0）－　レヾス）－田代（9：45）－（徒歩）一八鳩尾の滝

日1：30）～（徒歩）－田代（4：ノ05）’－加世田　拍：50）

0参加者　　佐万先生　山本先生

2　隼　　大迫祥三　田巾洋海　浜川知博　本坊敏保　春成正和　坂本京子　崎山順子

樋獲祥子　前田久美子

】　年　　阿久根雄二　山口秋空　下園弘子　巾間睦子　本間ゆみ子　前田栄子　蘭円栄子

1969年10月19日，採集会に適したよい天気であった。

9時10分加世田駅を出発。′ヾスは満員で，大きな荷物を待った男子は，大変だったようだ。

約30分後，m代駅で下車。そこで採集器具の点検。それから，歩いて八蘭尾庵に向かった。

きっそく男子は，蝶の追いかけあいである。女子は植物の採集を行なった。遺略わきの岩かけ

にうすい赤紫色の′、ギの花が美しい。そこで，全員で写貞撮影をした。佐万先生の撮影は，ずい

ぶん時間を要した。ススキの葉かけで，モウセンゴケとヒメノボタンを採集した。

歩きやすい舗装道路を折れて，，まわりを山と旧佃にかこまれた細い静かな通へはいった。そこ

は，さすがに珍しい櫨物が多かった。田んぼの土手に，小さな赤い花をつけたゲンノショウコが

美しい。枯れ草あ下は，コオロギなどの由の腹界のようである。夜は，鳴き苗でにぎやかなこと

だろう。だんだん時間がたつにつれて，みんな散り散りに歩いている。
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しだいに，ゆるい登り坂。その曲がり角で，コケ類の採集をして，ビニール袋に入れた0右側

の山と，左側の田畑の間の石ころの多い道である。左側の岩の上で，ナンノーヾンギセルとホトトギ

スを，右側の土手で，ミズスギ，ヤマジソ，キツネノマゴ，ヒメムカシヨモギ，ガンクビソウな

どの探盤を′した。

ずいぶん歩いて，まわりを山でかこまれた雄大なへ礪尾滝に到着。滝の下流に鯉が教匹泳いで

いた。みんなの到着を待って，記念碑の下で昼食をとった。なんだか静かな昼食だった。昼食が

終わると再び採集に取りかかった。、男子諸君は，あまり張りきりすぎたのか，それとも食べすぎ

たのか，それとも，もともとズボンがポロだったのか，はゥきりしない頻Oq君と令△軍のズボ

ンが破れてしまい腐っていた二人だったが，かねてから準備のいい××きん？の糸と針のおかげ

で，再び蝶を追いかけ始めた。一万，女子は主に，シダ類の採集を行なうことになり，この1日

だけ勇ましく前田さん，崎山きん，樋渡きんの4人で，確の横のがけを登りはじめた。登り始め

たところで，ふと横を見ると珍らしくシダが岩にべったりはえていた。もうこれ以上，登れない

というところまできたけど，山本先生は，どんどん登って′ゆかれた。降りる時も，先にころがる

ようにして降りていく山本先生の，「ヘビがいるぞ！」というその苗に4人も，いささか男軌、て

足も先へ進めることができなかった。ヒノキシダ，コシダ，シロヤマゼンマ1，ワラビなどを採

集した。

一方，一年生は，山本先生と地学の勉強をしていた。岩石の呂前や断固の説明など，とてもむ

ずかしい話のようだった。

きて私たらは，シダ類の採集が，ほとんど終わると滝のもっと向こうまで歩いてみた。大きな

丸太を並べて作った橋があった。その下に降りてみた。かたい丸い石がいっぱいあって，その石

の上に，上流から流れて釆たらしい枝が，たくさん債み重なっていた。その下のすき間から，つ

めたく清い水が流れ出てくる。そのちょっと先まで行くと，台風の時にでも荒らされたのか，大

木が根こそぎにきれて横たわっていた。大自然を思わせるようである。その下に，足元の石をと

って投げてみると，石が落ちていく雷が小さくなっていった。

こうして，3時頃まで八噸尾滝付近ですごし，どのドウランもいっぱいになったし，男子も珍

しい蝶を採集して、八喝屈を後にした。

帰り道では，おL Pべりがはずんだり，変なおじさんに会い大笑いしたり，田舎道の入口のと

ころで，往来の重の台数を敬えたりして，菜しかった。植物の呂両も少しずつ覚えて歩き，田舎

道から，舗装道路に出ると，急に歩調も連理を増しそと、った。足も疲れて，早くどこかに腰をお

ろしたい気もした。停留所が見えて乗ると，咽々歩調の速堰も増していき，帰りには，あまり採

集物はなかった。

停留所に着いて，近くで水を飲み，石段に樺をおろすとため息が出た。′ヾスの時間を見ると，

まだ30分も時間があるので，みんなのドゥテンも，あけてみた。その巾に，だれが取ったのだ

ろうか，短く折った枝に目礼　くりがついていた。まだ青く鋭いとげをもったそのくりを，みん

なが取り′合ったので，落ちてしまった。またそこでは，バクチノキという，珍い、呂滴の値物も
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覚えにぜ1′　　　　　　　　　　　　　　　　f＿．T

男子が到着して間もなくすると，バスが来て川辺まで乗車した。帰りの′ヾスは行きとちがって

′9っくりしていた。秋風がバスの窓を経て瑚こ！まいりこみ，′ヾスの叫は，にぎやかだった。隣り

のお客さんに「どこの生徒か？」とたずねられたロ堂々と「加単軌馬佼生物部貝です。」と答え

ると，「それじゃこの呂前知っているか0」とひと包みの新聞準を臼はれた0「知りません。」

では部員に面目がないと，一時ひやりとしたが，その悩みもすぐj、つとんだ。「アス・ヾラガス」

だった。ところが，「聞けばどのくらい知っているか，ためしてみた。」と言うのだ。その後は

話しかけられても，馬耳東風を寒行した。

そして，周辺で数分待って，加椎田へ向かった。

学佼に5時ごろ着き，植物有水そうにつけると，急に空腹を感じたので下校した。

一日由，ずいぶん歩き回り，ら⊥つびり疲れを感じたけれども，とても楽しい一日でした。最

後に補習やかり入れの手伝いなどで，この採集会に全員が参加できなかったことを，残念に思い

まし′こ。

採集した植物は，jIO樺でした。（果）は果実，r花）は花，　r胞）は胞子などです。

〔双子襲〕

＜合弁花＞　きく科　センダングサ（果）・シラヤマギク（花）・オトコヨモギ　懐）・アキ

ノノゲシ（花）・ヤマジノギク（花）・アキノキリンソウ（花）・ヌマダイコン

（花）・ヤクシソウ（花）・ダンドポロギク（花）・ガンクビソウ（花）・ヒメム

カシヨモギ（花）・ベニバナポロギク（花）・メナモミ（花）・ヤマヒヨド男柏

でナカギク（花）・ヤマジノギク（花）　ききょう科、ソリガネニンジン（花）

おみなえし科・オトコエシ（花）　すいかづら科　バクサンボク　保）・ハマニ

ンドゥ　r果）　あかね科　タニワタリノヰ・アカネ（花）・アリドオシ　きつね

のまご科　キツネノマゴ慄）はまう瑚割斗　ナンバンギセル鹿「ごまの

はぐさ科　コシオガマ（花）　なす科　ヒヨドりジョウゴ　しそ科クルマ′ヾナ

けE）・ヤマジソ（果）・ヒキオコシ（花）・ミヤマトウバナ（花）・ヤマハッカ

（花）　カ翰軋、も科　キジョラン（花）　ふじうつぎ科　コフジウッギけE）　や

やぶこうじ科　イズセンリョウ（果）・ツルコウジ　懐）　つつじ科　ミツ′ヾツツジ

＜離弁花＞　さるなし科　ナシカズラ　ぶどう科　エビヅル　ふうろそう科　ゲンノショウコ

（果）　とうだし、ぐさ料　ヒトツ′ヾハギ・コミカンソウ（果）・アブラギり・ア

カメガシワ　まめ科　ヌスビト′、ギ　r果）・トキワヤブハギ　r果）・クズ・カワ

ラケ・ソ！イ（果）・マル′ヾハギ（花）

ウL（花）　けし科　タケニグサ　保）

まご科　キ、ソネノマゴ（県）　たで科

イヌタデ（花）・キンミズヒキ（花）
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いばら科　′ヾクチノキ（花）・ワレモ壬

くすのき科　アオモジ　倍）　きつねの

イタドり・ミゾソ′ヾ（花）・ミズヒヰ閥

し、らくさ科　すワガネ・アカソ（巣）



ぶな科クリ　r花）　やなぎ科　ヤマヤナギ　こしょう科　フウトウカズヲ

＜単子葉＞　らん科　ガンゼキラン　ゆり科　ホトトギス（花）　さとし、も科　オオハンゲ

かやつり革料　ナヰリスゲ（花）　イネ科　チヂミササ　r花）・オガルカヤ・ア

シポソけE）・イタチガヤ糀）アキカネスゲ（花）・サカラシ′ヾ（花）・イ

ヌアワ　r果）・トダシ′ヾ（果）・ヒメテプラススキ（果）・ヌカキビ（花）・コ

ブナグサ（花）・カゼグサ（果）

＜シ　ダ＞　うらぽし科　ヌカボシケりハラン　伯）・セリノホクリハラン（胞）・ホシダ胸

ハマホラシノブ（胞）・オオバノイノモトソウ　柑包）・コク吏ウクジャク（胞）

チャセンシダ（胞）　イタチシダ（胞）　ワラビ・オニヤラ’ソテツ・タチジノブ

ナチシダ　うらじろ科　コシダ　ひかげのかずら科　ミズスギ‾射とくさ料

ツルシノブ

＜採集及び目撃蝶＞

アオタテハモドキ 18　COll

イシガケチョウ　　　　　6　　col1　6　Wit

アサギマダラ　　　　　ユ8　3♀coll

ルー】タテ′、　　　1’C‘。11廿

、ソマグロヒョウモン　．♯

イチモンジチョウ　　13coll韓

スジグ。シ。チ▼去り　‾‾9　。。11サ

ク。コノマチョウ　▼当　。。Il≠

短報沌14

モンシロチョウ　一幸－

キタテ′ヽ

アオスジアゲノヽ

サツマシジミ　　　　　1　coll

アゲ、バ

ッハメシジミ　　　　l coll

ルl】シジミ　　　　拝

ウラギンシジ・ミ　　脊

八瀬尾の滝採集記

‾二年　　浜　川　知　博

10月26日　曇り

先過　日0月「19日）の採集会でたくさんの収穫があったので，きょうも風が少しあったが，

張り切って出かけた。

＜採集，目撃蝶＞

（シジミチョウ科）ムラサキッ′ヾメ♯3coll　ベニシジミ2日撃

（シロチョウ科）　モンシロチョウキスジプロシロチョウ雨　coll

（タテハチョウ科）イシガケチョウ18coll　イチモンジチョウや5coll　コミスジ　十

アカタテハ十　九′りタテハ十、ソマグロヒョウモン♯1谷COll

けゲハチョウ科）アゲ′、チョウ　サ
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1969年3月26日　曇りのら　晴れ

早春の雌ツマキチョウを求めて

2年　　田　中　洋　海

0コース　加世田発（8：25）－〔バス〕一大浦（9：20）－〔徒歩〕一秋日　日1：00

～ユ3：00）－〔徒歩〕－大浦　日　5：10）－〔バス〕－加世田着

0参加者　　3年　　福島丈徳　西村和之

2年　　田向洋海　本坊敏保　疾川知博

我々，蝶屈に・とって待ちに待った春がやってきた。その一番手ともいうべきやつがツマキチョ

ウである。3月下旬～4月にかけて年ユ回しか発生しないためこの機を逸してしまわないように

ここ数日特に気をつけていた。3月24日　第　号　椅）が加世田市益山で採集きれた。先輩の

話しから昨年も同じ日にはじめて採集きれ，秋目方面に特に多いと知った。そこできっそく春休

みの第1日目のきょう我々5人で行ってみることにした。

朝からすっきりしない天気でどうし⊥うかと心配であったが，なんとか雨は降らない。加世田

発8時25分の′ヾスに全員乗り込んで出発していった。大浦でバスを降りて用具の点検をしてみ

てびっくり。なんという準備の悪きよ。三角紙が一枚もない。しかたなく近くの店で矧に合わせ

にトレッシングペー・ヾ一を買い込んで三角紙にした。そしてなんとか秋目へ向かうことかできる

ようになって大浦の町費はなれて昭の巾を歩いて行くとモンシロチョウがあっちこっち飛び回っ

ていた。すこしそのまま行くと，自分の目にモンシロチョウの小型らしいやつがうつった。もっ

と近くなると「おっ，．ツマヰやらい。」という苗とともに－勢に探りにかかる。僕もL Pにむにネ

よ1・トを振った。′運よ・く自分の哀ットの串へ消えた。やはりツマキチョウ（谷）だった。それから

ずっと峠を越えて秋日へとおりていった○途巾，段々畑の所で飛んでいたやつ　巨ソマヰチョウ谷）

を束坊がジャンプキャッチ。「くそう，うまくやりやがったな。」と歯ぎしりしたが皐いか，本

坊はすってんころりとしりもらのおまけをもらって大笑い。

秋目の部落に着くとしばらく堤防の所で休んで海岸の万へゆっくり下りて行ってみることにし

た。そこではウラギンシジミが1頭目撃きれただけだったので，そろそろ上へ行ってみようとし

た噂，痕川が岩から足をふみはずして水の向へドボン。ひざまでびっしょりぬれて，おまけに弁

当を入れたナップサックも水に浸してしまって見る目もいたましく，本人も黙っていて気の毒で

しかたがなかった。ともあれみんな上の墓地の道へ上っていった。一番後ろのほうからのこのこ

上っていっ7こぼくは，ふと下を見ると，モンシロチョウかな？と思って採ってみたらこれもまた

、ソマキチョウ　は）だった。この時ごろからモンシロチョウとツマネチョウの飛びかたの違いに

気づきだしノた。上への道路へ出ると，バタ′＼タバクという感じでプラフラー両現に飛ぶツマネチ

ョウが次から次へと飛んできた。それをおそらく十教頭採ったと思う。そのうちに届めし時にな
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ったので，腹がへってはいくさができぬということでめしノにすることにし、た。

結局，我々の収穫は20教頭になり，どういうわけか，僕が非常についていて半分く．らいを採

ってすこぶる気分がよかった。…，また、ソマベニチョウはまだ見られなくて，ギョボクの芽もそんな

にのひていなかった。

このようにして目的を十分に果たして我々は3時10分大浦発の′ヾスに乗り込んで帰った。

＜採集および目撃媒＞

（シロチョウ科）

モンシロチョウ　韓

キチョウ　　　　十

ッマキチョウ　　20教頭採態

うち4♀　‾

（タテハチョウ科）

ルりタテハ　　　1♀採集（大浦にて）

キタテハ　　　　汁

（シジミチョウ科）

べ土シジミ

（ワラギンシジミ科）

ウラギンシジミ

（ジヤノメチョウ科）

クロコノマチョウ

♀廿日撃

1目撃

〔秋目～大浦～仁王崎－～大当〕採集記

二年　　田　中　洋　海
8月24日　晴れ

台風後の迷蝶をねらって先輩の大師きん，坦釆きん，染川きんち西村，本坊それに私の6人で

探喋に田かけた。まず秋目に行った。小芋俊で「リュウキュウだ！」という出米さんの声にみん

なびっくり。さらに「取った．／」と続いた。そこ漆では申しノ分はなかった0しかし，よく見ると

それは，ナガサキアゲハの大破したやつで全員がっくり。秋目はあきらめて大当に行くことにし

た。途巾大将で大野きんがギンモンウスキチョウを発見したが，すぐに飛び去？てしまった。そ

して仁王崎，大当と行ったがたいした収度もなかった。

また，この日もツマべニチョウは1頭も発見出来ず，先輩達も少ないなあと心配していた。

＜採賃，目撃媒＞

ナガサキアゲハ　1coll　　　モンキチョウ　‾什　スミナガシ　ユ目撃

モンキカゲバ　　ユCOll　　ウラギン．シジミl♀coll

ギンモンウスキチョウ　用撃クロアゲノ「叶　ッマグロヒョウモン　8♀骨
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秋　目　採　集　記

2年　　浜　川　知　博

07月13日　は）晴れ

0参加者　　田中洋海　本坊敏保　疾用知博

0コース　　万世　一　大哺　一　秋目　一　加世田

我々3人は例によって秋巨＝こ出かけた。秋目へ行く途中2，3回，本坊の単車のチ1－ンがは

ずれた。しかし我々は，10時には秋目に着くことができ・た。

秋目に着くと我々は，少し休んでから，きっそぐソマベニチョ．中を捜しはじめた。まず，最初

に防波堤のある方へ向かって，山の万へ進んで行くと，10分もしないうちに，すぐにギョポク

の木を見つけた。3人はそれぞれ拭こそ一番ききに，ツマベニチョウの卵を見つけようとしてギ

ョボクの木を一枚一枚ていねいに見つけ始めた。20分ぐらいたっただろうか，m巾が一番はじ

めに卵を見つけた。残念しまった，′その木は高さ1朋ぐらいの木で，あまり高くはなかったが数

個も見つかった。卵を見つけてきようは蝮紐から調子がよいと思いなから，今度は，海岸に沿っ

てガードレールのある上の万の山に行くことにした。

そこにきしかかろうとして階段を登るやいなや，ギンモンウスキチョウらしい貞黄色の蝶か，

我々3人の削こ飛びこんだ。一瞬みんなかびっくりしたと同時にスーと飛び出した。先頭を歩い

ていた本坊がすばやくネットを振る。残念ながら空を切る。みんな後を追いかけたが，どこへ行

ったのか影も形もない。これが我々が秋目で見た今日の最初の迷煤である。みんな，まだあきら

めきれずに，その辺をあっちこっち捜し回っていると，こんどは美しい白い蝶がス∵Tと横切った

のを田印が見つけた。それやけと僕と田中は，先を争って走った。しかし僕は近道をして，田巾

が見つけたものを，ものの3秒もたたぬうらに㍉ヅマペ二が無心に吸密しているユリの花もろと

もネットの巾へたたきこんだ。それ以来僕は他の人たらから僕のそばにいると，蝶を横取りされ

るとおそれられていろ‥‥‥。

12時が鳴った。腹の虫も鳴った。拭々は昼めLを食べるために，海岸のそばの鑑貞の記念碑

が立っているところでひと休みした。みんな弁当を広げようとしたとき，－ぴきツマグロヒョウ

モンにそっくりなやつか，ヒラヒラと現にのって来た。m巾が「メスアカガそら．′」と言うと，

拭々はうそだろうと思ってなんとなく見ると，どこかッマグロヒョウモンと違っているのに気が

ついた。すると本坊がネットを侍って追いかける。後に僕が続く，田巾は一番最後，あと1〝Zぐ

らいのところに本坊が追いつめた時，本坊は勢いあまって，側溝の由へ消えた。僕はチャンスと

ばかり先頭になってネットをランダムに振るとスッとネットの巾へ入った。きっそく調べて見る

と琴の定「カリ！マダラ」。だった0他のz人はとてもくやしかった。僕はここでも失敗をやってい
・　　　　　　　　　　　　　　　　　∴：－・



た。それは僕が侍っていたのは円田のネ＿ツ‘トだ云ナヱのだ占をのた桝こ閏巾は，みすみすカ′ヾマダ

ラ巻取りそこなったわけだ。

昼めLはとてもうまかった。他の2人は僕の被害者だから，おもしろいはずがない。昼めしも

まずそうだ。昼めLを食べたのらも，我々はガードレールの上の万を採集することに決めた。一

本の大きな「エノキ」のそばでゴマダラが大きく輪を描いて飛んでいた。ネットを振るとネット

のスプリングのところに当たってまっさかさまに落ちてきた。

それから2時ごろであっただろうか，3人はそれぞれツマベニか迷蝶を見つけようと必死で動

き回っていた。すると今度は人家付近のところの草が㌍｛漣んはえているところより，クロコノ

マらしきものが飛び出した。採集してみると皐コノマチョウであった。これで今日は迷蝶を2
∴ち1イ¢

匹つかまえた。

今日は，ちょうど1ユ日，12日と雨が降ったあとで天気がよかったので大収確であった。我

々は，まだ採集したかったが，3時が鳴ったので帰ることにした。学佼に着いたのは1日時であっ

た。

＜壬な目撃および採集蝶＞

R．ヱヱ霊孟去．讃．ヱ　　　　18coll

P誓㌢拍盈強無血・招Wit
専C守一誓了．ダう。ノ・　　　18COll

tフ　0，ウス上？コノマチョウ　1＼COll

oゴマダラ　　　　　　　　　1　coll

Oスジグロシロチョウ　　　1　coll

0クロコノマチョ　ウ

0ヰチョウ

0　ジ々コウアゲハ

○モンキアゲハ

0ナガサキアゲ′ヽ

○クロアケr′ヽ

0、ソマベ二チョウの卵6個とl令幼虫を6匹COll

短報施し6

1

0

C

十

廿

十

　

1

、

十

十

〔大浦～野間池〕採集記

2年　　田　中　洋　海
11月2日　晴れ

晩秋の一日・タテ′、モトキがひょぅとして取れなし．、だろうかというかすかな希望を胸に出かけ

てみた0でもやはりタチハモトキはいなかった。しかし思いがけなくメスアカムラサキ1♀を採

集した0またこの一軍少ない少ないと思っていたツ7べ二を2頭目饗した。

＜採集，1目撃蝶＞

モンシロチョウ　≠　　　メスアカムラヰヰ　1♀collクロコノマ　十

ツマベエチョウ　2目撃　、ソマグロヒョウモン　サ

アゲハチョウ　十　　　アカタテハ　　　廿
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こし、11

大　隅　を　行　く

2年　本　坊　敏　保

夏休みぐらい哺ちがった所に蝶採集に行きたいと思っていた我々3人は，大隅半島へ行

ってツマベニやタテハモドキを採ってこようと出かけたふ、これは，その時のもようである。

0コース〔3日〕加世田（6：50）→千早平（8：20－50）→山川　日0：00、40）

→根占　Ul：30）→佐多　日2：00～1：00）→大泊　は：30）－大泊

（3：09、‥冬：00）→大根占（6：30）

〔4日〕大根占（8：40）→神ノ川（9：00－11：00）→桜島（3：20～

30　→鹿児島　は：40－5：：30）→加世田（7：00）

0参加者　　田巾洋海　疾川知博　本坊敏保

8月3日（Slln）晴れ

今日は，．いよいよ出発の日である01りックにネットや三角紙を入れ，棋掘りなどを確めて田中

の車にワックを積んで，ぼくたら3人は春成君の見送りをうけて出発した。棚のつめたい空気が

実に気持ちよかった。

川辺街道をそれて知覧の町を通り過ごして先をいそいだ。だいぶガタガタ道を走った。それか

らようやく指宿スカ1ラインへと出た。TolldTgate　で料金を払っT快適に走った。加世間

を出発して1時間半で千貫平の展望台に着いた。ここで少し休むため駐車するこ．とにした。草原

は霧のためだいぶぬれており冷たい感蜘iとても気持ちよかった0あたりにはたくさんのジ「、！．すごと＿ニニーRhhLふむJhh一一．わ，Ⅰ腑▼－・id一一・・‘・叫｝－．．tr一′．．

メチョウが飛びかっていたので，加壮田では見ないこの蝶を一斉に採集し始めたb蝶は，羽か少
a　＿　－－・一　一′－t－－1′ヽ‾1

しまだぬれているのか，あまり活発に動けず容易に採集することか出来た。しばらくすると，美

しくアサギマダラが飛び仕＝ノて来たのでこれも採集した。思わぬ収穫であった。そしてまた走り

始めた。朝が単いためか他の執まなかったのでスカイラインの変化する景色を十分に観賞しなが

ら走っていった。山川に着いたのは10時であった。ここからフェリーボートに乗る予定である

が時刻が悪く，佐多へ行く船には，待ち時間が3時間もあった。しかたなく根占行きのフェリー

に乗船することにした。‾フェリーでは甲板の」二から海をずっとなかめた。ワニり－と並んでモー

ターボートが競争していた。ポートの人か手を振ったけれどもぼくは，てれくさからたので振ら

なかった。

きていよいよ大隅半島である。根占から佐多までは20毎であるが30分で佐多昭へ着いた。

了一度12時になったので近くの字佼で昼食することにした。そこには貞赤なハイビスカスの花が

きれいに咲いていた。昼食が終わってしばらくしていよいよ佐多岬へと向かった。それからはも

のすごい通だった。山道で登ったり下ったりしノていて，車か後から後からほこりを飛ばしてひっ

きりなしにとおっていた。こんな道だったので転倒しやしないかと心配であった。ついに田巾か

ひっくり返ってしまった。その時，ぼくと南川は先を走っていたか，すぐ疾川が気かついてひき

返した。幸い，ひじを傷りむいた程贋であったのではゥとしたが，すこし行くと下の万に村落が
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あったのでそこで赤チンネを借りてつけておいた。それからまた元の道へ登りきった所で，ぼく

の目に二ソマ今ニチョウか見えた。「ツマベニがおっど・′」と言うぼくの芦に田中と疾川も大いそ

吾で登って来た。ぼくは見失なわないようにずっとツマベこの飛ぶのを見守っていると，浜川と

田中は，すぐにネットを持ってぼくの所へかけつけてきた。拭々の回．りを飛び回ったあけく花に

とまったやつを田巾がネットにたたき込んだ。ツマベこを採ったので元気を－とりもどしてふたた

び出発した。しばらく行くとやっとガタゴト道から解散された。・舗装道路になったからであるb

そこからちょっと走って行くと後ろの田碑が何示言ったらしく疾川か止二まれと育った。ツマベ二

がいる．と．いうことであった0細めユ頭しか高かったが後からもう1廟飛んで射二〇疾川と印

はもう下の万から採ろうと降りていってしまった。しかしぱくは，一人く・らい止め万で見はりが

いるだろうと思ってそのまま道の所に立っていると，疾用が振りそこなったやつが2頭でランデ

ブー飛行をしなからやって来た。ぼくは，ぞくぞくしなから少しやぶの万へ寄り十分引きませて

すげやくネットですくい上げた0すぐに癖川と田中に「とった，′とった．ノ2匹とも採った．／」と

呼んだ。ぼくは初めてツマベニを採った。しかも一度に2頭も採ったのでとてもうれしかった。

田中と疾川は少しくやしそうであったが，すぐによく採ったとはめてくれた。2頭は谷♀だった。

予定の時間をだいぶ遅くなったので，先を急ぐことにした。大泊からは有料道路であった。そこ

をしばらく行くと，おっ今頃は上り坂だ，それ－っとアクセルをふかしたとたん、ブルブルグラ

グラ車体がモンキーダンスを踊りだしてしまった。ペンクであった。佐多岬を目前にしなからあ

えなく断念しなければならなかった。大泊へ引き返しても自転車屋なんてなかった。しかたなく

大根占のおじさんにトラックで迎えに来てもらってその日由になんとか大根占へと着いた。

8月4日　fMon）晴れ

大根占を8時40分に出発して

神ノ川に行くことになった。途巾

、ソマベこチョウを目撃したぎすぐ

に飛び去ってしまぅたがさすがに

大隅半島の、ソマベこ分布は広いと

強く感じた。20分ぐらいで袖ノ

用に着いた。上流へ行くときれい

な滝があった。その先にもまだ2

つの滝かあり一番」二流のやつは，

幅か20－30〝才はあろうと思わ

れるようなやつで3人ともびっく

りしてしまった。なにしろ傘をさ

さないとしぶきが飛んできて近寄

れないのであるというのはち上っ

とオーバー。ここでは蝶を採集し
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ながら歩いて行ったが，コセダラチョウやウラギンシジミなどを採申た。′だけであったeいい所だ

なあと思いながらいよいよ神ノ川を去ろうと，ネ，トや三角ケースを1）ックにしまったとたん，

どこからともなくギンモンウスキチョウらしい大きめの黄色の蝶が頭上を飛び去った。アリとい

う闇に高く岩山の万へ消えてしまった。「テクショウ．′テクショウ．／。」残念で仕方がなかった。

神ノ用を出るともうただ加世田へと急いだ。（田由）

〔主な採集及び目撃蝶〕

0、ソマベニチョウ

0ギチョ　ウ

0ギンモンウスヰチョウ

○アオスジアゲハ

0クロアゲハ

0アサギマダラ　ソ・ニ

0・ソマグロヒョウモン

0コマダラチョウ1

0　ス　ミナガシ

0ウラギンシジミ

）ジヤノメチョウ

短報下血7

3日　島泊（佐多町）18coll　　馬油一大泊28♀col1

4日　鳥疾4大根占町ト寸含Wit

4日　神ノ川（大根占町）什

4日　神ノ川ユ　椅♀不明）wit

4日　神ノ川1wit

3日　千貫平十Wit　島泊十Wit　4・日　神ノ川十Wit

3日　千貰平z cOl1

3日　干貰平サcoll　大泊廿Wit

4日　神ノ川ユCOl1

4日　神ノ川ユWit

4日　神ノ川1♀col1

4日　干貫平喜cOll

ツマベニチョウを求めて（Ⅴ）

二年　　田　中　洋　海

10月5日　曇り

8月24日に一匹も秋目，大当方面でツマペニチョウを発見出来なかったため，ふたたび確認

するために出かけた。しかし，天候もそんなによくなく1匹も発見出釆なかった。それから，そ

ろそろタテハモドキがいないかと特に大浦で探したが見当たらなかった。

＜採集　目撃蝶＞

（シジミチョウ科）　ルリシジミ♯　ムラ叶キシジミ♯　ヤマトシジミ井

（シロチョウ科）　　モンシロチョウ♯　キチョウ♯

（タテハチョウ“科）　ルりタテハ1日撃　アカタテハ1目撃　ッマグロヒェウモン28♀coll

コシスジ　♯

けゲバチョウ科）　モンキアゲハ1coll　　ァゲハ韓　ヰアゲハ♯　アオスジアンハ1日撃

ナガサキアゲハ1目撃

（ジヤノメチョウ科）ヒメウラナミジ11ヤ・ノメサクロコノマ2目撃

（ウラ才ンシジミ科）ウラギンシジミ2谷目撃
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1969年8月12日　快晴

蔓ミサ洛嫁像に
2年　　春　成　正　和

0コース　　加世田（8：25）－バスー大浦（9：20）－調査一　日0：35）－徒歩

一赤壁木　目2：00）－徒歩一　日2：20）昼食　日2：50）発

徒歩一小浦一調査－（3：1．・0）徒歩一（4：57）発－バスー加世田

0参加者　　田向洋海　浜川知博　春威正和　阿久根雄二　山口秋生

1年生をまじえて男子蝶嗟だけの採集会を催した。1年間のスケジュールの巾で最も楽しいも

のの】つである。8：25発の′ヾスに乗り大浦へ伺う。加世田駅で2人，次のバス停で1人，ま

たユ人と序々に集まった。集まるとすぐに蝶の話，みんな胸はワクワク，話しがはずんだ。

1時間ほどで大浦に着いた。すぐに大酒小学校へ行き水筒に水を入れたり，リュックの荷物をつ

めなおしたり，採集の準備を急いだ。1つの大きなリュックにまとめたので，少食の男子の弁当

でもかなりの看さになった。まして女子がこれに加わると日日……‥。　準備完了すぐに小学校裏

手のmんぼに出かけた。先輩に習って土手のビーチィングからこ始めた。偶産蝶であるタテハモド

ヰが大発ノ笠とまではゆかなくともここで昨年発生し，先輩たちは感んに採集，調査に訪れたのだ

そうだが私たちは1頭もその姿を見ることはできなかった。そこで谷川へのコースを選んだ。

きすか8月ともなると草木は荒れ放堰でまったく関る。そのうえ蜘妹は古い網を一面にひろげ

ている。先導は1歩1歩踏みしめて進む。先導とリュックを背負っているものが1番活動しにく

い。この谷川の万に来てからまず最初に縁や青に輝くカラスアゲハに出あった，そのときは今居

る所より一2メートルく’らい1殴高くなった土手の上にあるクサギの花で吸密している彼女を見つ

けてこのだった。するとスタートの良い疾川君は前の万から草をかき分け必死に土手を登ろうとし

ている。また阿久根君も，これは自分のものにしようと，これまた必死である。私と山口君は途

由まで進み，疾川，阿久根両氏はもう土手に登りついて蝶にせまっていた。部長の悶巾君は重い

リュックのためにどうにもi動きがとれなかった。その時彼女は自分の身に危険を感じ大きく飛び

出した。今日はついているのか田巾君，きっとあざやかに　COll，それに対し残念なのか疾川

阿久根両氏せっかく登ってきたのに．／！．／すべては部長のネットの巾へと消えた。

やっとうっとうしい谷用をぬけ出た。そこにはみかんの青々とした葉を透して，すがすがしい

風が吹いていた。今まで通ってきた所がまるでゲリラ兵の姿でもあてはまるような場所だっただ

けに新鮮な風だった。農道を通って笠沙高佼の上を通り県道へ出た。俗にいう笠沙略である。

潮風を胸いっぱいにうけなから野間半島を岬に向って進んだ。

リュックの番も変わり，秋目キャンプの講をしたり，部員の語をしたり，後がよくつきないもの
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である044年度執行部甲メイ！ヾ－と同じくあまり足の長さにおいては自信のない我が生物部で

はあるか，その巾においで浜川執まとか．ぬけて歩くのか速い。コンペスはあまり変わりないはず

であると思われるからピッチでも速いのであろう．ノ常に先頭を進んでいる。赤生木のあたりでは

ほんとうにひどいもので先頭▼こと最後との闇は100メートル軽　およんだであろうか。

歩いているだけでは収穫はないし・のどは乾くん！疲れもでてきた。秋日キャンプの時には通り

がかりの車が乗せてくれたそうであるか，時々通る自動車にはそんな気配はなかった。私たちは

車が通るたびに乗せてくれないかなと願いながらふり向くのであるが，いっこうにだめであった。

道もこのあたりに釆るとひどく石はごろごろしていて砂煙は革の通るたびにあがった。

小橋の少し手前に石碑があって，そこは眺めがよかった0時もちェうどよく昼食をとることノにし

た0眼下に見える小島では多せいの人か海水浴をしていた0ちょっと双眼鏡で甲ぞいてみた浅く

下か見え涼しそうな海である。みんな楽しそうだ。その時ユ台の大型トラックか僕たちの横に止

った。そして白いつばの付いたポーシをちょっと横にかぶった運ちゃんという感じのおじさんが

こちらに歩いてきた。内心乗せてくれるのかなと思った。それもつかの間石碑の影で礎寝を始め

1こ。

碍食もすみまた出発である。ほこりをかぶったススキが日の光でいっそう白く，青色と対応し

ていた0すこし行くと小浦に着いた。後から′ヾスが来たので，歩くのをやめ′ヾスに乗った。乗っ

たのはよかったが，私たちは大当（おおと）に行きたいのに黒鯛行きのバスですぐに降りざるを

得なかった，バスガイドきんはj人10円ずつでよいと言うのです。結局′ヾスに乗ったのは事実

ですので，しかたなくユ0円ずつ渡しました。ふたたび歩き始めた5人は玉杯巾学俊の相に小さ

な川を見つけた02年生の田蘭書，疾川君，それに私の3人はフアィトが出てきてすぐに登り始

めたのですか1年生の2人はもうくたばって下で待つことにしたのか，いっこうに登ってきませ

ん0それにしても2埴生の勢いはすごいものです。コンクリートの坂をかけ蔓って我先にとじゃ

んじゃん登ります0しだいに川は細くなって山へ谷川へと続きます。つるつるすべる岩をよじ登

り，つるを伝わって木に登り，ベトコンさながらです。ここの谷川ではツマベこチョウの食倒で

あるギョポクを数本見つけました大した収確ではありませんが今からの参考となるでしよう。そ
一一・・・一一・・・・・・・・・・一一一一　一1－、－　　　　＿．　，　　　　　‥一一1　　　　　　－－・　・　．‾1－

れにサッマゴキブリがたくさんいました。そしてヤマトゴキブリにも御目にかかれました。

0おもな収壇

ウラギンシジミ　　　　夏型28COll

カラスアゲハ　　　　　　　1♀coll

叶、ソマゴキブリ　　　　　　敬或COll

ヤマトゴキブリ　　　　　　1　目撃

ギョポク　　　　　　　　　　数本見つける
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1969年の南薩の媒類記録

2年　　浜川知博　本坊敏保　春成正和　一田中洋海

1年　　山口秋生　阿久根雄二

この記録は，我々加高生物部員がこの一年間に記録したものである。すべて一年間書きなぐら

れた部日誌をそのままうつし取っただけであるために不備な点もたくさんあると思いますし，こ

の記録だけでははっきりしない点もあるかと思うため，その状況を各科ごとに補足してみました。

ぉもな採集地は，竹田福祉であるためこの場合区別しやすくするためにrT」という記号を噂っ

てあります。なお，これらの記録に用いられている記号は庸児島沌昆虫同好会で使用しているも

のによった。

ァ］千貫平　　ユ2大滞

ニ‾・52八個尾　　13秋目

3加世田高佼14．仁王崎

4加世田　　15大当

5竹田神社　1f‡野間池

6益山

7万位　　　　I金峰山

8上津質　　　∬長原山

9枕崎　　　　頂蔵多山

10坊ノ津　　　Ⅳ亀ケ丘

H久志　　　　Ⅴ野間岳

日

　

　

　

置

郡

／
′
＼
′

1

－

′

′

、

　

　

　

　

′

・

・

，

l

＿

1

〔記号説明〕

COll・‥・採集

Wit．‥。目撃

十・　少数

鹿　　骨・‥　‥普通

児　　井‥‥・多数

／　島　　T・…竹田神社

ノ　　市　傲字は頭数を示す）

揖

　

　

？

宿



＜セセリチョウ科（Ⅱespかriidaeこ）＞

〔り　コダイミョウセセリ

7月9日e T鞍．．・

〔B〕アオバセリ

相20日①久志廿・4月27日◎上津賢一大浦廿　5月3日O　で　幼虫敬匹採

集　6月3日◎　TJCO＝　7月15日の．T｛　coll

〔3〕　キマダラセセリ

10月19日⑲　外礪尾滝：1coll

〔4〕　クロセセリ

4月27日◎　上津賢一大浦　廿　　6月26日◎　T手，

7月8日鴇　で　十

※セセリチョウ科の蝶はこの他にもまだ，たくさん採集または目撃しているか，我々部員の勉強

不足で一般に盤理きれてなかった。コチャバネセセリなどは全然記録してなかった。

＜アゲハチョウ科げapilion蕗dae・）＞

〔1・〕　ジヤコウアゲハ

4月1日①　T　3co日　4月　2日○　益山　廿　　　4月　7日

4月17日O T　什

4月22日の）T　廿

5月11日◎　T　廿

6月26日◎　T　廿

7月17日①．T l十

〔2〕　アオスジアゲハ

4月20日①　久志　十

6月27日①　佼円　1wit

7月25日O　で　　廿

岬19日○　で廿　　　　4月20日

4月27日㊥．上津貫一大哺♯5月　8日

5月ユ7日◎）で　終令1匹　6月13日

6月27日①　佼内lwit　7月　9日

8月12日C）大浦　廿　　　　9月　6日

刊

　

甘

十

　

志

　

丁

∴

廿

．

蛛

∴

廿

で

　

久

　

①

　

T

 

T

 

m

T

4月　22日◎　T十　　　　　4月27日㊥　上津貫～大浦サ

7月　9日①　T廿　　　　　7月12日①　T叶

7月29日011廿　　　　8月　7日O T♯

8月12日○　大酒‘1col18月17日①　亀ケ丘　廿

10月19日（9　八礪尾滝　十

〔3〕　ミカドアゲハ

5月　4日O T　廿

5月11日◎　T叶

8月　7日O T廿

〔4〕　ヰアゲハ

6月　7日①　T廿

7月12日①　T廿

5月　鱒O TIco11　5月　9日O T♯

7月25日O T　什　　　　　7月29日O T廿

7月　】日◎　俊円　幼虫3匹　　7月　8日静　T j♀co＝

7月25日O T　　廿　　　　　7月29日　　で　サ
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〔5〕　アゲハチョウ

3月23日①　小浦1col13月24日①　益山　ナ

4月　3日⑳　益山　十　　　4月ユ9日O T汁

5月28日　　干貫乎1COl16月　7日①．T廿

7月　9日①　T　♯　　　7月25日O T廿

9月　6日①　T　　十　　10月12日O T♯

4月　2日○益山廿

4月2紛◎T什

6月2旧◎T廿

7月2§晴　Tヰ

j O月i由◎八礪尾ノ廿

〔6〕　クロアゲハ

4月　3日◎　益山1wit　　　4月19日O T十．4月22日◎T　華…

7月　8日の　T　38省COll叶　7月25日O T十　8月12日　大浦．什

8月20日①　T　18coll懐常型）　　　　　　　　　8月24日①大浦叶

〔7〕　ナガサキアゲハ

4月　2日○　福山廿　4月　8日⑳　益山18COl1　4月19日O T　十

4月22日⑳l T　廿　　4月22日◎）益山　rwit　　　　5月　ユ1日◎‘T　叶

6月26日⑳　rP　廿　7月　8日O T．．．2お♀col17月　9日①　T　叶

7月12日①　rr　廿　　7月15日　　で　　叶　　　　　　7月17日①　T　叶

7月25日O T・≠一　7月29日、T　廿　　　　　8月　7日O T l谷COl1

8月】2日　　大浦サ　8月20日①　T　　す　　　　　8月24日①　　　大浦汁

9月　6日①　T18wit　9月・】4日①　佼円　1♀wit

9月21日○　万世一加世田　488wit l0月17日⑳　T l谷COll

〔8〕　モンヰアゲハ

4月19日O T t「　　　4・月a O日①　久志　廿　　　　　　4月22日◎　T　廿

4月22日⑳　校内　lwit　4．月27日御　上津貫～大浦叶　　5月　8日①　T　甘

5月　9日O T　サ

6月　7日①　T　十

7月　1日㊥　佼円十

7月17日①　T　叶

8月12日　　大浦什

8月24日①　大浦廿

5月11日わ）で廿　　　　　　　6月　3日¢）rr　紹♀col1

6月15日　　久志1♀col1　6月26日⑳）T r叶

7月　8日O T　388♀col17月】5日　　T∵什

7月z5日O T　叶　　　　　　7月29日　　で　す

8月17日①　亀ケ丘　1♀col18月20日①　T　サ

9月　4日◎　佼内18COl．1

〔9〕　カラスアゲハ

5月　9日O T18col1　　　　6月23日①　佼内1；col1

7月　8日O T　】♀col1　　　　　7月29日　　佼円1cOl1

8月12日　　大浦18COl12Wit

丼今判ま加世田市内では比較的まれな万であるカラスアゲハか多数発生したらしかった。またク

ロアゲハの異常型も採集された。（なお，ネムの木に飛釆したアゲハチ去り類〔6月－7月〕の

記録は，別記したためここでは省いてある。）
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＜シロチョウ科lPieridae）＞

〔1〕　キチョウ

3月15日O T　十

3月26日⑳　秋目サ

4月22日㊥　T　廿

5月24日命　で十

7月25日O T甘

3月23日①　小編　廿　　　　　　3月24日①　益山廿

4月　2日○　益山廿　　　　　　4月】9日O Tサ

4月27日御　上津貫一大浦廿　　5月　9日○ご　T廿

6月　1日○　大浦サ

r．8月＝岬　　大浦ヰ

〔2〕　ツマグロキチョウ・　　－

3月　2日①　益LD I cr〉11　　3月15日O Tl十

〔3〕　モンキチョウ

3月　2日①　益山十　　　　　　3月26日◎　秋日韓

4月27日◎　上津貫一大浦サ　5月19日　　T　サ

5月31日○　佼内28♀co116月　ユ日○　大浦廿

7月　9日①　T十　　　　　10月12日O T竹

10月17日㊥　Tヰ　　　　　10月ユ9日◎　八礪尾滝♯

7月17日①　T十

4月19日O　です

6月　7日（》　T十

10月12日①　大桶ヰ

〔4〕　ツマヰチョウ

3月24日①　益山　18col1　3月26日◎　大浦～秋目　4♀♀2088COll′

〔5〕　ツマベこチョウ

4月20日①　秋目18col17月】3日①　秋目　1番coll　卵十数個1令12

8月　9日①　秋目l♀C（Lll終令1匹　3令＝些　卵十数個

〔6〕　モンシロチョウ

2月　9日①　益山　一什　　　2月20日ゆ　益山♯　　　　3月10日◎）益山井

〔7〕　スジグロシロチョウ

3月30日①’T I cOl1　5月24E］槍　T I col1　5月30日①　3co11

6月　7日①　T　十　　　　　6月13日　　T I cOl1　7月13日①　秋目　lcOl1

7月】7日（D．T I CO．1110月19日◎　八噸尾滝　9coll

弊今年は例坪より久志一秋目、大当方面のツマベニチョウが大変少なかったような感じでちょっ

と気がかりである。また，夏休みに出かけた佐多岬万両では′ヾイクで走り過きただけだったが，

3頭採酎ノた○他のシロチョウ類は記録不足の啄じ華やるが，今年はスジグロシロチョウが多く

目についたようである。（ギンモンウスヰチョウの記録は，後で迷蝶としてまとめてあるが今年

は非常に多かったが，採集出来なかったのが残念である。）

＜シジミチョウ科f Lycaenidae）＞

〔1〕　ルリシジミ

2月16日◎　秋目十　　　3月　2日（》　益山　2cOl1　　3月10日◎）益山ナ
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3月15日O T‾軒

4月20日住）久志廿

6月　7日の．T五

3月23日①　小浦巧「・・4月　2日0　益山井

5月24日　　で十　　　　6月　1日○　益山サ　ー

7月17日①．T叶　　10月ユ9日◎　八頗尾♯

〔z〕　サッマシジミ

3月　2日①　益山1♀col1　3月10日◎　益LU】co11

3月15日O T B co11　4・月1日O T　3col1　4・月　3日′⑳　益山1cOl1

4月　8日㊥　T z col1　6月　8日　　T IcO11　7月　9日①　T PCO11

10月19日◎　八頗尾滝　1cOll

〔3〕　ベニシジミ

3月ユ9日◎　佼円lwit　3月26日◎　秋目　2cOl14・月　1日O T】COl1

5月z白日　　池田湖♯

〔4〕　ムラサキシジミ

4月1日○　せ　2cOll叶6月　7日①　Tサ　　　7月　9日①　T十

7月17日の　T　叶　　　　　7月25日O T廿　　　　7月29日　　で什

8月　7日O T≠　　　　　8月12日　　大浦串　10月12日O T♯

10月17日㊦　T IcOll

〔5〕　ムラサヰッパメ：

3月15日O T I col1　　6月　ユ日○　益山】COl1

10月19日◎　八癖喧滝1collサ

〔6〕　ヤマトシジミ

3月z6日㊥　秋自　尊

〔7〕　ゴイシシジミ

】0月12日O T I coll

丼この科は，セセリチョウ科同様に部員の研究不足のためになかなか手かまわらなくて，こ，れか

らもっと注意探く見ていき7こい。類似樺は，区別の不正砕な点も多少あると思われる。シジミ。チ

ョウ類で今年，特に日だっていたものは，サツマシジミが多かゥた点である。

＜ウラギンシジミ科　rCvretidae）：＞

〔1〕　ウラギンシジミ

3月24日①　益山】♀col1　　3月26日⑳．秋目　せ　　　　　4月20日（む　秋目十

6月　1日○　益IJ」ユ谷COl1　　8月二12日　　大浦18col1

8月23日O T Iwit　　　　8月24日①．六当．1♀coII

l0月12日O T　　88♀wit L0月・19日⑲　八鳩尾　サ

＜マダラチョウ科fDanaidae）＞
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日〕了サギマグヲ

′丸月1興O Tl♀・Wit　4月20日①　秋目1col15月、3日O T．1台col1

7月　8日の　T jwit　　7月ユOE］◎　佼円　高col17月13日①くTIWit

lO月12日O T　288COll　ユ0月131日◎　佼内ノ1古Wit　　す

10月19日㊥　八礪尾1谷3♀♀coll廿

10月26日◎）．．くらた山井教頭　COll

丼今年は，竹田神社や佼内でも多数のアサギマダラを発見することができたム一般的をと今年は，エ

ビ午でも．多かっにような気かする。また，10月にとれたやつの♀で産卵を試みて，碗在飼育巾

である。（カバマダラについては，迷蝶として後で記載してある。）

＜タ．テJ†チョウ科（Nymphalidae）＞

〔1〕、ソマグロヒョウモン

4月1日O T二　竿CO114月　7日①　Tl谷CO114月19氏OT　ナ
l‘

4月22日⑳　Tサ　　　4月24日⑲　万世1♀wit’5月30！ヨ◎T l♀col1

5月31日○　佼円28♀col1　6月1日○　大浦十　6月　7白①Tサ

7月　1日の）校内　十　　　7月25日①　Tl♀co11　8月12日　大浦1古Wjt

8月17日①．亀ケ丘　ヰ　　8月24日①　仁王崎　含♀サ　9月　的◎校内　十

10月12日○　大帝　288Wit l0月19日◎　八礪尾滝♯

〔2〕．．イチモンジチョウ

10月ユ．9日⑳　八頭尾．13colll♯　10月26日◎　八礪尾滝　5cOl「繚

〔3〕　コミスジ

4月　ユ日O T I cOl1

4月27日◎　上津買一大哺

9月　6日①　T　4lCOll

〔4〕　キタテハ

4月　1日C）T　ユCOl1

5月　28日　　干貫平l col1

6月　7日①　T　3coll

〔5〕　ルリタテハ

3月26日⑳　大桶，．1♀col1

6月　ユ9日　　久志1cO11

10月．】a日○　不浦　jl．♀co＝

〔6〕　ヒヤアカタテハ

3月　23日①　小浦1cOl1

9月　6日①　T I cOll

4月　7日（D TI col14・月22日⑳　T十

6月　7日①　T　廿　　　　7月　9日①　Tサ

10月12日　　で♯

4月z7日◎　上津賢～大浦十5月‘一9日O T－♯

6月　1日　　佼円　28♀clol1

6月26日◎）T十　　　　10月19日◎　八噸尾＋

4月　27日⑳　上津貫一大浦　卵，1令数匹

8月　7日O T I coll（大型）

10月　ユ　9日◎　八噸尾滝　1coll　廿

5月28日　　干貫平十　　　8月24日（D　仁王崎ナ

9月13日⑳　益山十
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〔7〕　アカタテハ

2月　9日①　∴益l山十　．2月12日①　益LU l♀col13月24①　益山lcoll

4月　j日O T十　　　　4月22日◎　T　十

5月24日露　で　終令3匹　6月27日①　T　十

5月ユ7①　佼内　終令1匹

9月13◎　益山　zCOll

9月14日①　佼内　十

〔8〕　イシガケチョウ

10月19日◎　八頗尾滝　6coll　廿　wit lO月26日⑳　八礪尾滝lcoll

〔9〕　スミナガシ

5月　4日O T　十　　　　5月　5日O Tサ　　5月　8日①　T l谷COll♯

5月　9日O T l♀col15月11日◎　T廿　　5月17日①　T　　幼虫2令

6月24・日1秒　T l令3匹　2令11匹　3令4匹　　6月　1日○　益山　幼虫敬匹

7月12日①　T　十　　　　　7月29日　　で十　　　8月34日①　仁王崎　ユWit

〔1（＿〕　コムラサキ

5月31日〇　校円18col1　7月25日○　佼内　28♀col1

7月29日　　校門1cOl1　　8月30日①　益山1coll（黒型）

〔1ユ〕・コマダラ

5月　3日O T甘

5月　8日（力IT≠

6月　7日O T　‾「

7月］5日　　T I co‖

7月29日　　Tサ

5月　4日O T　甘　　　　5月　5日O T廿

5月　9日O T　サ　　　　　5月11日（動　で廿

7月　9日①　佼内1wit　7月　9日①　T廿

7月．】7日①　Tサ7月26日①　校内　再coll卵2

8月　7日O T　叶　　　　　8月30日　　益山瀬

9月13日命　益山千

済今培こそは，イシガケチョウを手に入れようと思って4，5月ごろから竹田神社の†ヌビワで

幼虫を捜したりしてみたがとうとう竹田神社では今年は発見できなかった。しかし，ユ0月に八

郷尾滝でソマ畑に飛んで来たやつを多数採集出来た。

また，．竹田神社で8月7日大型のルリタテハを採集したが，夏型はあんなに大きいのだろうか

？。（迷蝶のアオタテハモドヰ，メスアカムラ寸与は後に載せてある。）

＜ジヤノメチョウ科（Satyridaie），＞

〔1〕　ヒメウラナミジヤノメ

7月　9日①　Tヰ　　　　7月25日O T　廿

〔2〕　クロヒカゲ

4月ユ7日①　T　サ　　　　　4月19日O　で廿

4月87日頃）上津貫～大浦十　　6月13日　で廿

〔3〕　ヰマダラヒカゲ
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4月27日◎　上津賢一大浦1♀col1　　5月　5日◎　T IcOl1

5月28日　　干貫乎・1zt0日「ヰ

〔4〕　ヒメジヤノメ

4月1日O TIco115月11日◎　Tサ　　　7月　8日徽・T耕

．7月　9日①　T≠　　　7月17日①　Tサ　　　7月29日’一丁什

〔5〕　ジヤノメチョウ

8月　3日①　千貫平林　教頭C（Hl

〔6〕　クロコノマチョウ

3月26日◎　秋目十　　　3月28日⑱　T Iwit　4月1日　1cOlllwit

4月　2日○　大浦十　　　4月20日○　久志す　　　4月27日物上津貫－メ湖汗

6月　3日◎　T　終令1匹　8月12日　　大桶lcOl19月　6日①T IcOll

lO月12日○　大哺　3coll lO月19日◎　八礪尾滝1collサ

弊クロコノマチョウの夏型の発生が咋軍と比べてだいぶ少なかったのに気づいた0また，加世円

市では見られないジヤノメチョウが千畳平にはとても多い0（ウスイロコノマチョウは，迷蝶の

ところに載せてある。）

迷　痍　記　録

△アオタテハモドキ（Precis orithya LinrlaleuS）

10月19日（①のち◎）

」‖辺郡川辺町八礪尾滝への途中，路上で低く′少ったりと飛んだのち止まった18（小破）を

採集した。（本坊敏保）

1ユ月　6日（（D

加世田市竹田神社で】2時30分ごろ路上を′ゆったりと飛んでいるユ8（新鮮）を目撃した。

（本坊敏保）

11月23日（○）

加世田市方位で路上に止まった】谷（小破）を午前11時ごろ採集した。（疾川陣文）

△メスアカムラサヰ（flypolもmrIaS misippl1S Li血丘岳etlS）

11月　2日（◎）

川辺郡大浦町のソマ畑の横をふらふらと飛び出して，田んぼの上に止まった1♀　一周、破）を

採集した。　r田中洋海）

△ギンモンウスヰチョウ（Catpsilia pomCna Fabriifibs）

7月ユ3日（①のち◎）
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川辺郡坊津町秋目で午前11時ごろ，人家付近で新鮮な1♀を目撃した。．イ田抑洋海，本坊

敏保，疾川知博）

7月㌃＝〕「〔y）

加世田市益山でりニガゴリ”の花に吸密庫の新鮮な1♀を目撃した。（田中洋海）

△CatopsiHa fギンモンウスキチョウの可能性が大）－

7月　9日（①）

加世田高校内のネムノヰに．飛来していた1匹を目撃（田由洋海，本坊敏保，疾川知博）

7月15日

加世田高佼内で1匹目撃（田中洋海）

7月22日（①り

加世田高校の運動場を飛んでいる1匹を目撃（本坊敏保）

7月25日（○）

加世田市竹田神社で1匹貫撃（田中洋海，疾川知博）

7月26日（○）

加世田市竹田神社で1匹目撃　腫南洋海，浜川知博）il

8月24日（①）

川辺郡大浦町で1匹目撃憫由拝観一本特輿隼）

加世m市万世で白い大きな1個体か′ゆっくり飛んでいるのを目撃㌔　二「針堵ごろ（疾川知博）

8月30日

加世田市益山で1匹目撃（閏由洋海）

△ウス1ロコノマチョウ．lMelanitis。Ieda Linne）

6月25日

加世間市万世で夏型ユ匹を採集（疾川障文）

7月13日　r　①のら◎））

川辺郡坊津町秋目でススキの碑より飛びだした要型1匹を環境した。傾川知博）

9月　2日
・こ‘

加世m市万世で秋型1匹を採集　r疾川経文）

注）　この他にあと5頭はど採集（加世田市万性でいずれも夏型）きrtている。

△カバマダラ（Limna．亨．：f：hrysj pPuS L恒叫e）
l　　　　　　，

7月1分目　　地のち◎）

加世田市竹田神社の前を流れる加世田川で，ゆったりと飛んでいる18（新鮮）を採集した。
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憐川知博）

7月ユ3日（（勤のち◎）

川辺郡坊津的秋目で風に乗って流れるように飛んでいる18（小破）を採集した。憤川知

博）．

1969．年度活動記録

1年生へクラブ紹介

15　部会〔新入部員紹介〕

20　久志一秋目方頭へ蝶採集に行く

（平川，田巾，本坊）

27　第1回採集会

上津田一大浦方面

竹田神社へ昆虫採集　日　9日）

25　魔児島市城山で蝶採集を行なう

（平川，田中，本坊）

28　遠足で蝶採集を行なう

千貫乎一池m湖、最崎昇

竹田神社へ昆虫採集

（鵠　9，11，17，24・，30日）

竹田神社へ昆虫採集

（7，26日）

】3　秋目へ媒採集へ行き迷蝶を探る

（田巾，本坊，疾川）

18．益山の通称“丘ん山”へ媒採集へ行く

（田中，本坊，疾川）

竹田神社へ昆虫採集

（9，ユ2，15，17，25，29，3ユ日）

ユ1月
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4月

5月

6月

7月

3　大隅へ出かける　肛睡㌧　疾用，本坊）

4　秋目のツマベニチョウ調査（春成）

9　秋目に蝶採集に行く（疾川）

12　大浦～仁王崎に昆虫採集に行く

Ⅲ」口，阿久根，ml－lコ，春成，疾川）

17　亀ケ丘に蝶採集に行く（本坊）

24　先輩達と蝶採集を行なう〔笠沙方面〕

（大夙出来，梁川，由由，未坊）

竹田神社へ昆虫採集

（20，2台崩

13　益山の丘ん山へコウモ男探りに行く

旧ヨ由，痕川）

25　文化祭

竹田神社へ昆虫採集（6日）

19　第2回採集会（八噸尾ノ滝）

26　八噸尾滝，蔵多山に昆虫採集へ行く

r疾川，春成）

竹田神社へ昆虫採集　日7，z5日）

2　大輔方面へ蝶採集へ行く（田巾）

30　腰児島腋昆虫同好会の縛会に出席

（田巾，山口，疾川）

竹田神社へ昆虫採集（6日）



俗説薩隅植物誌（2）

津　貫　の　巻　（中　篇）

佐　方　敏　男

‖04）シソンハ（シソ）一紫蘇の葉の意。舐ってチソという人もある。支部巾南部原産である

か，拭周への伝釆は古い。エ（今呂エゴマー上方にてゑごまと云ふ也‘と農業全書にあり）に似て

非なる故古呂イヌエまたはノラエと称せられたが，単に衣（エ）ともいわれたらしい。今はシソ

が通呂となっている。葉の菱嚢が紅紫色のアカジソや葉の縮んだチリメンジソが一般的で，梅干

に香色を厭える必需品である。戦前は，どこの農家でも自家用の梅干が多かったが，近年は市販

きれ，周辺市　仁和歌山県）からのもの8個人の衝で20円ほどであった（昭和44年）。支部で

も古来エゴマ　催）とシソは一類別種とみており，肥地者面背皆紫痔地者面青背紫其面背皆目者

即日僻也〔本草綱目〕と出ている。またチリメンジソを花紫疎，回回妹とも称すとも書いている。

拭同では，コノ種ハ味モ気モヨロシク常ノシソニマサレり其子朝鮮ヨリ釆ル故二朝鮮紫蘇トモ云

食品ニモ薬ニモ可用之と徴賞している〔大和附1の8～9〕。〇四五月葉をつみて梅漬其外堀醤

につけ菜，ひやしる種々料理多し。生魚に加ふれは魚竃をころす〔農全4〕。

日05）シソカズラ　いソルウメモドキ）一山足向陽の所に生えるものはテりハツルウメモトキと

いい小形の葉は聞く光沢があるが，山巾に生ずる大形のものは葉も大形で別種の感がある。4月

下旬開花をはじめ，冬日落葉後は苛色の果皮は三裂して巾に朱紅色の仮種皮をもった種子が霧出

して見事なので生花用にして趣がある。山巾では小鳥類の好餌となる。シッカズラは，渋皮の目

立つカズラの急か。訊ってスッカズラ（吹上和田など）ともいう。後出　は06）参照。

＝06）シトトノッ（クロガネモチ）一山巾に生じ大木を見かけることがある。樹皮は白蝶を帯

び雌木は冬月全株紅栗を飾り見事で庭木として喜ばれる。シトト　嶋呂）が果時この木によく集

まるからこう呼ぶのだと上野部落の人にきいた。シトッノッ（大浦，堀軌用　とも呼ばれ大浦で

はこの木は灰を多く残すのでブケンシャ（分限者，金時の忍に使う）になるといい，堀切山では

カネノヰ，カネオヰギなど呼んでいる。またミツンノッ（加世軌　万世など）貢ぎの木ともいっ

て縁起をかつぐ。木鐸1月，川内市の市木としてこの木が選ばれたと新聞は報じていた。新薬は

紫色を帯びて1現変っている。種子はそのままでは発芽しにくい。小島類の消化管を通ったもの

は比較的発芽しやすいのかも知れない。播種には適当な予拝が必要なようだ。樹皮にはトりモチ

を含み，コメヤンモチ　川［辺町）の呂もきかれる。同属の自生樹にナナメノキ（ナラミノキ，ミ

ッンノ喜一何れも加世田など）があり，薬か長形で鋸歯縁，紫花であるので区別する。

日07）シノメダケ（ヤダケ）一山由に稀に自生。またシノノメダケ（津貫）ともいう。節問は

長く節は低く各節から1本宛の枝を出す。

＝08）シ′ヾ　fシバ，ヒサカキ）－シバは陽地に地下茎を縦横に走らせ短葉は常緑で地を被う。

芝生または土堤固定の芝付になくてはならぬもの。コウライシバは葉が繊細柔軟で美しく園地に
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植えられ，ナガミオニシダは海辺砂地（新川，吹上など）に生え5月下旬よりシバより太い穂を．

坦す。ギョウギシバは別属の美しい帰化種のシバで吹上町ではオニシバと呼ぶ。5月巾旬頃より

出る徳は基部から4本位に分れたものか多い。寒気に弱いのが欠点。とすカキは低山の低木。撃

にシバ時にはシバナ（吹上，金峰町）というのはシ′ヾハナの転じた呂前であろう。

＝09）シビンヅマイ（キツネアザi）－レンゲ畑に生え数十センチ高に達し葉の盛は白い。

牛が7こべると尿が出にくくなるという。確認はしていないがネッネアザミらしい。

日10）シマクロ　い、マセンダン）一山地に見かける落葉高木で羽状複葉の嚢面は蒼白色で9月

切から単性花を別保に開く。数年前これがシマクロだと1J〝余の幼木を侍って来てくれた生徒さ

んがあったが，ハゼだときいてびっくり投げ出してしまったことがある。昨夏は峡（ミヤマカラ

スアゲハ）の食葉にカラスサンショウよりハマセンダンの万がよいと教えられ，この種とおぼし

き2～3種の枝葉を探し出し静認のため持ってきた人があったかそ甲巾にまたハゼノヰがあった0

危いなと思った。今度は不幸にもたたられて，翌日顔のあたりがほてってプッブツが田はじめ終

に医者通いにまでなった。よく注意して識別すべきである。羽状複葉は対生L rハゼノヰでは互

生）葉の真も白味かかり，樹皮はハゼノ与の様な甘さはないからすぐ区別できる。磯閉山叫こも．．

あるがカラスサンショウはど多くはない。材は共に下駄用に使われた。

＝11）予マダケ（　）．．一番ドガンノ山にあったとい如瀾呂がはっきりしないロ上津

貫付近の，山中のタケでは，ホテイチクが多い。

日12）シマデコン（サクラジマダイコン）一晩隼種は極めて大形なので有呂。1個千円位の高

価のものもある。8月下旬他品執こ先立って痛感し正月以後煮付など六切りにして食べるとおい

しい。葉は多数感り上がるように着生し頑緑色で硬い。根は長円形から円球形に近く独得の形で

ある。世界的にも注目され，既に明治9年，ソ連の求糾こ応じて，この種子を裁固勧業寮から同

属農業柳勿館へ送ったという。座州加護島肥前竹尾之産などは長大也〔和貨三才〕とか虎摩大喝

常の大根ヨ●1大也甚カラシ煮レバ味甘クヨシ〔大棚附し〕などのあるのはこの大横かも知れない。

サクラジマダ1コンは，成形図説や有用植物図説などに図が見られる。宙盛その他の大根では墳

物のほか，輸切にして蒸し干してムシダイコン（モイデコン）としてその特殊な香味を好まれ，

葉は付根の直下で一株毎切り取りふかした上吊し干しにしてから貯え　rヒパという）て後から使

用した。昔はこうしたものは常時農家に見られたが今は，新鮮な各種西洋蝶栗が出廻り，このた

めに非常に少なくなった。大根ではこのほか特に辛味の強いものは，ソバ与りの汁に入れて賞味

きれた〔食鑑3；盟全3〕。一般に大根は効用甚だ広いものとしてその栽培にも細心の注意が払

われた。虫を除くには，茜参（クララ）または四国にて，よしみ柴とも小林ともいい上方にては

あせばの木を悶いると記されている〔農全3〕。〔デコンなぬ－，享力一モンでぬ一，ネ．も食えはね

一，葉も食てね－，デコンなね－．……」という繰り言葉が，まだ年歯もいかない孫達の耳に

聞かされたことを思い起す人も，また干からびた根葉を懐しむ人もいることであろう。成程菅は

デコンは使い物　rヨカモン）であったことに間違いはない。
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日13）ジャガタ（′ヾレイショ）一．普通に栽培されるがサツマイモに比べると老人には一般にあ

まり好まれなかった。城野へ伝来の古い判に普及はやくれ，本格的には明治以後になってからで

ある。

日接）ジュゴヤ′ヾナ　はミナエシ）「碑秋の呂月　什五夜）に供えるからこの軍がある0－

（9）参照。

（H5）ショイノ．イゲ　けスドイ．ゲ）∵浅山人里付近に往々見られる常緑低不で雌雄異株0幹や

枝に長針が多い。このトゲに軌さ・れる－と傷零易に癒えずとも言われる。材が揮い．ので根元の太い

所を用いドンジ休題）を作るが加工は生のうちで射†とむつかしい。またク予（木釘）にも用

いることがある。顔海の里ではミナ類を食べる嘩このトゲを以て身をと．り組すのにつかうと云う

掠生木など）。班入渠品をへキコウボクー呂痛鈍花（クスドンゲ）として錦葉集．1に図がある。

ソイノッジゲ「大浦など）とも云う。．ソノイゲ，似木瓜有刺〔大和，附，、1甲1、4〕とありまた

ツンベ′レグ日本植物誌335にソ′ンノ．イゲと記している0クスノヰのイゲ即ちトゲの恵と思われ

る。．

日16）ショテッ（ソテツ）「観葉庭樹として学僕，病院官公署などの玄関前などに植えられる

が民家にも子孫繁昌を茅わす喝として屋敷内に櫨込むこともある。ショチッ　r所帯）の木になぞ

らえた結果であるらしい。この反面この木は鉄を食って栄える故家はその為貧を招くとの俗信も

あって却って植えるを忌むこともある。川辺郡坊津間秋目地万には自生するが揖宿郡山川町の竹

山の岩壁に自軍する状は壮観である。蘭漢三才図会88巻に條鉄は厚琉球より出て鹿州多くこれ

ありと云い，花壇昭綿抄に鼠確として，唐，琉球のはかさつまのくめ木という呂か見えそれぞれ

品定めしている。数年前，囁児島で金葉ソテツが発見されている。両度での大株は金峰昭尾下や

大野に知られる。疎鉄の笛は細呂というけれども現今では巾回でもこの呂が用いられている。

rH7）ショ＿ノノッ（クスノキ）一陽地に自生が見られるが巨木としては，川辺町飯倉神社，加

惟闇市竹口神社境内のが有呂で吹上町宮内鳩屋敷の千本塙はその親木の根幹は回り12亘　rヒロ）

あったという。樟脳製造は終戦後上加世田の国道沿いの場所で行われていたが今は見られない。

鹿席ではじめて樟脳を梨し同産としたのは正徳4・年　目　7141）のことだという〔日本物産軍寿

77〕。台湾輝魔の芳樟（クスノキの一品種）も時に防風垣用に栽培されているが所用紀均のミ

カン慨などはその】例である。吹上町伊作にはサンショウクスが自生すると．云う。脳油昂共に他

品にまきるすぐれた品種であるが稀少なものである0伊作方面でクスノキをシヨノクシッと云っ

ているのは侍ノウクスの忍と思われる。

‖18）シラユリ（チッポウユlり　一切花用として栽培され5月下旬から6月上知こ花が多い。

花筒部が長く白色花で踵点はない。ツンベルグ植物誌にはシロユリの和呂で出ている。益軒の花

譜メ1698）に薩摩′ゆりの呂があるのはこのユリかも知れない。同再にはまた「近年やうやく

多し。ほとんと百種に及ぶ。」とユリの礪賞品魔の増加したことを記している。因みにこのユリ

は奄美大島では3月3日にその花を軒端にきす所があると20年程前に同地の人から聞いたこと

かある。
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＝19）シロノキ（シュロ）－屋敷内や畑の片隅などに栽櫨せられていて5月上旬より黄色の粒

状細花が魚卵状に集まった花環牽開く。雌雄異株0大浦辺では，葉絢の繊維を区別して毛即ち1繊

維の目か密なものをモッガワ．シロと称しカタシ油を搾るための袋や雨具としてミノを作る。目の

あらいものはシャッガワシロとしてシュロ粕を．つくる0シュロ執ま必需品0水田に雀お．どし用に

この繊維を小乗にして吊した風宗も以前は見られた。鵜の径3－4cm以上もあるショロの緒の下

駄をはき町巾を瀾歩した学生の姿が明治大正から昭和の切夏までは見られたものである。

大正後半の一頃ガラス製の喝取り器が流行しシュロの葉の手製の喝タタ与が並行して用いられ々

きたが今はこれも人造品に代ってしまった。

rl20）ジンタン（コミカンソウ）－畑地などに多い雑草0果実の形色梢仁丹粒正似て．いるから

この呂がついた。

日Bl）ジンチョノヰ（ジンチョウゲ）一鉢胎などにして観賞される常緑低木。支部塀産で漢呂

瑞番和呂を沈r花という。易林木節用饗にもこの呂が見える。早奉帯紫紅花を開き芳香がある。

白花品や斑入寮のものなども見られる。ツルベルグ日本植物誌には，リンチョ、‾ゥ“ゲと細石か出て

いる。尚杯道春が山城粟寺にあって姐釦）ような実を結ぶという植物．にリムチチ壷の呂を当て

ているのは別の韓煩らしい。〔多識清3の24〕C

（122）ズイジ（スイバ）－路傍などの梢漫坤こ多い雌雄巣株の多年草。4月玉旬から5月上旬

に亘り開花が感である。塩をつけてもんで食べ．たりすることカタ′ヾミと同様である。加世田呂麟

志帳に，アカスイジ，シロス1ジの呂か見える。

日出）ズ1ダマ　rジュズダマ）一山足梢湿地などに自生することかある。熟果昼固く，猥多つ

なぎ合わせて数珠を作ったてりする。

日24）スイメソキ（シロダモ）－人里の木立巾や山杯巾によく見られ早春新築は舌禍毛を密生

し下垂していて一見この樹とわかる。備野きんの語では，スイメノネの実に．はアカとクロがある。

アカの万は岡村にはならぬ。立木にもシロア、）がつき，やすい。ク口実の万は柴が少ししっかりし

ているという。後者はホソ′ヾタブのことかも知れない。大浦大木場では，スズメノッというのは

ホソバタブである。恩喝でシ？．グモの枝葉を見て，・エコッノッだと答え赤い実かできるとつけ加

えてく・れた人かあったが，同即吟華人は，予でマメノッだと言っていた0発射ノ易し。

（1‘25）1スークロッ　イチ身ンテン主「木型融点えられる高木で壁長が早い。日本へは元禄年中渡米

〔1也錦紗，胤13〕という○多分正極凍繹手はいった　のであろう。榎戸時代は新薬は珍味とさ

れたものかヒキンチ．ンの呂．の下（．百将軍家の食膳にのぼったという記録もある。番（ヒャン）は朝

群の発音よりきたもーのと思われる。土澤貨ではまた，バカスクラッ，．′†牢才，ゲタギなどとも呼

ばれる0雨戸の敷居などに用いられ，四国辺ではイカ甲餌木隼摺いると云う0子供を叱る畢㌧誉，’1し

れスクラッガ・ノ’とどなるのは・像に立たぬ）鞘即⑬嫉／担、う程の意であ、る？頂地5に説菅。

・：日26）スゲ（スゲ机▼）と「年の茸料こする？アオスゲは随所，に多い。マスクサも普通。盈同

軸琵汀こはコカンスゲ患産する。9月出時のナ1レコスゲも普通。アキカサスゲは万之・璃下流の産。

lH佗7）・ス‘ズメかズラ」スイカ覆ラ）「随所に多いつる卓。（69）参照。花貴を吸う。馬の銅
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料。堀切山でも同呂万言で呼ぶ。

日28）スッポ．げ）ン（′、クサンボク）一早春白色集団花を咲き5～6月縁果，秋月赤熟する。

この木の髄を取り出して灯火のシン　rジン）にした。太平洋戦争巾灯火管制の時など皿に種享油

をいれこのジンに灯をともした。また突き出した髄をまるめて心にして糸を巻きつけ芋雀を作っ

て遊んだ。之をフケマイと呼んでいた。　日3）参照。

rl29）スンナトリルポ）一路傍原野に多い多年生雑草。「噂途　いソケミチ）のナカものスンナ

とコポシ」と云われるが，磯韓の年には，背に腹は代えられず，止むなく食べたという。上津貫

から枕崎へ下り別府屏（ビュ．フガハル）までこの鱗茎を探りに行き土鍋で煮詰めて食べた（菊野

氏）ときかきれたといい，また凰噂地方ではサル軍　で明治29牢）の大風の時食に因り之をゆが

いて食べた　く黒鯛勇氏）ともいう。然し古老は，塩に熟すても煮ても食べられる代物ではなかっ

たとそのまずさを物語っている。引抜いた多数の花茎を花序の雨下で束ね，花廟をひろけて編ん

で帽子を作㌧ては被って遊んだという竜劫の塔はほほえましい（北薩阿久根地方，笹原節男氏）。

シロスンナは一石ダッキュ′ヾナ即ちタマスダレ，アカスンナはサフランモドヰのことのようであ

って，葉と鱗茎の形が似ているからつけた呂前だろう。いずれも外来品で後都は時に逸出したも

のもある。久木野ではツルポをシュンナという。　日　80）参鳴。

日30）セイ（セlり　一水田湿地などに普通の多年草。5月白小花を傘形に開き7月に至る。

春のと革の－。冬春白い地下茎を食用にしたのは一種の香気に日をらけた古代人の知悪であった

かも知れない。夏秋の候には茎葉には毒があるとして警告している古書がある。またカモ，シギ

の肉とこの白根（地下茎）を連ねて醤油と鰭で芹暁とすれば香味甚だ美なり普ねくこれを質すと

〔和漢三才〕いい，小鳥がこの草をよくついばむから養馬の家では必ず之を植えることも記して

いる。仰芹（ヤナギゼリ）あり尤よし其薬柳に似たり〔葉譜下〕というのはどんな種類だろうか。

本朝食館3に，茎葉も亦芹の属とし，草葉スミレ今の計牢花けムゲ）なりとし，葉柳柴に似て

三四月に紫花を開いて荷花　い、スの花）の如くして微小，葵を成し根は英に似て滑かで古人は之

を食うが近人はまだ食べない。ただ児女の摘花にして遊ぶだけであって近年江都の人は洛　悦都）

より移櫨えていると記している。．スミレにレンゲを接いだような記事である。

＝はり　センダンノッ　fセンダン）－校庭などによく植えられて大木がある。初夏開業と共に淡

紫花を咲き縁球果は秋冬董熟し，ヒヨドりの好餌となる。種子は発芽し易く生長速く家具材とな

る。苦棟（センダン）最易生村落闇凡生女必争植之以為嫁時器物〔広乗新語〕と見え，また中国

では古くは屈原を祭る疇チマキをこの葉で包み長江に投じたと歳時記に記し，近くは5月5日こ

の葉を採って之を鳳び悪を避くるというかこの葉は較竜が之を畏れるという俗信に由来した行事

だという。墓地にこの大木の栽培きれてあるのは魔除けの意味かとも推察される。

日32）センネンポトクイ「ソエクサ）－この万言は，内山田や鉄山では、ソエクサのことである

が，吹上方面ではハマスゲに当てているようである。長屋ではテンチロボトクイというのがツエ

クサのことと思われる0　ホトクイというのはメヒシバ類のことで下部の節毎に根を下し厄介な雑

草であるが，ツユクサも性状が梢似ていて爛地に多い故，先取草（サット1グサ）（吹上釘など）
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という呂もある。開聞岳麓の部落では，七日太郎（ナンカタロウ）という位なかなか枯れにくい

草。

fl33）センモト（ワ？ギ）一普通に栽培せられる0・小型の葉を多数叢生するので千本というふ

繁殖は，ラッキョウ状で黄褐色の頑茎を用いる。○蕎麦鍬こ入れて足にしく事なし〔農全4〕○

（134）ソマ　rソ′ヾ）－ソマはハグロ　旧露，9月7日頃）のウシトマ車　r前後）に植えよと云

い，水虚を忌み，「竣ソマ」の語もある程である。そばをまく疇路次にて水政におひても真実の

りよからずと野俗云ひならはせりことの外水湿を忌む．としるべし〔農業全書，2〕と云う。ソ′ヾ

キリの汁としては味噌汁，酒，薗鰹細片の煮汁を垂れ汁としたものを用いるが，別にダイコン汁

花鰹，ワサビ，橘皮，トウガラシ，ノリ，焼味噌，ウメポシなどの物を混ぜあわせて食べると本

朝食鑑1に見えている。またソ′ヾカキとしてソマンネックポをつくり味をつけて食べたりする。

ソマガラは枕の中味に用いることがある。ソ′ヾの呂．は三つ度（カド）の藤で葉子共に三角だから

と云う。信州産を上と為し，遠州三州鹿川上野下野之に亜ぐと和漢三才図会に出ている。薩摩が

屈指のソ′ヾ産地であったことが肯かれる。

日35）タイカズラ（カニクサ）一山野や人里の垣根などに普通に見られるつる性のシダ。上津

貫でも黒焼にしてデキモノの治療に用いると云う。久志今岳方面でも同様利用されるときいた。

○本来のタイカズラは，カニクサに非ずして，コバノボタンズルであるかも知れない。貞腹を砕

めてみる必要がある。

日36）タ1ワタ†fオオタニワタり）－野生は野間半島の笠沙方面にある。私垂植物として栽

培される。○谷渡（たにわたし）かぶはせんまいかそてつのことく段々のびて葉は‘よせうの色に

てつよく段々出ル〔増地，6〕とある。堀切山では，この万言呂の植物は，タニワタリノ卓で年

がよくたべると云う。円山田でもこの木のことらしいか，タ1ワタロと云う。因みに，タイワタ

イノイトコということで，ヤナギイチゴを区別して，これは牛はたべないし，蓄栗も食べないの’

だと教えてくれた人かいた　（堀切山）

rl37）タカへゴ（ウラジロ）一山画樹下によく群生する。横走する地下茎より又状に2羽片を

出し，その叉上に隼隼新芽を伸長する。竹田神社裏の杯内では年間30C呪余の伸長を見，全長2

米余（6～7年生）のものもあった。間】細22年1月実測）頂葉の手頃なものを正月祝餅のか

ざりや注連かざりに用いる。箸にしたり，かごを作ったりすることもある。高倉（加牡円市）で

は，煙草苗の日よけにするのが普通である。尚タイワンへゴ（へゴ）は磯間山に稀産する。

日38）ダゴジロバナ　rコヂマリ？）一枝幹は巾空。別にヤマダゴジロノヾナがある。よくわから

ないが果してコデマリであれは，山地のものはコゴメシモ、ソケであろう。機間LLJ醇。

日39）タッノッ（タブノキ）一山林由普通の高木で噂には大木になり常緑で特徴ある樹冠をつ

くっている。昭和初頃まで根元の皮や枝葉を線香の原料として1貫いくら・で売っていたと云う。

ベンタ，とシロタッとを区別する。後者は材としては，コナムシがつき易い欠点がある。臼や牛

馬の飼料槽（フネ）を作るに用いられた。タンノッとも呼ばれる。

＝都）タジ（タデの類）一数種野生がある。柿のしぷ抜き　けオス）時全章を用いLることは南
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、矛、

薩各地で行なわれているが種類は一定していないようで，川辺では，白花多年草のものを用いる

ため特に家の付近に栽培しているそう．である　僻木孝雄氏）0シロバナサクラタデかヤナギタデ

の類と思われる。万言呂こガク叶は加世田ではヤナギタデのことで，堀切山ではシロ′ヾナサクlラー

タデのことであって，牛も食べぬ草で手できわると，手までにかくなると同地の九十翁山村きん

はいっていた。北九州豊前英彦山ではヒコ‘タデという食鰯種などあるが，こちらでは見ない。

日朝）タ，ノ，（ニワトコ）一村里や山中に疇折り見かける轟菓樹。この呂は，上津賞から久

志への途由の山里上野部落に，地頭鶏rj寸法的）という短軸わニ‘ヮトリを辞めに赴いた時，同

地の竹山きんに教わったもので，タブノ寺と同呂だがその木のことではないと念を押して語って

くれたことを思い出す（昭和3乞年）。因みに∴クサニワートコ即ちソクズのことは，▼クサタッ

（吹上など），ク，サタブ（吹上加世田など）または全車の悪臭により，グソタッノキ　r吹上町

永吉）。．と呼ばれるはか，堀切山では，水田の肥料にするためタッガシキ（刈敷）‘と云い，こワト

コもこの呂に混同していたようであった。

日42）ダッネ．ショ　けッカショウ）一時に栽培せられる0和呂ナンキンマメと通称しているが

この呂は置児豆につけられてフジマメの図が大和本草諸品図上に出ている。落花生の万がよい。

県下で勘大粒大穀の在来種が古くから作られ，放付のまま煎ったものが売られていた0大正末

鋤頃までは，1銭に7～8個の価で子供達が好んで買っていた。支部では，．宋元の間，席花番瓜

紅孝之類と共隼1・広厨帝人が海上諸田よりその種子を得，帰って之を栽培したと云う0ま絹へは

支部より渡＿ア真のは元禄の末〔所謂日本物産年貢〕といい，長崎に多く之を種う〔大和4の9〕

と見えるがI．各地に栽培き．れる茎になったのは，明治7隼，内務省が米国加里福尼産の俺を潟曖

j伽こ囁p仁の甲はじまると云えよう。厚皮の菜を腹背より拇指と人きし僧や押しつぶすと貞二つ

に殻が扱かれて種子が出る？帯紅紫色の柑皮をツルッとむく0巾の心をとって食べぬと頭痛がす

ると聞いて，子葉問の幼芽をわざわざ摘みとってから安心して食べた思い出が残る。

廿嘲　タ：㌣千ユ　rラッキョウ）－普通に栽培せられ，多くは酢凛にして副食物とする。またよ

く塵寒では客人に茶をすすめ，る時之をそえる08本への渡来は古く，オオニラ，サトニラ，ナメ

ニラ等の呂が胤、ら中程牢，木朝食鑑鋸は，ラッキョウはこれ等のもーのとは異なり臭味がなく

別種である．と頗じ支部昌水晶葱が之に当ると見える。鱗茎の性状より，光現の叡柚こ，ダーッキュ

の万言呂の仇呂が？いていたことがあったか，それほど庶酎リなしかもおかし為を感適しむる．ダ

ソ千ユーで中る0また封月する人？ねに巴を食すれば，神に通じ郡走を安ずる物〔盈全も半と云う。

（1現グッキ．ユ翌し－マ示二レ）一軒の随下などに沿うて遭え込まれた。rしてある夕慄鋤も

∵上根晶隼ではこ甲呂が通呂となっているが，紬こアサネゴロの畠もあるJ皐郁三澤の将には

肯口紅‾ろに至らず　外盟か言言ってから杭き始める故椚霊坊の昌がついた。ダッ÷ユまた豆プリ

キ　バナの了は勿言その告景守甘苛　の形状に董らいたも¢元云る。

rHのク＿ノベす　けクマノ）一笛こ裁賭される工主要であろ。蓑は肩平で椚ナタ状に変するので

こCつ筈がある。約二の性差雷上記正目2に，タチハキ払出万言タチハ刀ハキハ．豆ノコ、ト由とある。

跡こ仕iている家族の安泰を祈』毎食の卓上にこの素のままを昆LLに載せかげ膳として供えたり
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慨児島市）したが，大隅では，旅に出る人，軍に′9～人などがこの豆を持参して行くことにな

っていると云う〔大隅肝属郡万言集〕？痩身の人をよく，タ，パケのように痩せていると謹する

ことがあるのは丸味のない稜の筋ばったこの葵を速博してのことである。若いサヤは漬物にして

食べる。福入店にはよく用いられている。

（，146）タップノキ　日ヌビワ）－随所に自生の多い落葉高木で枝葉は乳汁を含む0熟某は紫黒

色を帯び子供達は生食する。葉は山羊，ウサギ，牛馬の好物である。細葉のホソ′ヾイヌビワも普

通に見られる品噂で．これの葉柄の帯紅色甲アカジクホソ′ヾイヌビワもある0小枝は，しばしば氏
l・二こ

神などへの供物の箸に用いられることかあり（吹上町田尻，戸越氏）また金峰田浦之呂で堕，コ

ウゾ（カンノヰ）の剥皮した小技で神へ供物用箸を作ったが今は，コタツの小枝を用いると云、

（牢田仲酉氏）0コタッというのは，繭鉄沿準に広く軌、られるイヌビワの万言笛である。ますこ

タポ（上津艮）ともチチコップ（津賢）とも云う．？寧日由旬彩しい熟栗の落下をみた（万世）。

日47）タテ′ヾナ（タチ′ヾナ）一木はキンカン状で酸味強さ小形の柑果を生ず去。新芽にトゲが

ある0、ミカンの台木隼すれば，虫がつかず寿命か長いと云う。野間神社摩沙町）前に1株臆え

られている固執持榊ユ。耳化劇郵喜田導間守の故郵こ因みタチ′ヾナあ花を撃どったものとし、、う。
－　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一、

（148）クマす■力イラン）－今は尊即事鞭ら．れるが，大正末頃まで這栽培も多くな牟？

た。暖地向きの品種改良により作り易くなった結果でもあろう。キャベツが適呂となっている。

○蛮確繍、．．葉大ニシテ無光白ケクリ花は淡頗色〔大和，5の37γ〕はキャベツの一品であ

ろう。．甘藍という支部呂は・本草拾j勘こ埠やて早をて，足摺土藍，闊葉可食云々0また農政全芦
．」一

に，北人謂掌藍とあり，本草綱目に中共葉長春而乳煮食甘味，柊冬不死云々と記され，また

群芳詔には薬可作星，或作乾軋ヌ可作噂綿事クとの，甘藍がたしかに今のヰヤ．‾李ツで鱒

とは疑申しUo．．又櫨卵寒図苧憧鯵，朗，㍉鰭津十打の図は，抽苔開花巾のもので，ヲ÷

ルラビ即ちカブ定言ン甲種あって説明に，限大有十嚢拍軍，生食醤食，不宝飾也云々とあ

る故今日の結球キャベ’ソ即ちタマナではない0しかし現今では，支那の孝では1千千誓、ソを甘藍
ヽl

としてあるDl、華ターンは半結球のカンランで紫や日の品種昼　冬日の草花など観草田ときれる。

椰菜けヤべツ）軍政4」】声57）海外より伝わると云。生物学語彙〕明治17．）．に洋確報

（興）タラ〕タラ！キ）一考左捏ノ上寿お蔭幹隼大小のトゲを密布し，羽柴　に二匹印犬複

賛）は槽頭に簗まって奇聞す’る董？新芽を取りアッペ。倒灰）．であぶり醤油をつけて食べると美

味0酒肴によい。タラノキの幹を割った恒隼モーロケ千．りヌガヤ）．の枝葉は共に正月行事に用

いた（モロム子の項参照）。

1日50）云ンポポ（シロ′ヾナタンポポ）－タンポポの呂は，加世田別芳志蟻には見えないが今は

通名となpている0この地方では時にシロ′ヾナタンポ華を見かけることはあるが，責花のグイず

ポの野生はないDあれば，セイヨウタンポポの逸出し左も甲である0ノゲ＿シャジンバリなどをタ

ン牢ポと思い込んでいる子供は察外多い，00▼？？み花，花責色′にてザんやう，．野際にあり。白つ

つみ花，花白せんやう，たんばぼ共云〔花壇地，4～5〕とあるのをみると，この呂は元寒白花

窪の名前だったようである。
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日51）チカラグサ（オヒシ′ヾ）一畑や路傍の陽地に丈未なヒゲ椴を張り地を固めて生えるため

容易に抜き去り難い。チカラボトクイ（吹上町，加世田市）ともいう。その他コジユコロシ

r87参照），スモトイグサ　網山田），コマ，ナッ（金峰町白川，加世田地頭研一ネズミノオ

も同呂で呼ばれるらしい）などの万言と共にカゼグサともいい椿の分枝の故だけ軍内に台風があ

ると伝えている地方（阿多白川）もある。○知風車チカラグサ，茎の節により大風を占ないとす

る〔大和9〕とか，相撲取草西士ノ万言也雨樋相合栂引而為勝負〔大和諸上31オ〕など記し樋

や茎の図があるのを見れば，オヒシバである。

日52）チゴザクラ（ニワサクラ）－観賞用として庭先などによく植えられる低木で，淡紅また

は白の八重花を3月下旬に開く。シジいヾナをチゴザクラということもある？類品に，ニワウメ

（万言ヤウンメ吹上，金峰町など），ユスラウメ（こガモモ吹上町野首など）がある。

‖53）チョウセンギク（センジュギク）一観賞用1年草0着花のものをこの呂で呼んでシ、てツ

ンベルグ植物誌320頁には，チョウセンソウの和呂が練られている。一呂トでノクソバナとい

う。花戸では，三葉丁字，花黄色なり〔花壇綱目巾〕などサンぺチョウジの呂があって，この呂

は現在でもサンペソシ（吹上，金峰町など）や十トン，ヾツ（同上および大隅垂水市）として伝わっ

ている。同属万寿菊（支部名）〔花鏡〕は紅黄草平という〔光生物品目録2亦29了．ウ〕。

＝54）チョウセンアサガオ　いレコウソウ）一可憐な紅色盆形の花を開く尊草で観賞用に栽培き

れ噂状の細裂柴も変っていて優美な感じである。相呂は嫁紅草。○いろいろの作り物してからま

しむるこ其ごとくこまとふ物なり〔花地6〕。また，るかうの呂で図を載せ，仙人草と共に四っ

目垣にから渡しているもの〔増地7〕もある。我周へは貞事の頃　日684・－7）の渡来という

〔地錦附〕が，ずっと遅れて丸薬ルコウソウ（嘉永壁間1848－53），羽衣ルコウソウ　r大

正初年1912－）なども舶来しているが後二者は稀に見る程度である。積後の巾間種は花か

大きく美しい。チョウセンアサガオは南薩一帯の通呂なので，有毒植物として有呂な細呂チョセ

ンアサガオ　けス科）一呂キチガイナスビと混同されることがある。因みにルコウの綾は凡て繊

細なるものを多く云うと辞源には出ている。

日55）チョウセンザクラ　けマり′ヾナ）－観賞用に栽培されることがある落葉低木。アジサイ

に似た白花を球団状につける。然しアジサ†けガシ′ヾとかウノハナという）は強弁花でおしべ

は10本許，花冠に見えるのは富であちテマリバナは合弁花5本のおしべのあるスイカズラ科植

物である。両者共目立った由性花即ちカサり花のあることまで共通しているとは，他人の空似に

しては手が込んでいる。リンネはこの両絹の区別を明快に記述しているに拘らず，、ソンベルグが

アジサイ属植物をテマリ′ヾナ属として新呂をつけたりしたのもこの空似に見事だまされてしまっ

たので♂）る。

＝56）チョウテンバナ（ヒガン′ヾナ）－原野の陽地に群生し紅色美花を9月に開く。有毒植物

であるが太平洋戦争巾鱗茎を填めて供出したことがあったという。ムラサヰホタルブクロが同万

言で呼ばれたり（阿多，加世田など），チョウテンゲサ（津貫）といわれたりする。この花は普

通紅紫色であるが白買花のものも稀に栽培され，5月下旬より斜下向の花が見られる。‖80）参照。
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日57）チョゥパナ（ヒャクニチソウ）－供花として千日紅と共に最も一般的に家毎に作られて

きた周辺舌状花が一重に並んだ古い型の百日草。サカヅヰ（猪口）状の花形に毒づいた万言呂0

また秋靭花の咲くリンドウも同呂で呼ぶ地方も多い　朋山肌　阿多日用，果噸など）。そして花

中の実　rメシベ）をとって子供達は食べたりした　r白川，加世田など）。○りんどう　朝二咲た

る花夕にねむりて又きかり久敷物〔ね軌　4｛5〕など書かれている。百日章の渡来は，文久2

年　目862）以前の事と云う。鹿児島への伝来は明治になってからであろう。日量郡で，．サイ

ゴドン　鵬郷尉）バナの呂で知られているのは，伝来の頃を示唆しているようでもある。花の丈

夫な割に花頚が膨大して折れ易い郵ま，チトニアに似ている。この草花は分岐多い低木様一年草

で極稀に観賞栽培きれることがあるか，チトニアの呂に満足せず，テンドンヤとふざけた呂に変・

りそうである0

日58）チケす1ヰランソウ）－原野路傍などに多く茎は四万に鉱がる。春日紫花を開くが稀に

白質花のものもある。シロ′ヾナヰランソウと云う。吸い出し薬に軌、る。この全草，ドタダミ

（全章）とセキショウの根茎をすりつぶしたものをソバ粉に混ぜてねりあわせ打撲症や腫物に開

いた。テクサはテイクサ即ち散り章の怠。台湾にて散血草と云う由。またこの革が柵尿病にも効1

ありときく（万世など）。

（159）チテクサ（ノゲシ，ヤクシソウ）－前者は路傍などに，後者は山野に見られる。キク科

植物には白色乳液を出すものか数多あり，これらで特別な方言呂のないものはすべてチテクサと

呼ばれる。またシマ二シヰソウ，イリオモテニシヰソウなども殺地の雑草でチテクサの一つであ

る。チチコップ（津貫）はイヌビワのことである。

日60）ヂヤンモ，（ツチトl】モチ）－クロキの根に寄生していた（菊野氏）と云う。1ユ月頃

出る花椿は樺赤色で雌花はかりの集まりである。アカヤンモ，楠蘭潤一措）とも呼ばれる。

根茎をついてトリモチにする。○ツチヤマモチ…・‥日向キリシマ出産，椴ヲ水二浸鴇ケハトリモ

チトナル〔物品惑呂拾過，乾〕。また花穂帯黄色のキイレットー）モチは雌雄同株である。磯間山

」二にもありトベラの根に寄田している。

日61）テンダイグサ（ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク）一原野路傍に多く荒れた畑地は

これらの帰化植物か一面に群生し易い。越年輩であるが冠毛のある種子は風に従って飛散し発芽

し易く繁殖力は極めて旺盛で婿くべきものかある。またサイゴグサ（吹上町や小湊など）とも呼

ばれるのは西南の役の頃の伝釆を意味するようで，テンダイグサも熊本鎮台が攻めて米た項にふ

えた草の意味であろう。牛の飼料にはつかわない。同属の帰化種にアレチノギクがあるか全草丈

低く，冠毛は帯紫褐色になるので区別できる。ヒメジョオンも同属帰化種で至る処に多く舌状花

は描淡紫色で長さ7～8甜乃位あって他種に比べて見栄えがする。

日62）テンダイバナ（セイタカアワダチソウ）－アキノキリンソウ属の外来種で随所に群生す

るのを見たことがある。黄色小頭状花を大きな　状穂につける。アワ′ヾナ（吹上町，高倉など）

といったり，茎の鴫細が目立っているので，スッポンボン伯吉，吹上町など）と呼んだりする。

テンダイブサに草状が梢似ているが叢花か美しいのでチンダイバナというらしい。
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日糾）ツガ（トウガ）－トウガンとも云うがこれは，もと江戸万言の由。栽培は稀であ＿る華声

い疏菜の一つである。農業全書巷3の図は，丸形のもので，冬瓜又一種なかきあり諸国に多jL？
fソ‾‘こF′

京には長きはなしと付記し，また「庵味噌の類に積。又ハ手酌〕ごとくしても夕がおにをとらず。

殊に性のよき物なり」と云っている〔同書，30－31γ〕。本朝食鑑3には，近代膚後采之煮

熟而殖然不為上餞云々と記きれている如く，さほど味のよいものではないが，’支部では古来その

庸子が射用として用いられている。白冬瓜とも呼ばれているのは，霜後果皮に白粉を布くからで

ある。万言ツガは冬瓜卜！グワ）で，人呂蔚郷を、ソゴと呼ぶのと同類である。

日65）ツヰデノ，い、ナイキダ）一山坤に自生する落葉低木で雌雄別株0薬上申脈の巾掛こ小

単性花を咲くから花筏の呂かある。枝は緑色で髄オ咽立つ放言この方言かある。髄を突き出せる

からである。所葉は摘んで食べられる。葉か－見よく似た木にキブシがある。これも山巾に普通

に見られるが，早春葉に先立って帯赤黄色（容）や緑色（♀）．の花房を下垂している様は注草を

引かれる。ジンガラノッ（大木場など），ナベト1ノッ（堀切山），フタタキ（鉄山）などの万、＿ノ

吉呂かあるが後二者の意味は未詳。干シ与　に色）キブシは，磯間山で採られた褐紫色の花弁の

先瑞にわずかに着色を残している品種である。

日66）、ソスロコ　rカンコノキ）一陽地に自生する落葉低木で細枝の先は刺状に尖る○樹皮の幸

れいなものは，床柱や床ぶちによい。堀動力では，ワッロコ！少ときいた0カガイ（ワラ製小型

の袋状モッコ）編みの時，亀を巻きつけるワッロコなどをつくるが，1ブタ（ネズミモチ）など

重い木で代用することもあるという。開聞町（揖宿郡）では，ツズロコという。ハナシトマイギ

（黒噸）ともいい，この枝はあたたかいから小鳥のとまり木に用いられることがある。またスズ

メトマイギとも聞いた（黒蔚）？

日63）テンチョロゲ千ソユクサ）－テンチロー）ンが通呂で各地でいろいろ変化してき、る？随所

に多い雑草で，チンチロリン（マツムシ）など昆虫によくたべられる。牛の飼料にし弄り準の餌
e、′一　、

にしたりする。戦時巾は，この乾草をつくり供出したが，雨天には，新薬が再び伸長して乾かす

のに苦労したという（阿久根方面，笹原節男氏）。花の色に変化か多く，シロノヾナツユク叶，ウ

スイロツユクサ，フタイロ・ソユクサなどはこの地域でも時折見かける。スジウス1ロツエクサ

（新称）はウスイロ、ソユクサの葉に自条があって時には竜にも白斑かあるものである。加腹旧市

唐仁算の産で珍らしい。マルハツユクサはツユクサより小形の花を開き，葉は育毛，卵形波状緑

地下各節毎に生じ仁開花に結実する。畑地の雑草で、ソユクサより少ない。ツユクサの支部呂は，

鳴距草が通呂となっているのに対し，マル′ヾツユクサは火炭扇〔種子植物呂称〕，飯包章〔広州

脚勿検票哀〕，竹蕪栗など統一きれていないのは何故だろうや。甑ヒ省で隼，ヨウサイ（兎葉）

がよくガ那加こ作られ，土人はツーエー、ソ了イと呼んでいたカ上同母の県志やこは，竹葉菜の昌で柁

せられていたeこの野菜が描主撒，加担m高佼内の巾庭（多分今の現車の附近樗当る）時忽然そ

の姿を現わして淡豊の花を開いているのを発見してびっくりした．ことがあ．ろ。，′台湾方面からの引
・‘、‾：・

揚者の将釆した種子がもとであったかとも思われるが，省みれば意外なことであった。郡叶24

年夏だった。
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＝酌）ツヅラ「ソゾラうジ）l－山地にある落葉藤本でつろさま長くて健物にまとし「つく。こ乾・・く．と

黒褐色で縦条多く’平滑で極めて丈夫である．。ツ・ヅラフゴを編み，まなパラノ杯翠の箔）や箕の縁

を巻き′ゆわえる為よくつかわれ為。向科のアオツゾラフジは，山野に普通で育毛，果実は球形黒

糸表面奮白粉色を措びる。つるは軌、l。ノヘスノバカヅラは常緑，＿襲坤よ病状に着、く′のですく－わか

る。果実は赤熟する。前者はヰ，ネンガラメ（北薩宮之城など）．∵ハトヰビカズラ（同地）など

呼ばれているか，日置感ではノブドウのことをキ，ネンガラメ，卓，ネンカメラなどいう。

日68）、ソズンボトクイ（コブナグサ）－原野の稗湿地嬉多いユ年小草。葉縁は現状になってい

て，穂はメヒシバ様の出かたをしているからの万言呂である。溝辺にあるチゴザサや林下のチジ

ミササなど何れも葉のへりに波状のしわがめだつ同科の小酎ごから同じ万言でよばれているかも

知れない。

日691ッワ「ソワブヰ）一山足斜面などに・自生し晩秋黄花で山野を飾るが時期外ずれに開花し

たものを見ることもある。ツワは古い呂である0都波（出雲国風土記〕つわ〔花増も　花地4，

5〕都和〔花譜下〕豆柚〔和漢三才94・之末〕などと記され，また，ツハ，一呂山フヰと云世俗

庭再にうえて玩ぶ〔大和9〕と云い，一葉と花の図が書かれている〔同育諸品図上，之，ウ〕。

良安は，蕗と比較して．茎，葉，花の違いを殿も明確に区別している。而して茎葉は′少でて苦汁を
ふくとう

去り鏡となしその葉は魚毒を解す。河豚魚（フグのことでこの呂は南薩万言にあり）の轟に．今圭

った者は生食すれば，しばしは効あり。また馬を飼う．には，アザミやクズの熟こ劣らず。九州の

人は今も亦寓に疏菜として之を食うと述べているのは興味凱、。率軍今も春の山菜として煮しめ

などにすれば一種の風味かあり，薬用としては粟を広げたままあぶって腫物の吸出しにし　けヤ

ン′ヾコウという），ムカデにさされた時，葉の汁をつ・ける．と痛み止め隼年、る．と云う　r大浦など）0

ゴッ・ヾンノL、‾の竃は，由布施つ金峰昭）などに限られた万言のようで．多子。和呂ツワブヰのフキは

後世ことさらに附加し‘た一もので蛇足であろう0ヤマブキとかすワブヰならまだしも導呂となって

いた－ッヮをッワブヰとする必要はなかろう。しかし「葉形ふきユ似テ厚シ。酢「テあっ昼ふきヲ

崎Jテ此呂ナ●り〔救苛癒物集説抄〕の通り，千年以上も朗からあった観波いソハ）の以前にア

ッハウキの翫凍在していだのなら，上の愚説こそ蛇足ということになろう。花の色変り品に，

ウスジロツワラヰ，‘ヵタノメンウス．ジ、ロツワブキ〔加世田近傍の植物万言〕、乍どかある。

日70）ツンミノッ　仲ブニッケイ？）一赤実と果実のものがあると云う0・！ソン．センノッ（小湊

堀切山々ど），ツンノッ（吹上町和田など）・はいずれも・ヤブニッケイのことである0，翠璃万呵郷

土誌‖一909）には，、ソシノヰをイヌlブスの万言呂として．ある。

（出）デのモ　rクワズ寺モ）．二時に観賞のため栽壊されることかあるが，秋目方面には野生

がある。こ天成芋の急で，成形図説庭弘法大師にまつわるこの芋の伝説が再かれてい．る。煮ても焼！

いても食べられぬものにデシなつけて，デシゴンニキクなどの呂もある。大株には9月紅栗を終
′l、

一1、0

＝72）デッマメ　けイズ）l－夏作物として植えられ，豆は用途が広い。藩政時代は，‥水田の緑

肥としても作られ1雑感大豆即ちゾハマメと呼ばれた。○大豆末米今久呂宋米〔多識笥3の2〕
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黄大豆今寧末米〔同上3の3才〕。古来重要な作物でこの地域では，「マメは八十八夜に植えよ」

と云われる通り夏大豆が作られる。和漢三才図会には，立夏センダンの芽の出る頃播き，立秋に

収めるのを夏大豆と云い，「夏至の鳥也」と云う諺の通り，大抵は夏至の十日以前に下種するの

を秋大豆と云うと出ている。豆の色に黒，黄白，縁その他斑のあるものなどは古くから区別され

ているが，花の色については，小白花を開く〔本草欄日　〕とあるからこれは白花大豆である。

事実筆者も白花を湖北省で観察して珍らしく思ったが，最近の中国主要組物図説には「花白色或

紫色」〔同書豆科651頁〕とあり，我国の図鑑では「紅紫色戎ハ白色」などと書かれてある‘。

然し学問上の種呂は，紫花のものにつけられたようであるから，白花大豆は，ベルりダという品

種になる〔ドカンドル植物自然分類予報丑396〕。野生種にツルマメかあって長いツルで地物

に巻きつく。ダイズと比べると菜も小さく，小葉は小型であって細長い。加世田付近に時たま見

つかり9月に紫紅小花を咲き，有毛の葵ができる。類似品に，ヤブマメが随所に見られるが，小

葉は広く，花は梢大きく，葵は縁辺だけ有毛であるし，地由に開花か結実するなどでよく区別か

できる。ダイズは加工食品として広い用途があり　ミソ，ショィ，オヤシ，オカべ，キラス（何れ

も万言呂）ヰナコなどが思い浮べられる。豆餅（支部呂）は戦前，多竜に肥料用に輸入されたあ

の円盤状の豆粕だが，それが終戦当時は面接人の食料に豹変した苦い経験も想い出される。

＝73）デノッ　rショウベンノキ？）－カキ（柿）を接ぐ時の台木にするという。虐政時代重税

に苦しんだ農民か，柿の木に課税しようとした役人に，カキ（柿の実）はなってもデノキと云い

張って上納に反対したという伝説がある。ショウペンノ与は，三田葉の大木になり，10月緑や

黄色の果粒をつけているのを山足樹林中に見かけることがある（吹」二町など）が，上津貫にもあ

るのだろう。樹皮は腎域の薬になると云う（故葡野聖二氏）。またデノッというのは，堀切山や

知覧町などではゴンズイという全く別類の羽状葉の木のことで，ヰクラゲがよくつくという。デ

ノヰは台木の意で，ダイギナ（宮崎県東臼杵郡北川村など－倉田悟氏による）とも云われ，この

木を台木とすれば何でも接木が出来ると言い伝えているという。またメドリノキ（大浦町大木場

の万言呂）は，芽立ちを食べるので，芽探りの木の急味だろうか。食否は辞めなかった。北面で

は，ゴンズイとクサギの葉などと混ぜて食用にする山村がある。ゴンズ丁は山林陽地によく見ら

れ，9，】0月紅栗は裂けて窯実が見え人目を引く特徴のある木だが，東野きんのいうデノヰの

正体はどうもこれには該当しなかったようである。

＝74）テハレ　rムサシアブり　一柿下に多く春先暗紫色アブミ状の苛を具えた肉鯨花を，雌雄

別棟に開く。大和本草諸品図上には，テンナンショウと並んでこの種の茎葉，花，栗の粗図が所

かれてあって，其実如董萄黍紅色など記している。この草は串草ではあるか，好事家は観賞用に

用いたらしく，その実は天南程や万年青（オモト）に似て紅色，冬には葉は落ちて唯樺子か見え

る冊手ごから，側に石針ヒ言バ）を憶えてその葉に見せかけていると書かれている〔和漢三

才95巻〕のはおもしろい。南薩では手をふれるとはれると云い伝え子供らは，恐れてうす気味

詔凱、草としている。テハレオンジョ　塙倉）テハレゴンジョ　伽世田）テハレゴンゼ（久木野）

テハレゴンゴン　催買）テハレゴンチ（舞敷野）テハレボンボン（万世）テハレゴンニヤク　0日
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辺）などさまざまに呼ばれている。この赤い案をヘジノ　ミ，ヘビノゴハン　は置那）時にはヘビ

ノガラン（加世田）ヘビのマタラ（阿多）などとも云う。この類で柿下に見られる種類にマムシ

グす，サイコクウラシマソウなどがあり，後者にはクチヒゲウラシマソウ，アオムチウラシマソ

ウなどの変り物も、鐸集きれた（それぞれ長屋山麓及び吹上町今田）。この外畑地付近には，へッ

ノク㌣ヤッ時にはへッノシャクシと呼ばれるオオバンゲ，ヘビンスというカラスビシャケなどか

見られることがある。天繭星日向薩摩之産屋艮の文字が和漢三才函会に見える。これは多分マム

シグサのことであろう。薬効は，碩学梅村甚太郎氏民間薬用櫨物議に詳かであるかこの章を雌雄

同株のように書かれてあるのは手違いであろう。

‖75）デモタケ（タイ　ミンチク）－またデメダケともいう。この笹で革帯をつくる。これのな

い時は川べりなどに多いホタルダケ（メダケ？）で作った。馬屋のソラ（天井裏）の物置の床と

してはデメタケを丸のまま鵜で編んだものを使えば虫がつきにくく保ちかよいとも云う（金峰町

など）。

fl76）トイモガラ　い、ス了モ）一葉柄を食用にするため栽培する。刺身のつまやなますに五七

りして食べる。蜂にさされた時，茎汁をつけるとよい（吹上叫など）という。　奨白味を輯び柄

太く築身はシャンと斜に立っていさざよく見えるが，柄には隙間多く，イモガラボ，ト　休刀）

である。

＝77）ドキンスイッゴ（ホウロクイチゴ）一柿下に多く群生する大葉大形のつる性イチゴでト

ゲが多い。またバライ　ッゴともいう。薬は単葉円形に近く大形，果実は赤熟して食べられる。摘

むと栗栖より容易に解れ大きな穴かあいてそれが士娘子　rドカンス）即ち茶釜の形に似ているの

でこの呂かある。ウシノペックイッゴ（日吉，吹上，金峰町など）は葉形から牛糞を想い出して

つけた呂でその他ウシイッゴ（日吉，吹上町），ズダイッゴ（吹上，川辺町），ダンサイッゴ

（吹上町，舞敷野など），ドクワンス　f小湊，笠沙黒鯛など），ヒゲイ，ゴ（指宿市），ブタイ

ッゴ　旧吉　吹上町，津貫，川辺町など）などいわれる。バライチゴの小形のもので，葉が小さ

く茎は地をはいトゲは痛くなく，果実は赤く食べられる種類がある。この草を牛に与えるとノド

アッができ粕という。治療には，塩でこするとよいという。加世田名勝志帳に，シホズルという

草があり，内山田（西尾など）にシオツイイッゴという万言呂か残っているのは，フユイチゴの

ことかと思われる。

＝78）トキッノヨメジョ（トウモロコシ）－屋敷円や家近さ佃の端などに栽培することかある。

我周へは天正1年　目573）の舶来という〔新撰日本物産蜂表55貢〕。多末岐比（タマキビ

〔多識詩3〕，南蛮黍，唐毛呂古志〔食鑑1〕。○玉葡黍，畿円にてなんばんきびといひ，朗康

にてはたうもろこしと云ふ，日向高知穂にては足を作りて朝夕の糧とする云々〔広益国産考1〕。

雌花の穂は長い糸状のヒゲの花柱を竜の先から出して所謂嫁女の頭髪を思わせるが，この密色を

食鑑ユには，章上出自碩垂垂，後変紫赤云々七記している。艮安は，本草欄日の記述は甚だ詳で

あるがと前おきし乍らも・憎上雛出す赤黒色にして長さ4・’5寸刻煙草に似たり然るを日額

と謂者異なるのみ」とヒゲの色を問題にしている。成形図説19には，此もの三種あり・‥紫赤な
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るは粘り，黄白なるはねはらずハゼとなすには紫赤を任とす‥：‥華切出を尊児婦女と目て観ぷ其

形上己の棲人に肖たれば也な▼ど述べている。上己の櫻人とは，三月節句の姫人形のことである。

トキッ（トウ．キビ）の万言は本来このトウモロコシのことであったが，何時の間にか，薩摩七は・

萄黍の万言にも変。てしまった。モロコシの一種サトウモロコシは，カン1ヰ㌧1万位）なと呼ば

れ子供らが，20、一30の瑚こ切ったこの樺の外皮を地でむき，由の淡緑色の組織をかみしめては

その甘汁を吸ったのは明治以来のことである。トウモロコシの梓も同じように汁を吸うてみるの

だがこれは甘いというよりは塩っからい味で，カンネッの魅力に及ぶものではなかった。本物の

サトウキビは，誰かつけたかスモイトサトヰッと呼ほれ，田舎角力の秋場所などの出店に長い値’

で売られていて樺は太く節間は短かく，それが大抵花園へ弓なりに曲っていた。枕崎方面からの

ものと聞いた。さて，トキヅの呂がトウモロコシ，モロコシに混用されるのをさけて，ヨメジ弓

をつけて区別し．た呂が，ヨメジョヰッ　r通呂），ヨメジョトキッ（知覧など）または単にヨミ′ジ

ヨ（鉄山など）であり，ソデキッ（白川など）はサト．ウモロヲとのことのようで，畑の耶由など

に植えられるからついた呂であろうか。黍は，加世田呂勝志帳に昼，春キビ，秋キビ，小キビな

どの呂が見るが，現在ではその栽培は殆んど後を断って，コヰッ，ダ養，など由呂のみ残っている。

日79）トコロテン（ニガカシュウ）－川堤防巾のヤブなどに絡みついている円形の大きい葉の

つる植物で－呂マルハドコロとも云う。茎は右巻きで紫務があり新築は帯緑褐色先端が尖り形色

がめだっている。紫色の細花の房は下垂して見事，ムカゴは哀面凹凸があって苦も’塊根は丸形－

で硬くヒゲに被われているがトゲのようである。食べられない。また単にトコロとも呼ばれ，1オ

ニドコロにも通用され，カ丈デドコロなどにも当てられる（吹上耶藤元，堀切山な‾と）。オニド

コロは，7月頃黄緑の細花を開き雄の花房は上向している．0ツンベルグは，彼の新発菱のカエデ

ドコロの条下に，果実を′、ナタカまたはカラスノセこと云い，鼻柱につけて遊ぶ志壷記し，また

俗にトトコロと云う呂を引用しノている。南薩では，トコロといえは，椴は苦くて食べぢれ融一旬由

となっているが，我国ではトコロの昌は古く，食べ得るものと食べられぬ、もめかあってそれらの

種類の実態はつかみ軽くい。本朝食鋸3には，トコロ（野老）は処々家閲に多く之を値ゆ∴要円

末で花は三稜あpて應梗の微花の末だ開かぎるが如くLィて草色…由を秦熟・‥‥食味若くして．甘し

山rp自然生のものは肉痩せ甚だ味太だ苦しとあるが，和漢三才図会には，トコロは小白花を開．’き

…其根長嶺多き為野老といい海老「チビ）と異に遍祝の食品に充っとし，気味苦甘相半Ll之を

煮て食えは甚だ任也。山紬自然生は肉酎ご苦く鬼野老と云うと記してある。’その上わざわ甘十・ト

コロ，ケイモ，ツクネイモ，ナガイモの葉の比較図をのせ共同を弁じているのは爽味疎い、占億益

国産考射こは，トコロは，花は黄色で之種類かある。1は葉少し轟くやせで毛喪ぐ苦味多きもの

で俗にオ二ドコロといい，＿嘩隼車少なく　佃に）苦味大いにうすきも’のせ和呂アマ←コロという。

前者の実は唐日臓の如くして雌であろうし後釦ま，実鰍こ平たく洲痕のごとく之雄なちんといい

トコロは何回ほても極月に掘りて蓬莱のかぎりに相ふるのみにして常に堀中て食の助とせしこと

をきかず云々。同書の図では，アマドコロの葵は円形に近く，今呂のヒメドコロではないようで

ある。ユ昭、トのアマドコロの根茎はほ走していて之を堀り取ってむして食べると甘い。朝鮮半島
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中部山村等終戦の翌年6月に之を味わったことがある。・土呂トウングレはトコロに通じるようで

もある。

日80）トジンバナ（ヒガン′ヾナ）－古老たちの呼呂でまたトズン′ヾナと云われるが一般にはヒ

ガン′ヾナまたはマンジュシャゲという和名で呼んでいる。この草は有毒であって葉時の草立の生

態がスミラ．いソルポ）に似た所があるの．で，ドクスミラと呼ばれ，・ソンベルグ植物誌（380頁）

にもこの呂が見える。繭鹿では，ツルポをスンナ，スツナなどというので，ドクスッナ，ドクス

ンナと云われていたのが，ドズン′ヾナ（吹上町），トズッナ（円布）トズンナ　r万世相号）など

に託ったものである。出水市では，ケサバナ（袈裟花）というが，ケサカケバナの縮まったもの

であろう。阿久根の漁民は，ヒトクチダコをとるのにこの腐茎を二分して用うるが，終戦後川辺

郡笠沙町など隼もこの法が伝わった。淡路などでも蛸の餌として漁に用い，タコイモという由

嘩歌山県植物万言集77頁）。○和漢三才図会に，葉は紀州では蜜柑滝の巾にしく。小児花茎

を取って寸寸之を折って念珠を作って頚にかけて遊ぶと記している通り，今でも同様なことをし

て遊ぶことがある。即ちこの茎を交互に折り丸い輪を作り，首にかけると赤い花が胸のあたりに

きてペンダントのように年る0女児の遊び（大浦など）としてほほえましい状員である0また同

書には，泥土とませて壁を塗るとネズミの侵入を防ぐと実用面も香わせている。○支部巾部には

シナヒガン′ヾナの野生があって，ススキの厚の陽地に秋日貞赤な花の群生が見られる。わが国の

ヒガイ′ヾナの炉種と見られている0同属のショウキン債花）は，南薩では多く栽培され「切花

に使われることもあるか，これに似て花べんが狭く白貫のシロパナマンジュシャゲも稀に栽培き

れる。周辺町清水では，ヒガン′ヾナと混生していたという。これを見ると花は，ほんのりと淡赤

くあけぼの色であった。野生らしいというが確認はできなかった。本種はヒガンバナとショウキ

ランとの雑種であるという論拠がある。ヒガン′ヾナは不稔で子房も肥大しないが，開花時花茎を

切取って水きしにしておけば，果実だけは大きくなる。シロパナマンジュシャゲも同様な結果が

見られる。（156）参照。

日81）トッガ（トキワススキ）一陽地に群生し草立は壮大で冬も枯れない。大きな花椿は6月

の切から出て7月には大方散っ，てしまうが，ススキは9月になってから椿を出すものである。

貞夏の出庫を珍らしがって，いちはやく写貞入りでもう秋の気配が見えたと許り新聞が報導する

のはこのトキワススキである。本物のススキは，なかなか値を見せない。何年か前，由秋の呂月

への供花に間に合わず，たしかモロコシガヤを代用したことを軌1出す。トッガは，トッガガヤ

トップワンホなどとも呼ばれ穂率みのものは食用にされることがある。梓葉はかわかして炭俵を

つくったりした甲でダ．リガヤ（吹上町など）とも云われる。ダッというのは炭俵のこ－とである。

また煙草苗床のカ．ペせく用いたりする。

日82）トッサゴ　陣ウセンカ）一庭先に古来よく植えられ，白や赤な、どの花が菓間に見えがく

れする状は，親しみ深いものである。少し長日の緑栗にふれると果皮はすぐ裂けてラセン状に巻

き込み，由から勢よく倭子をはじき出す。巻いた果皮の形を巻貝1サゴ）に見たてた万言かと永

井亀彦先生は云っておられた（昭和24軍頃）。ホウセンカは，下学集（文安1年即ち14，44）

－69－



には見えず，易林木節用掛こは出ている。多識編　目612）には，鳳仙今寮保耗奴岐俗云保字

壮年久細と記されている。〔巻2の18丁つ。金峰町田布施の田植桶の歌の一節に，「一本苗

（ヒトモトナエ）は米（ヨネ）の八石，痛めの雨ははらいばらいと降りこむ。トッサゴの花は取

れは手にしむ，霧島山は黄金はなさすお城が山は一朗は大川今ここ通る紳呼物め叫というのがある0

本草欄目では毒草の部に入れてあって，鳳仙花というのは，その花か飛禽の状だからついた呂で

女人はその花と葉を乗って包んで将軍を染めると云っている。マニキューアーは古くからあった

ものだ。またこの花には蜂や蝶も近づかないと書いてあるのを，艮安がとがめて，そんなことは

ない，特に蝶などは喜んでこの花の蜜を吸うのだとむきになっているのもおもしろい。

‖83）トッノッ（ヤマモガシ）－トンノッとも云う。生長は早く樹皮は赤味を播び長葉で鎌の

柄などにする。割れやすくて薪にもよいという。加性田昌勝志帳には，トキノ木の呂がある。薩

摩郡ではカマノヰというが万言の意は，銀，釜何れに関係があるのだろうか。火ノトキというの

は正月火のタネを断やきずもやす薪株をいうが之につながりかあるのだろうか。この樹は南方遥

かベトナムまで分布して越南山竜眼の呂で呼ばれている。山竜眼というのは，「広巾に出て，色

青く肉竜眼の如く夏目実熟す食うべし」〔本草綱目による〕とある。筆者は残念ながらヤマモガ

シの栗の味を知らない。

日84）トベラ（トベラ）一山杯串に普通に見られ，4月下旬から5月にかけ白花を開き，シャ

リンバイと花期が同じである。牛の飼料として好まれる。また牛の薬にするという（赤生木笠石

など）。葉に異臭がある。「トベラ，除タ二回俗此木ノ枝ヲ扉二挟ンデ来年疫鬼ノウセギトス故

ニトビラノ木ト云」〔大和諸品45才〕，また和漢三才図会には，扉木，正字未詳，俗云止此良

乃木，今云止閉良と出ている。・磯問LL伸では，この木の根にキイレツチトりモチの寄生が見られる。

日85）トラグン　けワシログり　－野野暢地に自生し10月下旬より白花を咲き，翌年6月結

果は生食きれる。ムッグン　倭グO　という所もある（吹上町，金峰町など）。自在紬こは最良

のもので，子ガカリの万が昏ばれる。カラダケ（マダケ），モソダケ（孟宗竹）など自在竹に用

いられるが，ハチッダケ　い、テク）は光沢が出て最もよいという。コサッにはカシなど堅木を用

いる。砂地にクロマツ植林の時は，アキブミやナワシログミを肥料木として間作する。

fl86）ナキビシカズラ　レブドウ）一随所に多いつる草で茎を切れば水液が出やすい。切った

葺を一万から吹いて水液を出して目薬にする。ナキビシはこの敬の呂であろう。∴ヒ津貫では，′ヾ

イバfカズラという。長野県の一部では，ナヰビショというのはクマノミズキのことだという。

ミッカズラ　性に酎捏耶），†ンガネッ　伯吉町，金峰田，加胤軋　枕崎など），ガリガリカズ

ラ（小疾，久志今岳など），カライガネッ（恩確など），ヰッネンカズラ（吹上町，金峰町など）

トでッガネ（堀切山）など呼呂が多い。○紫葛，葉もつるもかまえびに粉るばかり似て実のかた

ら丸きようにして丸からず不形なり・一所に四五拉づつ付くふきにあらず大小まぢりて付，邑青く

じゅくしてうす白く後になりるり色に成ルうへてなかめ有〔広地7の29〕

rl87）ナスッ（ナスビ）－最も普通に栽培きれる。多く煮て食べ喝には積物につくられるがそ

のまま生食することは殆んどない。古い作物で，奈頑比〔和呂受恒が現在まで通呂となっている。
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t

形は丸形と長形，色は青紫白と青紫黄斑のものなどがあったけれども，白くして銀の如きものは

味が佳くないので栽膚は少なかった〔食鑑3〕。そして丸くして紫なるを作るべし〔慮全3〕と

ある。下学集13に，茄子又呂落線…‥花時取葵布格人践之則其実多生也と多収法のマジナイが

記してあるが，之はもと支部から伝わったもので，「欲其子繁待其花疇収集布於過払以灰壕之人

践之子必繁也俗謂壕茄子個人多焚之甚美」〔西陽雑姐〕とあるを見れば跨かれる0昔は華く漬物

として長掛こ利用できるので喜ばれた。塩をまぶす崎に，「これはお前あ塩亘よ」とマジナイの

吉葉をかけてやれば，よく茄子に染まって色が久しく変らないのは不思議なほどだ〔相模三才）

と書かれてある。これは支那伝来かどうか知らない。食鑑3に，然トモ今本邦夏時ヨ年秋ノ末二

至ルマデ生茄ヲ食セサルコトナシ上下好デ之ヲ嗜ム或ハ香ノ物ト作シテ常食ス云々と出ているの

を見るとナマの櫨でも食べたものと思われる。しかし墳物としては一般的であったので，「茄子

の塩蔵せるを種としてうふるによく生ず此奇事也」〔大和，附1〕などの記碧も田るのであろう。

両虎にもナスビにまつわる習俗が数あるに違いないがまだしかと辞めていない。初物は値のいい

ものだが，京都東寺辺ノ里人茄子ノ切望ヲ目簡二人レ茄子一ツニ文ニッ三文二売1）シト云〔墳遁

笑覧〕。貞学年間　日684！－6）のことである。ナえ豆一には，果実が局平になった奇形のもの

ができることかあって昨年そんな果実を珍しいといって櫨けてくれた生徒がいた。

rl88）ナッデデ　けツダイダり　一昔は屋敷起りに各踵柑橘を1－2陳ずつ自家用に植えてあ

った家もあったが今は店先で容易に入手できるので在来種もあまり栽培をみない。ナツダイダイ

は，小学校で行われる1日遠足　rエンコウと云った）の時などよく携帯した。ウジュキッ，クネ

ッ，カワ′ヾ夕，キンクネッ，オンシュウなどの品種が古くから作られていた。これらの巾には小

学佼卒業記念に明治末に臆えられたのもまじっていた。クネッは厚い外皮もたべるものだと殊更

にその旧い綿のような甘苦い皮を味わったり，砂糖をませた黄粉　けナコ）をミカンの薬で少しノ

ずったしなんですくってはロに入れた幼時の爆い出を時つ人も多かろう。元釆柑橘の葉は単身複

葉というつくりになっているので匙に使うことを思いついた一つの理由でもあろう。葉形につい

て「凡橙ノ栗本二刻昧有テ段ヲ為シ果ノ姦ヲ見ルガ如シ乳柑（クネンポ），柚，温州橘（ウジュ
l

キッ）サンズ之類憤然也蜜柑相子…‥・之類葉徽牽クシテ殴無ク狭ク環シ」〔和漢三才〕とあって

同割こ，橙　げイダ十）など5種の薬の図が示されている。単にダイダイというのは，ショガグ

デデ0時にショガシデレと舐る）で正月「義視の果」として軌、られているか食べられない。栽

培は稀であるが冬日樹上の巣はあざやかで橙黄色傾く緑葉と相映じて見事である。夏になると

「疲た青に変じ新旧塀ずべからず故に俗に呼んで代代と呂うく」と。また隼を経たものは皮か硬

化して褐色になるか之を「畑腰の具」とするとも記している。皮の燻煙で夏月蚊通りとすること

は昔からよく行われていたかこの故にダイダイを俗にカブスと云っていたと見える。今も本邦い

ずこかにこの方言が残存しているのであろう。画虔海岸地帯では，ハマゴウを蚊遇に焚く。種子

島ではカフスメの呂でこの植物を俗称しているという　晒之表市など，平頗定行氏による）。蚊

が橙皮に駆逐きれたように，橙皮が蚊取線香に駆遂されつつあるこの地では今度は線香が「健康

都市」に駆逐される日はいつだろうか。
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rl89）ナンキンイモ　けトイモの品種）一古くからある栽培品種。新芽は紅紫色で晩生種0長

崎に多し常の芋より味任し〔大和付ユの8〕，都芋日向わたりにて称ふ南京芋とも云り栗輿にて

黒茎（クロガラ），遠江などにて女芋と呼べり〔成形図説22〕など見えるのやi午れで奉ろうか。

今呂赤芽芋というものに当るようである。

fl90）ナンテン　けンテン）一手洗鉢付近などによく植えられる。年寄りが倒れかかった時な

どこの木につかまると難をさけよくなるという。冬季赤実は見事であるが，自実のものも稀に

栽培きれろ。和漢三才図会に，近頃子日南燭を出す以て珍と為すと田ている0シロナンテンは薬

にする。ナンテンは葉を肴の掻数などにすることは我邦古来のならわしである0南天を南燭と同

じだと混同したゐは明らかな誤りで，後者は，今呂シャシャンポのことである。下学集141に，

両天日本ノ俗南天竺ト云ワハ何ゾヤ云々と見える。摘芸品種が多い。

日91）ニガゴイ「ソルレイシ）一果実を食用にするため栽培きれることがある。苦瓜，右加古

字利一云蔓務枝〔和漢三才〕とあるを見れば，ニガゴウリカ華呂のようである。救荒本草には錦

為枝（キンレイシ）の呂で出ているが閻広の人は，苦瓜と呼んで迫疏としていて必ずしも救荒で

はないと別人の寿より註記している。瓜読疏を書いた王世懲ま，泉州にあって城中遍地を見るに

之を植えて袈瓜と名づけていて形は梢此錦為枝より長いと云っている。これはナガレイシであっ

たと思われる。この長い‘万が食用によいと書いすこものがある。熟采は，「きぬのつきたるあかき

巾子を小児くらふ昧甘の〔菜譜巾〕と記され，甘味品の少なかった当時としてはありそうなこ

とである。現今この地方では若い果皮を豆園，肉類などと油いためして，ほろ苦い味を好む大人

も奉るが一般向きではないようだ。この値物は雌雄同株であって，「言荒柁（アダハナ）多シ帯
′1

（ヘタ）下に小塊アルバ花謝シテ瓜ヲ結ビ下垂ス」〔救荒本草啓蒙7〕など出ている。

‖92）ニカ＝r rヤマイモの珠芽）一またミカゴともいう。源喝日和呂沼加古必太韓今世称無加

古〔食鑑3〕と見える通りヌカゴ，ムカゴなどいわれる。煮熟シテ皮ヲ去り之ヲ食ワニ山東（ヤ

マノイモ）ニ勝り芋子　けトイモ）ヨリ美シ霜後之ヲ収ム墜落シテ地二在レバ亦根ヲ生シ易シと

本草綱目に載せられている（元漢文）。糸につないで煮て食べたり，火に焙って食べたりする。

子供らの好物で，食鑑にも「煮熟作果食……尤為小児之弄」と記きれている。

日93）ニガシッ（サトイモ）－サトイモの一品種。またミガシ与ともいう。一種美貴志伎芋あ

り俗言野菜芋ずひき芋なども呼り，子なく板より蔓のごと四万へ筋を延して其端より淡青茎を生

ず云々〔成形図説22〕。帯紅白の茎を煮て食べるにエグ味なく美味。この語源，ガッシイ（イ

モなど硬くて食べられないものをいう）に関連がある‘か。

＝94）ニガタケ（メダケ）－山野に自任が多い。筍は暗緑色で苦味があるか．らlこの呂．がある。

今は愕（イワシ）．を串ざLにして所謂メサシを作る、ほど魚隻もないが，大正未の頃ませは，所用

小湊であげられる貴は，冬日極めて多く，付近の民家では－タメtいくらで購．へし7　こわ竹を軌、

てメサシとして干しあげて随時食用にした家もあ1った0メザシダケなど．の呂もついている0ニガ

ダヰ（円山田など）ともいう。

日95）ニガッノッ（ニガヰ）一山林や人望近くの林意巾に自生する羽状薫の落葉高木。雌雄巽
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株で枝葉は苦い0材は黄色でセンダンに似，指物や床ぶちに即、られるが敷居など人のまた，ぐ所

に用いるとよくないという。

日96）ニラ（ニラ）一古い食用作物の一つ。支邪では殊更に貨用きれ，冬季嘲巾ニラに土寄せ

して薮黄と弥し現今でも執よれているかこの地域ではこの軌まみ与れない0葉を摘んで味噌汁に

入れたりする。また米粒とこの葉をねりあわせてヒエヌキの薬にすることもある（阿多など）と

いう。この柴は，植えかえもせず軍串植えたまま放置していても収健があるので喝人柴　けマナ

モノノ読菓）というと斉民要術1（　　　　　）に出ている。9月頃白花を正関する。鱗茎

の基部には根茎かあって外面は枯勘ノた繊維に包まれていることは，他の車ギ属疏菜と果なって

いるが，野生種セッカヤマネギの地下部は之に類似している0この点ヤマニラと称すろ万がふ孝

わい、。セッカは花茎が扁平であるので石化即ち帯化の語を冠したまでである。大陸産のもので

北部朝鮮では海岸の崖の上などに見られることもある。

rl97）ネコヅメカズラ（　　　　）一山巾にあって小さいトゲがあるが少ない。タニワタリ

と見まちがう程であるが，タニワタリには葉柄と裏側にトゲがあるという。堀切山，大浦大木場

などでは，カギカズラのことをネコンツメという。

日98）ネコヤナッ（ネコヤナギ？）－ヤナギ類は，この地域に敬種あって，早春花序を出し，

有の白毛が綿毛のように光沢があるのでこの呂がある。雌雄の花を別株に開くが時には同株のも

のも見付かる〔南産の植物10頁〕。正月この枝でケズ1カケ　側り掛け）をつくって1本宛仏

前や墓前に供える習慣があった。

日99）ノピー　レビル）一原野に普通に見られるネギ属の草。5月巾下旬から目貫帯紅小花を

開き花聞苺部に紫黒色の珠芽を数個もっている。苗は食用にきれることもある。ノピッチョ，ノ

ピッチョン，ノビロの外ノビンツ／ゴ（吹上町永吉・益山など）とも呼ばれる。またヌビ　r高倉

益山など）の呂もあって，古事記巾の恕毘流の呂を思い出させる。

（200）ノユリ（コオニユリ）－原野，川岸などのヤプの巾から6月に朱紅の花を傾向に咲く。

オニユリも見られるがコオニユリが多い。またヤマユリともいわれる。笠沙，大浦方面に多く見

られるノヒメユリを司地では，ノユリまたはボンユリという。ユリ属の仲間外れといった感じの

り′ヾユリは，背高ノッポで葉は心臓形，金峰山や藤元方面に見かけたが，加世田地区にあるかど

うか。

（201）′、イマケ　い、ゼノキ）－山野に野生状のものが多いが，．金峰町鉄道沿いの畑地には往時

′盟栽きれ，採蝋されていた。今ではその呂残りの古株も少なくなった。ヤマハゼはこの種に似て

いる唯枝先や葉の両面に毛が多いので別雇として芋呂が184．3年につけられたが諭呂した当人

らもハ憂ノキの変種とすべきかと記している。秋日月頃からはじまる紅葉は，カエデの代りに

山野を見事に色とってくれる。ハゼノ与は，天正の頃南方より薩店へ渡来しナ÷ようで，現前博多

へも同じ嶺支如さら導入されたという。卓の後，．噺藩の脊実は，学保　年亘724）融島本㌣

元文の鵬白740）紀州／通されその他の呂産となった。山でヤマハギ隼うっかり触れて

1両白全身カプレを生じて苦しむこと’がよくあるので恐れられる木になっていろ。ハイマケにま
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けたら（かぶれたら）天ぷらとタケノコを食べさせるなという。

は02）ハカシ′ヾ（ヒサカキ）一墓柴の意で墓前に供えるシ′ヾは殆んどこの種である。山口県で

は，シキミのことをハカシバと称するという。

（‘如3）バクケフrズッ（センナりホウズキ）－畑地などに見かける1年草で小形のホウ豪ヰセ女

児は遊びに嘩う外，この緑色熟果を食べる．こともあるが，高血圧の薬にすることもある′悌之呂

ニ′など）ノ。ルフズ言万世など），．ノブズッ．川辺昭など）ともいう。別属であるが野生ゐホウ

ズl軸，・′六ダカホゥズキ（紅色球果）ナガミ．ノ！、ダカホウズキ傭円形果）〔あふら10号図〕

イ如うズキ膚白球来）が貞慶山など山聯あり　稀にチリミノイヌ、ホウズ石黒紫色球果）

が吹上町などゐ畑地卓とあ去l。t

（204）、ノ・ilチ・少ダヰ・レ、≠ク）二モソダケとカラグケの串間の大き・さで，枝の第1節間部は由空

になっていなく，竹の皮には斑紋がなく赤褐色である。七夕竿に最適。カラダケ即ちマタケと同

・僅各即甥日用品の材料ときれてきちが，潅翠は人造品に圧卸されてそれらは姿を消しつつある

7ものも多い。稗は丸のまま物干竿にしたり，雨傘の柄にしたりする。膚虜傘というのは，’加世田

市益山の竹屋神社のある宮原の地を冠したものである。筍は食用にされ．竹の皮は食品を包むの

に用いた。飴を日うた時はタケンカワはク空ッデネ1あげよう）という’言葉もよくさかれた0

1は05）ハナイン主（ニワウメ？）－ハナウメの意。チゴザクラ　彷言）の様であって果実は生

食するがすっぱい。

f206）ハナグシカズラ「シんウメモ＿ドキ）－山地に見られる雌雄異株の落葉性左巻きの藤本こ

のつるのキセル竿樫のもの壷とり紀でコ、スリ青白の渋皮を除き，牛の鼻くじに梗う。代用品とし

でヤポプッチェンカズラ，ヤマフジ（紫花短花序），ンペ（何れも万言）など噂われる。カズラ

を湯に浸しまたはめでて皮を除いて用いる。この植物を高血圧の鄭こする（阿多博之呂）所もあ

るらしい0痢軌力でチヰメカズラ．けキイの目即ち梅坪の目盛の意こカニズラーの色赤く常緑，松杉

によくはうという）というのが牛の鼻ゲイによいと聞いたが実物未詳。

（207）ハナコポシけヤツリグサ卿　一輝野に普通の雑草。カヤウリグサ，コiメガヤツ祓

ど茎を四つにきいて蚊帳はヤ）を作る遊びをする。○俗呂蚊帳飼草者葉極大共続横車けりう

シ）無臭侶根細穀雨撫子引易抜其茎三稜小児裂叫那「拡以比銅蚊帳為戯劃七可調香附干草之雄乎

〔和洋三才〕トせ田ていで蚊帳釣の童戯のことやこの草は蜘こ球茎がないから香附子い、マスゲ）

の雄だろうかなどいっている。地下肥大茎の有無によってメン（雌）とオン（雄）を区別する例

は，ウバユリなどにもみられ，県外では山口，鳥取県など〔内藤氏原児島民俗植物記264貢〕

本県では，宮之城町平川などがあげられる。

r208）ハナシンミ「ソルウメモド辛など）－ハナシ（メジロ）が食べる果実の意で，おもなも

のはツルウメモドヰ，ハマヒサカキなどで，前者はよくハナシ捕りのオトリカゴに入れたりする。

（209）ハナタコ（ヤマノイモの果実）－子供の遊びに確う。、鼻天狗ともいう。日79）参照。

ほ10）′ヾ，ヾラ　けル’トリイバラ）－カカラより転じた語でもとはクヮクヮラと正しく発音して

いたが，大正の終り頃，学校で火事と家事を同発音で習うようになった境から次第にカカラに変
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ってきたのが更にくずれて子供らの間でババラにしてしまった。若葉の程よい硬さのものは5月

節句に団子を包むが大乗は1枚を2つ折りにし，梢小形葉は2葉間に包んで蒸してつくる。老婆

は硬化して恰も常緑葉の如くであるが，晩秋になると葉柄部を残して葉は殆んど　まね形のまま

こぼれ落ちるように落ちてしまう。クヮラクヮラ落ちると形容できそうである。雌株には赤い球

果が残る。茎に硬いトゲが教生する。サッマサンキライはトゲがなく梢長形葉で常緑黒果を結ぶ

別種で山中に見かけるが，サルトリイバラほど多くない。

（211）ハマユイ　い、マオモト）－普通ハマユウともいう。ハマユイは疾百合の患だけれ＿ども正

しくはユリ類でなくてヒガン′ヾナ科のものである。イトバナ　用置郡日吉町以南など）と呼ばれ

ることもある。戦後しばらくは野間岬や枕崎海岸などに野生か見られたが現在では殆んどないよ

うである。庭周に磯賞用に栽培きれ，時にはその偽茎の白い薄皮は，瞳物の吸出し閂に患部に貼

付する。6月から白花が着き，後大きな果実を花茎項に幼個ずつ着けるが重さに耐えかねたよう

に倒れて地面に着いたのをよく見かける。新川海岸にはこの野望は絶えてないのに，この庸子を

波打際に拾ったのはどこから漂着しノたのだろうか（1969年11月）。

は12）ハヤトウイ（ハヤトウリ）一箱野氏によれば大正10軍秋はじめて津貫に消えたという。

味噌漬，ドブ漬（酒泊楕）などにして食用にする。この瓜は日i一号郡永吉村の矢神という人が天i‾E

5年頃メキシコから埼ち帰ったもので大正7年玉利喜造氏の諭呂という。ブタウリというのが日

置，用辺郡などでいわれているかこの瓜のことか，或いはポタ瓜〔加世田吊勝志帳〕のことか確

かめていない。

（213）バンノコ（マルパハギ）－哨戒の野生ハギは殆んどこのハギで印秋の石目への供花の1

つである。磯聞山にはヰハギかあり，頂上近くにサ、ソマハギが見られる。ヰハギは他に比べ落葉

が早いようである。

は14，）ヒゲヒッーヾイ　巨「オペコ）一律貫で子供閥にきかれる呂で・ヒッ・ヾイグサ（金峰町池辺

など），ヒッrヾイクランポノクサ　伽脾田市長屋など）いずれも同じ道戯に由来した方言で，2

本の花茎をひっかけてひっぼり合い強さを争うのである。路傍どこにでもある多年草で各地でみ

られる遊びであろう。路上にしゃがみ込んで集まった子供が何やらきわいでいるので近よってみ

ると1匹の蛙の死を哀れんでその体の上にオオバコの葉をかぶせて，蛙のトムライをしている所

だったと俳人一茶が記しているのを読んだことを想い出す。カヘルッ・ヾという呂は蛙がこの草の

葉の下などに潜んでいるからかとぼんやり思い込んでいたら，この葉をホオヅキのようにふくら

ませた形が蛙の蝮に似ているからだという。本車呂で革前章というのは串を引いて先行する牛の

足跡などによく生えているからついた呂繭だそうである。30年許り前，巾支でこの若葉を摘ん

でいるショウハイ（子供）に呂をきいてみたらコーマーイー　傾残衣）だという。湖北などでも

オオ′ヾコのことをカエル族の着物と呂付けているらしい。は9）参限。

伸笥終り）
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上津貫付近の植物

（第1図）．．ノ

〔写真図説明〕
（第二1・図）∴・－・うゴメイワ・ガサ（花）機関・山峰通・り　r

（寮21図十ムサシアブミ（果）磯間山下腹林軒・

（第．告画）‘ァプリカフウロ（花）上津貫駅付近

（第4軋・溝リシマエビネ（花）磯開山南中腹
（第5齢六マセンダン（雌花）　同　上
〔1・．3・4は5月、2は10月、5は9月写し〕



芸 メ　　　モ

2年　　金　竹　修　一

＜夏から秋咲き草花の手入れ＞

＜4月＞

14－　　温室内の除草　シャリンバイ・トオガタマが咲き始める。クヌギ満開

15　　花壇の磐備

16　　忘れな草が開花　ギョポク芽をふく

17　　両のためチューリップが倒れる　小町草・フロ．ククスか発芽

18　　温室周辺の草刈り，除草

21　　オオバコの種子を播く　オジギソウが発芽

24　　アリッサム・なでしこを円形花壇へ定植

26　　チューリップの球根を堀り取る　黄エビネ・がんらん・つつじを植える・

30　　乙女椿・ねむの木・ギンモクセ仁tせんだん・サ′レスバリ・ヒヤラギの新芽▼

苗床の盤僻。クジャク革・ハ1ビスカス・ブーゲンビリアがつぼみをもつ

＜5月＞

1　播種（夏から秋咲き用）

2　　グラジオラスの植えつけ

8　　ねむの木が新芽を出す。　′ヾラの花咲十。　ハイビスカスの花咲く。

29　　コスモス・・百日章・ワロ少クスの定植一、

＜6月＞

2　　けいとう・棄けいとうの間引き。　なでしこの種子取り

3　　′ヾンジーを播く。　コスモス・百日草の定植

タイサンボク・月下美人がつぼみをも1？。．‥カイ・コカズ満開

4　　マーガレットの開花

7　　　ネムノキの開花

9　　フロックス・小町草の定植個眉寄瑚‖・カッ、一一コアザミの間引き

12　　百日革・棄けいとうの定植。　トウワタのさし木

23　　かっこあざみの定植。．ネヰノキ満開。′　キョウチ．タトゥ咲き始める。

24　　マリーゴールド・サルビアの定植。あじさいの開花。　タ1，サンボク開花

＜7月＞

日　　ねじ花の開花。ヒゴスミレを植える（大野岳産）　がくあじさい咲き始めるノ。

ユ　　集中豪雨相月28日一7月12日）のため苗がいたむ。百日草8分碍咲・く・d
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14・　オジギソウの開花

15　　大菊の苗を鉢に植える

21　　テランセラの定植。サルスベリ咲きはじめる

23　　松葉ボタンが開花

26　H．サルスベりの花が満開

29　　サルビアが開花

31　天菊・トウワタに，エンドウ・マラソン剤をかける。ナンキンハゼ咲く0

＜8月＞

1　　ひまわり開花

2　　かいこうずの花が咲き始める。

18　　ひまわりの種子取り。ぶっそうけが開花。ネムの木咲き終わる。

28　　つヨウが開花

＜9月＞

4　　犬菊の支柱を立てる。フヨウ満開

12　　クコが開花

18　　コスモスが開花。キミガヨランかつぼみをもつ。ヒマワリ咲き終わる。，

＜10月＞

4　　播種（春から夏咲き）テランセラを移植（体育館前へ）

7　　サクラの狂い咲きがみられる。ギンモクセイの開花

12　　カイコウズが今年3回目が開花。オシロイ花が満開。サルスベり咲き終わる。

23　　チューリップ　＝5球）・アネモネ（5球）・レナンキュラス（9球）を鉢へ植える。

大菊がつぼみをもつ。　花びし・レナンヰユラスの定植。虞美人草を播く（図書館前へ）

25　　すいせん・チューリップ・かすみ草の定植。百日草の種子とり。

＜11月＞

6　　葉牡丹を定植　偶書館前へ）

7　　アリッサムが開花，花びし・嘆美人草の間引き　大菊の満開

13　　ボインセチャの葉が邑づき始める。

14．　葉牡丹を定植　伸庭・職員右前）アネモネ・レナンキュラスが発芽

20　　金せん花・かんざし（ドライフラワー）・矢車輩の定植

＜12月＞

4　　ボケ・レンギョウ・ヒイラギが開花　ペチュニアの定植

5　　矢車草・石竹の定植

8　　金せん花・かすみ草の定植

9　　金魚草の定植

17　　石竹・員がら草の定植
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24　　花びし・虞美人草の間引き

〔一年間の反省〕

部員全員が草取り，花壇の磐理とよくやったと思う。今年は集中豪雨のため，苗がひどくいた

んだり・㌧成長不良であったりしたがどうにか花だけは咲かせることが出来た。また大菊の栽培を

細めてやったが，いろいろとかってがわから・なかった．りして，花を咲かせるのが精一杯であった。

今後ますます花壇をにぎわすりっばな花を咲かすように努力してほしい。

1969年度文化祭反省

（出　　展　　物）

〔実験コーナー〕

。酵素に関する諸研究

・壬E体内にある酵素

・酵素のはたらきに影裡する要因

0カエルの心臓はく動実験

0せきついカエルの実験

0光合成に及ぼす波長の影蟹

0イネ科植物の成長点の研究

0°フヨウの花に関する研究

0ウサギの解剖

〔昆虫コーナー〕

。昆虫標本展示

〔調査コーナー〕

o PrPC実験

0血圧測定

0血液型検査

〔販売コーナー〕

0蝶のリン粉転写

0葉脈標本

その他

0植物写貞展示

0ネムの木の観察結果の表示

0植物標本展示（進化段階によって分類）

。他佼機内誌紹介

。蝶のヨ三態

今年の文化祭は，準備がうまくいかずに最後にガタガタした感じがしないでもないか，なんと

か無事に終えることができた。今年は，何かテーマのようなものを決めてはどうかということか

ら酵素についてやってみようということになったのであるが，その選び万がまずくて単なるかけ

声だけに終わってしまった。また展示方法を工夫しようと各コーナーを設けるようにした。この

ようにさまざまの新しい試みもやったが，反省を聞く・と，テーマについては，「選んだものが難

かしすぎた。」「本質がよくわからない。」といったふうにあまりうまくなかったようである。

その他のものをやった人で多いのは，「準備不足だった。」とか「研究不足で突然の質問に答え

られなかった。」ということであった。もっと早くからじっくりと研究したも．のをJ発表し

なければならないとつくづく懸じさせられた。（田中）

－79－



加世田市周辺　の　地質

山　元　英　司

本地域の地質を構成するものは，主に四万十累闇群・薩摩半島花崗岩質岩類・南薩安山岩類・

火砕流堆積物・砂丘妙唱および沖積層で，その他に　岩・河川堆積物・凝灰岩および闇灰岩，二

次シラスおよびローム回などがある。これらの地質と地形とは非常に密接な関係を持ち，第一図

に示されるように地形区分きれる。

安山岩区　　　　甚解岩鍔出寧　　火山灰台地区　　横平地区　砂丘区

栂よび花崗岩質岩類質入区）

本地域の哉館岩は四万十累属群であり，長屋山塊および蔵多山塊を構成している。これは四国

に発達する四万十圏群の南西延長部であり，巾世代白亜紀から新世代古第三紀にかけての地向斜

堆積物が幾多の地殻変動後に隆起したもので∴複雑な地即荷造を呈し，小さな断国や得曲は各所

に認められる。

本国は薄い礫岩密を挟む所もあるが，細一画粒・青灰色硬砂岩，黒灰色頁岩および砂岩責岩細

互闇よりなる。これらの岩石は非常に緻密堅硬であるが，一部分風化きれ赤褐色を呈する。・本圏
0

の走向はNS～N30　E，傾斜はほぼ垂直である。

これらの苺盤稟癖を岩脈状・岩床状およびドーム状に艮ぬいているのが薩摩半島花崗岩貫岩類

で，石英斑岩．・花崗斑岩および石英粗面岩　r流紋岩予を含んでいる。斑岩特は互いに漸移または

単独に買入し，とれをさらに石英粗面岩が貫ぬいゼいる場合もある。これらの岩石は薩摩半島に

散在する花嶺岩貫岩類とはぼ同一時期の巾新榎は質入したものであり，イヒ学成分および岩石学上

の性質は酷似する。新鮮な岩石は淡紅色で非動こ亀密堅硬な岩石であるが，酎巳に弱く黄褐色－・

黄白色の土壌に化している所が多い。哉多山，東山および長屋山周辺には小規模な買入岩体か散

在するが，越路から大浦にかけての道路ぞいには大きなドーム状岩体か見られる。ノ大浦のポジカ

ン周はこの風化土壌上に存在する。これらの岩石の質入により基盤岩類は接触変成作用を蒙むり1

れレンフェルス化している坑も認められる。また，主成分鉱物の累雲母のほとんどが窪泥石に変
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質しているのを特徴とするj㌣
大浦町東部には輝石効岩の小規模岩体か認められる。青緑色で硬い岩石であり，先述の斑岩類

を買ぬいている。

野間岳せ矧削りを結ぶ緑より南側では，基盤岩類および薩摩半島花崗岩質岩類を不軽合に覆い

新第三妃末の火山活動に伴年う噴出物である南薩安山岩類が広く分布している。

これには輝石安山岩，角閃石安山岩および安嗅岩国集塊岩（凝灰角礫岩および角礫凝灰岩も含

む）が含まれる。安山岩質集塊岩は類畏および同質の火山礫および火山岩塊を凝灰貫物質で団結

したものであるが，風化や浸食に弱　磯閉山のような奇峯，奇岩をなす。

加世田女子高佼前の高台は基盤岩類を不整合に覆い；止に熔結凝灰岩で穫われる厚さ十数メー

トルの加世田巨礫層からなっている。礫として，基健岩源・花崗岩質岩類および安山岩類があり

これらは陶汰が悪く亜円礫が多い。

火砕流堆積物は更新世における姶良火山および阿多火山の噴出物で，ほぼ席児島県全域に分布

している。これらは等高塀にはぼ並行で谷を埋めるように堆積し，媛傾斜の火山灰台地を形成す

る。しかし非熟と浸食されやすく，万噸用上流や支流および枕崎市を流れる花渡川に見られるよ

うに，河川や小規模の谷を刻む。

火砕流堆債物は熔結部の熔結凝灰岩および非情結部のシラスからなるが，これらははは同一成

分である。

熔結凝灰岩は新鮮な部分で灰～灰黒色を里するが，風化されやすく赤褐色を望するこ、とが多Lも

また，非常に空隙率が大きく，軟らかいのが特徴であり，墓石や建築材料として噂われる。主に

斜長石，輝石，角閃石および石基からなり，流状構造を持っている。シラスは多くの軽石を含む

細～粗粒砂で，吸水性は大きいが含水性は小さく，一種の火山灰であるため，肥沃でないので農

耕にはあまり通さない。

吹上浜は日本三大砂丘の一つであり，日置郡江口付近に始まり，小醇に達する南北延長約40

キロメートルで，現在の海岸線にはぼ並行した砂丘である。これは古助砂丘砂層と言われ、後背

地の山や岩が浸食または凰触され運搬されたものが季節風で堆積した巾一粗粒砂からなる。この

上にハマゴウやクロマツが生育している。また，大崎付近では轟き十数メートルの竣丘状形態を

なす。

河川は後背畑の山や岩を浸食し，それらの砕屑物を下流に運搬する。そして流域が広く流速の

緩やかな所に境稽する0大きな河川の流域・河口に，これらの堆積物は長い間に広大な平地華形

成する。加世田も万細目によって運搬された河川堀硯物上に存する。これは坤漬物であり，砂・

礫および粘土からなる。また河川の流路および規模も疇代とともに変化するものであり，竹田袖

沃土の周囲にも河川堆甜勿が残存する。

畑上層は新期の火山活動に伴なう厚さ数十センチメートルの火山灰．百で黄色一赤褐色を皇するも

以上　加世田市周辺地域の地質鶴将を埼ヾたが　岩石等やシラスなどの性質・成分も全く巽な

るから，これらの地質と植物分布との凱連性を検討することも興味あることであろう。

－81－



第1表　　模式柱状図
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蟻　　を　　取　　る

3年　　平　川　忠　久

「ある晴れた日，遠い海のかなたに………。」と，お蝶夫人が歌ったのと同じような気時？で

ぼくが蝶を探し求めはじめたのが入部してから2年目のことil年目のころはいまほど蝶に対す

る関心はなかったので採集に参加した時は，終日先輩のあとをシェル・ヾのよう．に，いや野ら犬の

ように付いてまわるだけでネットは手に縛っていても杖がわりで蝶を手にしたことは一度もなか

ったことを記憶している。だからぼくは，手身近にいるモンーシロチョウの飼育はもちろんのこと

生闇すらあまり知らなかった。このことがその後のぼくの蝶の飼育の失敗の原因に幾度か鵬係し

たのだろうと，今では深く反省しています。

之年生になってはじめて久志方面に採集に出かけたとき，ぼくが蝶を捕えたのが，ちょうどぼ

くが1隼のとき先輩たらが躍起になって追いまわしていたツマベニチョウであった。それは産卵

巾で，しばらく観察できたのだけれど興奮のあまり乱暴にネットに叩きこみ無残夢中で持ち帰っ

たことが今でも忘れられぬ最高の思い出の一コマとなっています。このことについて書くことは

あまりにも自慢たらしいからやめよう。でも惜しいことをしたなと今は思う。もしこのときのこ

とを印画紙にでも焼付けておけば，今でもそのことが新鮮に脳盛から辟かえってきたのであろう

に。その後ぱくが当地に行ってもツマベニチョウに出くわすことはめゥきりなくなった。あの迫

力ある姿もあれきりだったのかとぼく自身思うと果敢なく思うと同時になぜ，ぼくの前からいな

くなったのか疑問さえ感じる。またいさか当地へ行ってみよう。

ぼくの蝶採集箱には，書きにくいことだけれど，事身近にいる蝶類，モンシロチョウがいない

それも・最初の収集箱に収めるべきなのかもしれない。そんなことをとりあげて書くことは無忌味

なことだろうが，ある「蝶屋君」がモンシロチョウのいない収集なんてとあまり的心した口調で

話してくれなかったことが今でも耳の奥からはなれない。事実そうなのかもしれない。また，ぱ

くの知っている「蝶屋君」たらはたいてい手身近な蝶を何度も飼育し，それからいろんな蝶の飼

育にのり出したと話していた。その点，ぱくは全く巷礎的なことをやらずいきなり敬少ない看厚

がられる蝶から飼育を始めたことを恥ずかしいと同時にそれ以上にそれらの羽化率が艮くなかァ

たことに一番恥ずかしい思いがする。だから最近ネットを振っても蝶君がめったにひっかかって

くれないのかな。でもそれはそれでよい。これから，ぱくは自然の巾を飛びかう自由な蝶をでき

ることならカメラに収めてゆくことができたらと思う。
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3年 福　島　文　徳

早いものでもう卒業0僕自身としてこの生物部には入っていたことが，最も高佼生活の中心を

なしていそうな気がする。おかげで自然界のいろいろな生物に接し，いろんな事実を収し得た。．

ときには僕達には眼も向けてくれない時もあった。しかし僕達はそうした自然界の生物に？いて

少なくとも，二任間ではあったか精一ぱい研究し，学んで，仲良くなった？レかし時には，奥切

られた時もあった0日分の力をこの世の巾で精一ばいやれたことが一番うれしかった？部生活の

二年間を通してもいろんな思い出があった。仲間とおそくまで部活動をやり，時には先竿隼ゲラ

レたりイヤミを言われたりしたこともたびたびであった。部の運営の撃についてマジメに話レ合

った0そういった学佼円の短い瑚間ではあったが，僕の侍ることのできたものは何よりもまして

大きく，どれだけ自分を元気づけてくれたことか．！／

「文化祭」「諾麿会」など，豆つぶのような少ない知恵をふりしぼ。？て計画し，寒行してきた

が，時にはむごい事も平気でやった。そんな僕が，花を要し，蝶を愛するようにこの生物部を愛

している。人間にもそうであるように，人間と人間との触れ合い又友情のありがたきを，しみじ

み懸じさせてくれてほんとうにありがとうと言いたい。

思えば，堂物部には入って・日もそうたっていない新入りホヤホヤの頃－なにも知らない午の

僕に・「ネットはこうやってたたむものだ0」「蝶の飼育はこうや苧のが一番いいんだ？」とい

う先輩の槻抑こ教えてくれた言葉も，今となって，飛ぶことを初めて知った小鳥のように喋の心の

の片すみにへばりついて話しかけてくるような気がする0先輩達がそうであったよラに▼僕達も

又声軌こ何か言い軌ノたいが・何一つしてやれなかった我々のふがいなきに－．腹が立つ．やら－は

ずかしいやらで，すまない気がしてならない。

最後に▼　この生物部が・軸こもまして▼明るくそして楽しい部であるよう卑こ叉，「＿ま甲せ」カモ

艮く壁き碕けることを祈念しなからペンをおきます。

l

197　0，告13
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生　物　部　員　名　簿

顧問　　佐方敏男　新山茂久

3　嘩

平　川　忠　久　加世田市小湊49

尾　辻　公　一　加世田市小額16

西　村　和　之　日置郡金峰町池辺264

福　島　文　徳　加世田市小湊8413

用＋崎　知栄子　吹上町中醇3112の1

新　田．美千代　加世情市津畳529

新　田　′9り子　加階同市津貫4233

竹ノ内　久　子　日量郡金峰町尾下2173

巾　尾　貞知子　大浦町上ノ門

画質周　英　子　吹上的串原2437

本　坊　和　代　加世田市津買6567

山　内　園　子　加世田市武田18275

山　口　光　子　加世田市坪賢千河2330

2　年

田　巾　洋　海　加世田市益山5859

大　迫　祥　三　川辺郡笠沙町赤生木1800

金　竹　隆　一　加世田市益山8829

疾　川　知　博　加世田市小湊431

春　成　正　和　加世田市武田18233

本　坊　敏　保　加世田市唐仁屏3286

山　口　カ　三　加世田市唐仁厚6308の2

有　馬　満　代　加世田市小湊2476

大　島　靖　子　加陛田市武田17632

小野田　章　子　吹上町湯之浦1213

阪　本　京　子　加世田市益山4473

崎　山　囁　子　加世田市唐仁膠6381

崎　山　民　子　加世田市債仁厚6368

田　実　初　子　加牧田市唐仁好6438

樋　渡　祥　子　加世田市武用17946

両　闇　久美子　加世田市武門】14・74

1　年

阿久根　雄　二　加世田市小額8782

山　口　秋　生　加世闇市小棒8631

山　下　志　郎　加世田市本町6区

下　園　弘　子　加世闇市武関16875

園　田　栄　子　加世田市武田1774，0

串　間　睦　子　加世田市内山田614－2

西川路　孝　子　日置郡金峰昨日事津野14・40

本　田　′ゆみ子　日置郡金峰町阿多壌1937

前．［］栄　子　日置郡金峰町新山1691

森　永　香代子　日量郡金峰町宮崎2965

日　970年1月現在）39名

－85－

albo
長方形
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編　　集　　後　　記

哉々は歩いた。加世田高佼生物部員として。まだ，ほんのヨチヨチ歩きのあひる

みたいなものだったとしても。ある日，やぶの再をかき分けながら行くと「おっ，／

ゴキブリ．／」「やゥた．／採った．／採った．／」「わあ一すごい収穫．／」と大喜びした

やつもいた。そして，なおも歩き続けた。

こうしてりっばに完成させることができた「まのせ」7号を見ると，ほんとうに

我々は進んできたんだなあと新たに思われてくる。たとえここにあけた記録が不完

全だったり，時にまちがっていたりしたとしても：伐々は実際にやってみたんだとい

う自信と満足感はある。ここに「まのせ」7号を刊行できたことをほんとうにうれ

しく思います。

最後に顧問の先生や先輩の大原賢二きんはじめ多くの万々の御協力に深く感謝し

これからもなにとぞよろしノくお陥い致します。　r　田中洋海）

歴児島県立加世田高等学佼生物部機射詰　まのせ7号

発行日：1970年3月20日

発行者：庸児島県加世田市川佃　加世田高佼生物部

編集者：田西洋海　大迫祥三　疾川知博

印　刷：鹿児島市域山忙「13－17　明るし、窓社（TEL⑳8335）
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